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　─　プロローグ　─





　そのことに気づいたのは雨の日だった。

　今から10年以上前、まだわたしが小学生になったばかりの頃。

　ちょうど学校が夏休みということもあって、わたしはママの母親である祖母の家へと遊びに来ていた。

　ちなみに祖母の家はカナダのノヴァスコシアの外れ、ルアンヌという町にあった。

　そこは本当に何も無いところで、州都であるハリファックスからでもバスを４時間も乗り継いで、ようやく到着するほどの辺へん鄙ぴな田舎町だった。

　最初はそんな場所に行くのは嫌だったけど……実際に行ってみると、わたしはあっというまに気に入ってしまった。

　東京で過ごす夏とは違い、涼しくて過ごし易やすい。昼でもクーラー無しで困らない。

　なにより自然が美しかった。

　祖母が言うにはケロウナよりも良い場所とのことだが、残念ながらわたしはケロウナを知らないので比較に出されても分からないけど。

　ただ、その町には幾筋もの小川が生活用水として流れていた。陽ひを浴びてキラキラと流れる様は、とても綺き麗れいで幻想的だった。小さなレイクトラウトもたくさん泳いでいる。

　シュガーメイプルの並木を抜けると、信じられないほど澄んだ湖だってある。しかも祖母の家は真っ青な海を一望できるような素晴らしい場所に建っていた。

　特に二階の窓から見る景色は絶景で、わたしはこの町が大いに気に入ってしまった。



　そんなある日、いつものように祖母と浜で遊んでいると突然の夕立にあった。

　思わず二人して駆け出すと、大きな木の下で雨宿りする。

　そこで、ふと見た雨粒に違和感を覚えた。

（……あれ？　なんだろうこの雨？）

　理由は分からないけど、とても珍しいモノに思えて見入ってしまう。

「KANAKO, Tu te fais du souci?」

　突然、雨の滴を見続けるわたしに、祖母が心配そうに声をかける。

　KANAKOとはわたしの名。後に続くのは大丈夫？　という意味合いのフランス語。

「あ、ううん、なんでもない……Ah non, je n'ai rien de souci.」

　何となく誤ご魔ま化かしてしまったけど、その時わたしにはハッキリと見えていた。

（……水の色が違う？）

　これが最初に、水に違和感を覚えた時だろう。

　夏休みが終わりを迎え、まもなく東京へと帰る数日前のことだった。



    

  
    
      
　─　10年後　夏　─





　あの日から10年近くが経たち、今ではわたしも都内の私立高校へと通っていた。

「じゃあ佳か奈な子こ、また明日」

「あ、うん、英語のプリントやっておくね……」

　校門の前で、軽く手を振って友達と別れる。

　ここは、かつてママも通っていたカトリック系の私立女子校。家から近所ということもあり、この学校に通うのは、自分としても気が楽だった。

　その『気が楽』な理由は他にも幾つかある。

　一つは女子大まで私立のエスカレータ式なので、あまり受験の心配がいらないこと。

　もう一つは、いわゆる『外人』が多く通っているので、自分も目立たなくて済むこと。

　なんでも隔かく世せい遺い伝でんというらしいが、わたしの髪は金髪……というよりは銀髪に近く、目も青かった。

　ハーフであるママは日本人っぽいのに、クォーターであるわたしの方が、フランス系カナダ人の祖母の影響を強く受けているそうだ。

　子供の頃は気にならなかったけど歳としをとるごとに、この長い銀髪や青い目が周囲から浮き、嫌でも目立ってしまう。

　……そう。自分で言うのも変だけど、わたしは小心者なのだ。弱々キャラ。

　もし小心者世界選手権が開催された日には、日本代表にノミネートされる自信もある。

　しかも見た目１４５㎝の身長が……あ、いや、これはちょっと見栄を張りすぎた。１４１・７５５㎝の身長が、より幼く見えるため、余計にオドオドしてしまう。

　これがどれくらいの弱々レベルかというと、もしお店でハンバーガーを注文したなら、

「ご一緒にお飲み物はいかがですか？」

「あ、では、シェイクも……バニラのＳで……」

「只ただ今いま、期間限定サラダも用意してございますよっ」

「えーと、サラダは別に……」

「いえいえ、とっても美お味いしいですよ。ささ、お試しにどうですか？」

「……それじゃあ、一つ…」

　こんな感じで、店員のオススメを断ることが出来ない。

　ホントはテリヤキだけを食べたかったのに、気づけばいつもトレーの上が満載状態になり、それをはむはむと食べる姿は、我ながら情けないとも思う。

　とゆーか、普段から何ごとにもこの調子なので、一人で街中を歩くだけでも根性がいる。

　間違って、男の人からナンパなぞされようものなら大変だった。

　シカトダッシュするしか自衛手段がないので、いまだにヒールを履はいたことがない。

　あと、最近学習したことに、上目遣い（身長差を考えると自動的にそうなる）は、小心者＆こども指数を、より高めるというマイリサーチの結果、常に目を伏せることをマイルールとした。

「うん、我ながら見事なオドオドキャラだね……」

　……一般的に17才という年齢は多感で、彼氏や恋といったモノに憧れを持つらしいけど……少なくともわたしの場合は、憧れより怖さが勝っていた。



「ただいまぁ…」

　玄関の鍵を開けながら声にする。

「おかえり佳か奈な子こ、お昼まだでしょ、食べる？」

「あ、うん、すぐ行く」

　ママに返事をすると、自分の部屋に入りさっさと制服を着替える。

　そして、部屋の小さな冷蔵庫からペットボトルの水を取り出すと、コップへと注いだ。

「うーん、これは普通の水みたい」

　飲む前にコップの水を眺めながら呟つぶやく。

　ここで言う普通とは、水の色のことを指している。もう何年も前だけど、かつて水に違和感を持ったあの日から、今でも時折、変わった色をした水を見ることがあった。

「あ、いや……この際、色という表現は正しくないかも」

　強いて挙げれば色ではなく、光り方。

　跳はね返す光の揺れが、違うとでも言えば良いのだろうか？

　もちろん最初は、水に含まれる不純物のせいだと考えていた。川の水ならば、どんなに透明に思っても藻もやプランクトンもいるだろうし。

　だけど、その手のモノの多寡は関係なかった。

「例えるならば、オーラとでも呼ぶのだろうか？」

　本当にわずかな差なのだが、何な故ぜか自分には水の感情らしきモノが認識できた。

　具体的に言うと、青っぽく見えるのは悲しんでいるように思え、赤っぽいと怒っている。喜んでいる時は黄色といった具合だ。



　──それからしばらくした頃、いつものように教室に居ると友達の雰囲気が変わった。

　何故か青っぽく見えた。水の感情では悲しいに該当する色。

「ねえ佳か奈な子こ、聞いてよ、実はね……」

　そう言って言葉を続けるクラスメート。

　その口から出た内容は、飼っていた猫が昨夜亡くなったというものだった。

「うぅ、長年飼っていて家族同然だったのに……」

「そっか、気の毒だったね」

　泣き始めてしまった相手をなぐさめつつも、心の中では違うことが気になっていた。

（……もしかして、わたしは人の感情を察することが出来たのか？）

　先ほどは、相手が事情を話す前から青っぽく感じていた。

　これは勘違いではない。

　もちろん、見たままの顔色の違いや雰囲気の違いではないし、それらとは別の感覚。

　明らかに相手が話を切り出す前から、青っぽいオーラを感じていた。

　他にも結婚する先生がピンク色に見えたり、怒っている人は赤っぽく見えたりした。

　このことがあってから、わたしのこの能力？　は、日ごとに増していった。

　外見を見ただけで相手の状態を察することが出来た。あくまでも喜怒哀楽の大きな感情だけで、もっと複雑で小さな感情までは読み取れないけど……。

　とはいえ、恐らくどんなに言葉や仕草で装っても、本心というか相手の真の状態は見抜けていると思う。

　──そこでわたしは、一つの仮説を思いついた。

　人体の60～70％は、水で出来ていると聞く。

　ならば自然と、水の影響があらわれても変じゃない。

　そもそも水のオーラというか、感情という概念自体が謎だし、何故わたしがそんな能力を持つようになったのかは更に謎だけど……そうとしか解かい釈しやくのしようがなかった。

「もしかしたら、この能力を使えば、すごいことが出来るのかも？　なんかこうラノベの頭脳系ヒロインみたいな感じで大活躍とか？」

　てなことも一時は思ってみたけど、実際にはママや友達の機嫌が悪そうな時には、そばに近づかない程度の活用法しか無さそうだった。

「とゆーか、もしこの能力がホンモノだったとして、誰かに知られたらどうなってしまうのだろう？」

　なんか、ヘンテコな研究所でモルモットみたいになったりとか、サーカスみたいなところで見世物にされてしまうのでは……ジョン・メリックかわいそうだったし。

　……少し不思議な能力が身についたことよりも、わたしにとっては不安の方が大きかった。だから誰にも言えず、自分だけのヒミツとすることにした。

　伊だ達てに小心者チャンプを名乗っていない。そういう性分なのだ。



    

  
    
      　　　　ノヴァスコシア

　　　　カナダの州のひとつ。カナダ東部で大西洋に面している。三方を海に囲まれたとても美しい半島。漁業や天然資源採掘、観光業などが主な産業。公用語は英語だが地理的にケベックに近いため、フランス語も半々の地域。



　　　　佳奈子の女子校

　　　　都内にある私立ミッション系。佳奈子は幼稚園から同校に通っているため、筋金入りのボックスインドーター。



    

  
    
      
■　第一章　ノヴァスコシア　■





　ミーンミンミン。灼やけたアスファルトを、今日も一人てくてくと歩く。

　普段なら気の重い道のりも、今日は終業式とあって幾分軽やかだった。

「ふう、これで当分は外に出なくてもすむ……」

　自慢じゃないが、わたしは通い慣れた道しか歩かないことに決めている。

　その理由は、単純に道に迷ってしまったら大変なことになってしまうからだ。きっと誰かに声を掛けて道を教えてもらうなんてことは、自分には非常に、難度が高そうだし。

　──道に迷い見知らぬ場所で一人オロオロする図。

　気づけば空が薄暗くなってきて、カラスもカーカー鳴いて、なんかこう電信柱の横でしゃがんで泣いているところを、おまわりさんに迷子の子供として保護される姿が、簡単に想像できてしまう。

　……こんな弱々ではいけないと思いつつ、それは無理。

「ふう、まあいいや……明日から夏休みだし…」

　軽いため息と共に、わたしは玄関の扉をあけた。

　──それから夕食を済ませ、自分の部屋でゲームをやっている時だった。

「入るわよ、佳か奈な子こ……って、また部屋でごろごろゲームして」

「う～ん、別にいいじゃないのぉ、夏休みなんだから～、ごろごろごろ」

　コントローラを握ったまま、ごろごろと言いつつ転がってみせる。

「もう、しょうがないわね、また前みたいに、身長伸ばし運動でもしたら？」

「えっ……」

「ジャンプジャンプって、よく飛び跳はねてたじゃない、あなた」

「ちょっ、ちょちょっ、な、なんでそのことをっ」

「なに？　ママが知らないとでも思ってたの？」

　く～、まさか見られていたとは、あの恥ずかしい体操＆掛け声をっ、密ひそかにやっていたつもりなのに。

　しかも苦労の割には、１・５３７㎝しか身長が伸びてないという現実。

「で、そうそう本題、ねえ佳奈子、あなたカナダ行ってきたら？」

「……カナダ？　もしかしておばあちゃんの家？」

「ええ、あなた、あの町が好きだったでしょう？」

　こくんとうなずく。確かにわたしはあの田舎町がお気に入りだった。

　小さいころは夏休みの度に両親にねだり、何度か連れて行ってもらったけど、最後に行ったのは、おばあちゃんの告別式。既に３年近くが経たっていた。

　そんなに大きな家じゃなかったけど、現在もママの名義として残っているはずだった。

「でもママ、今は誰も住んでいないんじゃ……あの家って？」

「ええ、近所の人に管理も任せっきりだしね、たまには挨あい拶さつがてらに行ってきてよ」

「あ、うん、久しぶりだからわたしはうれしいけど……」

「じゃあ、ついでに夏休みもそこで過ごしたら良いわ。気をつけて行ってらっしゃいね」

「はい？　行ってらっしゃいって……もしかして、わたし一人で行くの？」

「当然じゃない、あなたもいい歳としなんだから。てゆーか、ママが若い時にはバックパッカーとして色んな国へ行ったもんよ」

「いや、そんなアクティブの塊みたいなママと比較されても……」

「ダメよ、あなた何事に対しても消極的すぎるわ。これも良い機会だから、社会勉強のつもりで行ってきなさい」

「…………………」

　……理不尽だ。てゆーか無む茶ちやだ。

　あの町へ行けるのはうれしいけど、この小心者チャンプのわたしに、一人でカナダの辺境まで行けってのは、遭難してこいってのと同義だよ……。



　──２日後。

　トロント空港の発着ロビーには酷ひどく落ち着きのない挙動不審の人物がいた。わたしだ。

　間違いなくここ数年間分に相当するドキドキを、わずか半日で味わっていた。

　自分としては頑張ってフツーを装っているつもりだけど……。

『えらいわね、お嬢ちゃん一人で旅行？』

　てな感じで、頭をなでなでする人が、およそ20分に一人のペースで発生。他にも、見知らぬ男の人が時折、声を掛けてきてはビクっとしてしまう。

（まさかこんな場所でナンパかっ、本気っすかっ、国際空港よっ）

　と、身構えるのだが、相手にはそんな気は全くないらしい。

　親とはぐれ迷子になった子供だと思ったのだろう。親切に迷子案内所まで送ってくれた。

　……まあ、確かにわたしは見た目が子供っぽいことは大いに自覚している。

　１４１・７６８㎝（あれから０・０１３㎝伸びた）の身長も伊だ達てではないし、旅行者が多い空港やターミナルを、一人でオロオロする姿は、尚なお更さらそのように映るのだろう。

『どこかに、この子のご両親は、いませんかーっ』

　と、声を大にして叫ぶ見知らぬ老夫婦。その隣りで、わたしは小さくため息をこぼす。（やっぱり、常にビクビクしていると、余計にそう見えるのだろうか？　……一応、これでもハイティーンなんだけど）



　てなことを何度か繰り返し……途中、３回も迷子案内所に連れていかれ、ようやくハリファックス空港から乗り継いだ遠距離バス。

「ふう、ここまで来たら、ちょっと安心かも」

　さっき買ったドーナツを食べながら、ゆったりとしたシートに身体を預ける。たっぷりとかけられたメープルシロップもカナダらしかった。

　やがて、段々と緑を増してくる窓からの流れる景色。

　目的地であるルアンヌまでは、更に４時間もバスに揺られる。自然も増えてくるだろう。「……そういえば、結局おばあちゃんは日本に来なかったなぁ」

　──ここで少し、我が家の家族構成に触れてみよう。

　祖母はフランス生まれのカナダ人。かつて東京の大学に留学に来た時に知り合った祖父と結婚したらしい。当時は国際結婚も珍しい時代だったそうだ。

　その後、二人はカナダに移住し、のちに生まれたのがわたしのママ。

　でもママは田舎暮らしが肌に合わなかったらしく、ハイスクールを卒業すると同時に祖父の親戚を頼って日本へ。やがて大学卒業後、ＯＬ時代に知り合ったパパと結婚し、２年後に生まれたのがわたしというわけだ。ちなみに一つ年下の妹もいる。



　少し日がかげり始める頃。

　ようやく目的地であるルアンヌに到着し、今度は町の巡回バスへと乗り継ぐ。

　１時間に１本しかないけど、これが町での唯一の公共移動手段だった。

「あいかわらず、ここは綺き麗れいなところだなぁ……」

　ぽつりと呟つぶやく。

　それは以前と同じように落ち着いた雰囲気で、町の中をさらさらと流れる小川も、遠くから聞こえてくる潮しお騒さいも３年前となにも変わっていなかった。

「あ、す、すみません、ここで……ど、どうも、ありがと……Merci.」

　10分ほど乗ったところで、道の途中でバスを降ろしてもらう。

　このあたりは乗る時も降りる時も、運転手さんに言えばバスを停とめてくれる。

「よいしょっと……さて、もうちょっとだから頑張ろう」

　両手に大きなカバンを抱え、わたしは気合を入れる。

　ここから祖母の家までは、更に海沿いの道をひたすら歩き続けないと着かない。バスも入ってこないような小さな道で、当たり前だが人の姿も皆無。

　ただ、そんな場所でも海辺の一本道をひたすら進むだけなので道に迷う心配はなかった。

「って、もうすぐ午後７時か……」

　今の時季、このあたりの日暮れは午後９時くらい。有名な白びやく夜やにはほど遠いけど、それなりに日照時間は長い。

「せっかくだし、ちょっと行ってみようかな？」

　早速わたしは目の前の浜へと繰り出すことにした。

　なんとなく落ち着かないと思ったら、まだ今日は水に触れていなかった。



　──バシャバシャ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　思わずキャミのまま、ちょっと裾すそを持ち上げて波打ち際ではしゃいでみる。

「ここは、気持ちいいなぁ……水も綺き麗れいだし空も青いし、なにより人がだれもいないし」

　それは、今いないのではなく、もしも丸一日、誰かが来るのを待っていたとしても、おそらく誰も来ないだろうという意味。

「……いっそ、泳ごうかしら？」

　思わずキャミも脱いで裸で泳ごうかと思ってしまう。普段、弱々チャンプなわたしですら、そんな大胆なことを考えてしまうほどの開放的な場所だった。



「……泳がないのか？」

「えっ」

　突然の声にわたしは息が止まった。

　いつのまに居たのか気づかなかったけど、砂浜からこちらを見る男の人。

　20歳くらい？　……いや、もうちょい上かも？

　恐らくは１８０㎝以上はあるであろう、とても背の高い男の人。よれよれのジーンズに白いＴシャツ、わたしと同じくらいの長さの黒髪が、海風になびく姿が印象的だった。

「…………………」

「あれ？　どうかしたのか？」

　膝まで海に浸つかり、固まったままのわたしに、流りゆう暢ちような英語で話し掛ける背の高い男の人。

　恐らくイギリス系の人なのだろう。アクセントが独特なのですぐ分かる。

　そして、冷静にそんなことを考えているようでも、その実、わたしは現在の状況を考えて心臓がドキドキしていた。

　当たり前だが周りに人影はないし、誰か他に人が来るとも思えない。

　東京と違ってシカトダッシュするわけにいかない。仮に走っても30秒で追いつかれる自信がある。

（ならば、いっそ海に逃げるか？）

　このまま沖に向かって、ざぶざぶと泳ぎ出したら、さすがに追いかけてはこないだろう。変な奴やつだと思われるかも知れないけど、最悪の事態は逃れられるし。

（いやいやいや、25ｍしか泳げないでしょっ、わたし）

　八方塞がりの状況に固まってしまいそうだけど……このままじっと海にいてもしょうがない。

（ふう、ここは行くしかない……）

　覚悟を決めたわたしは、ざぶざぶと岸へと戻り始める。

　何な故ぜか心の中では、こんなことなら先にシャワー浴びてくれば良かったとか、どうして今日に限って、新品のブラをつけてなかったんだろう？　とか、我ながら余裕なのかテンパり過ぎてアタマが変になったのか、意味不明な思考がぐるぐる回っていた。

　やがて、ゆっくりと岸へ着くと、その男の人に向かって、ぺこりと小さく挨あい拶さつする。

　間違っても目を合わせる度胸はない。

　とにかく、ドキドキ緊張しているのを悟られないようにして、一刻も早くその場を離れることで頭が一杯だった。

「今は良いけど……夜には泳がない方がいい」

　すぐ隣を通り過ぎようとした時、ぽつりと男の人が呟つぶやいた。

「どうやらお前も、ちょっと見えるみたいだしな」

　突然、よく分からないことを話しかけられたけど、今の状況では無視することの方が怖くて、わたしは無難な返事を返す。

「あのう…何のことを言ってるのか、よく分からないのですが……」

「気にしないでいいよ、夜は出やすいから、ちょっと気になってな」

「出る？　出るって……なにが？」

「まあ、色々だよ色々」

　そう言って軽く笑ってみせた。

（……出るって、まさか幽霊とかオバケって意味だろうか？　それとも単純にからかわれているだけだろうか？）

　次の質問を投げるべきか……それとも、もうこの場を去っても良いのだろうかと戸惑っていると……。

「それじゃ、さっさと帰れよ」

　その言葉を最後に、さっさと立ち去ってしまった男の人。

「はふう、疲れたぁ……でも、今のはなんだったんだろう？」

　思わず大きく息を漏らすと、その場にぺたんと座り込んでしまう。

　まだ心臓がドキドキ鳴っているし、なにか気になることも言っていたようにも思うけど、それどころではない。

（もしさっきの人が、引き返してきたら次こそは………）

　そんなことを想像すると、家までの道も全力ダッシュで帰ることにした。

「はぁはぁ、はふぅ、はぁ……」

　息切れするくらいの勢いで走り、ようやく到着した家。

　ポケットから鍵を取り出そうとした時、そこには見覚えのある長い黒髪の人物がいた。

「って、いるしっ、もう既に」

「……あれ？　君はさっきの……もしかして俺に用事か？」

「え、あ、いや……別にそんなわけでは無いんですが……と言いますか、そこウチなんですけど……正確には祖母の家ですが」

「ああ、なるほど、じゃあ君がエジェリーさんの孫娘か」

「ふぇ？」

　エジェリーとは祖母の名前で、正式にはEgerie・Petit・佐さ々さ木き。孫娘とはもちろん自分のことを指していた。

「……あのう、わたしを知っているんですか？」

「まあ、とりあえず、お茶でも入れよう。おいで」

　それだけを言うと、先になって家へと歩き出す男の人。

　わたしには事情がさっぱり見えないけど、とてとてと後に続いた。



「ほら、冷たい紅茶」

「あ、ど、どうも……恐縮です…」

「まあ、ゆっくりくつろいでくれよ」

　缶からビスケットも出すと、わたしと同じように紅茶を口にする男の人。

（…くつろいでくれってここはウチの家だし、今、貴方あなたが使っているカップだって、わたしのお気に入りなんだぞ！　このやろう！）

「うん？　なにか言った？」

「い、いいえっ、な、なんでもないです、お構いなくっ」

　はふう、あぶないあぶない、思わず声にするところだった。

（だけど確か……この家は近所の人達が掃除や管理をやってくれていると言ってたから、もしかしたらこの人もそうなのだろうか？）

　わたしは思い切って彼に質問を投げてみることにした。

「えーと、それで、貴方は……」

「ああ、俺は近所に住んでいる者だけど、この家にはよく滞在させてもらってるよ。そのことはエジェリーさんも了解済みだったし、この町の人間なら誰でも知っていることさ」

「はぁ、そうなんですか……」

　どういった経緯かは分からないけど、慣れた手つきでお茶を入れてくれる男の人。この感じからも、この人がこの家で過ごすのは、昨日今日のことでは無いのだろう。

（とはいえ、この夏はわたしが滞在する予定だし……）

　いくら祖母がＯＫを出していたとしても、見ず知らずの若い男の人と、二人っきりで暮らすわけにはいかない。とゆーか、そんな緊張感あふれる環境ではわたしがもたない。色んな意味で。

　なので遠回しにご退場をうながしてみることにした。

「あのう、大変申し訳ないのですけど、わたしこの夏をここで過ごす予定でして……」

「じゃあ、隣の部屋を使ってくれ」

　言い終わる前に、先に返答されてしまった。

「えと、そういう意味じゃなくて、そのう……」

「ああ、別にこの居間でもいいけど、二階の部屋は俺が使わせてもらっているから」

「………………」

　残念ながら、こちらの意向は通じなかったようだ。

　普段なら、はぁ、わかりました……で終わるところだが、さすがにこの件に関しては、わたしも簡単に了承するわけにはいかない。ある意味、生涯最大の危機とも思える場面だ。

　てなことを思いながら、気合を入れて言い返そうとしていると、

「おいクォーター、勘違いしないでくれよ」

　……クォーター？　もしや、わたしのことだろうか？

　まあ、確かにカナダと日本のクォーターではあるけど。

「お前は知らないだろうが、俺はこの町の日和ひより見みで、これも仕事の内なんだ」

「……ヒヨリミ？」

「もしかして、日和見も知らないのか？」

　わたしはこくんとうなずく。今まで聞いたことの無い単語であり、仕事だった。

「まあ、日本のような文明国に住んでたら当たり前か……」

　そして軽いため息と共に、わたしにも分かるように説明してくれた。



　──日和見（ひよりみ）

　なんでも職業の一種で、天候や潮を占うプロを指すらしい。

　特に高波やシケは命にかかわる重大事だけに、古くから漁業の盛んな地域には、必ず日和見と呼ばれる人が居たそうだ。

　もちろん現代では、気象衛星や気象予報士も居るけど、それとは別に、『活いきた予想』として日和見と呼ばれる人も数多く存在しているとのことだった。

「そんなわけで俺は、ここから海を見る必要がある。これはエジェリーさんだけでなく、この町に住む人間なら誰でも協力するのが、古くからのルールだ」

「……………………」

「どうだ？　理解してくれたか？」

「……はぁ、わかりました…」

　可能な限り、渋々というニュアンスを込めて返事をする。

　きっとこの人には、プライバシーとか不法侵入といった概念も通用しそうにないし、半ば諦めながらの返事だった。

「じゃあクォーターは、隣の部屋を使ってくれ。俺は上の部屋を使うから」

　それだけを告げると、さっさと二階へと行ってしまった。

（……はふう、どうしよう？　予想外の展開だよ…）

　少なくともこの家で過ごすためには、あの人……ヒヨリミと一緒に暮らすことは避けられないようだった。



　その夜。一通り考えてから、わたしは日本に帰ることに決めた。

　こんな携帯も使えないどころか、電話すら通じていない僻へき地ちで、見ず知らずの若い男性と二人っきりで過ごせるほど、わたしの度胸はすわっていない。

　それどころか私は自他共に認める弱々チャンプなのだ。

　だから、帰ると決心してからの行動は早かった。

　残念ながら今日のバスは終わってしまったので、明日の朝一のバスに乗るつもりだ。

「……でも、まだ今日は、ちゃんと水に触れていなかったなぁ」

　洗面台の水を止めながら、ふと呟つぶやいてみる。

　昼間、膝くらいまで海に入っただけで本格的には水に触れてなかった。

　かといってこの家のお風呂は鍵も付いてないので入る根性はない。同じ屋根の下に若い男の人がいるかと思うと、ドキドキしてシャワーどころではない。

「となると、やっぱり海しかないか……」

　時計を見ると午後11時、ようやく空が真っ暗になったばかり。

　もちろん昼に会った時に言われた『夜には海に入るな』の言葉は覚えていた。

　だけど、一方的に話を進めるあの人に、なんとなく逆らいたかったのと、日本を出る時に思いきって買った水着を一度は着てみたかった。



　──ざざ……。

　月明かりだけが射さす夜の砂浜を歩く。

　ふと見上げた夜空には、東京では見ることの無くなった天の川が瞬またたいていた。

「きっとここは、満天の星空って言葉がとても似合う場所なんだろうなぁ」

　そんな星空の下、わたしは波打ち際から静かに足を入れる。

　ちゃぷんっという小さな音と共に、水面に広がる波は紋もんの輪。

「……冷たいけど、気持ちいいかも……」

　まるで湖のように波のない海からは、冷えた水の感触が広がる。

　それよりも、辺りには誰もいないと分かっていても、この水着姿はちょっと恥ずかしい。

　とはいえ、間違いなくこの場所限定でしか着られないと理解した上で購入したビキニ（子供服売り場で買った）なので、一度でも着られて満足だった。

　やがて、ざぶざぶと調子に乗って沖へと進み、腰まで海に浸つかっていると……ふと、目に入ったものがあった。

「あれは……もしかして、色の違う水？」

　少し離れた沖合に、まるで海面にオイルをまいたように浮いていた。

　明らかに他の海面とは異質に感じる。

「……なんか、赤っぽい感じに見える？」

　確かそれは、怒っているように感じる色だった。

　もちろんわたしとしても、違う色の水は何度も見ているから、別に焦ることも怖がることもない。いつものように、ぼんやり眺めているだけだったけど……。

　どうやらその水は、自分に向かってゆっくりと近づいて来ているようだった。

　その速度は、決して早くはないけど、ある一定の距離まで来た時、ようやくその大きさがハンパでないことに気づいた。

　日本でたまに見る、変わった色の水は数センチ程度。大きくてもバケツに入る程度なのに、目の前にあるのは数ｍはありそうだった。

　……何な故ぜかその時、とても怖いと思った。

　急いで海から上がろうと思っても、何故か足がすくんで動けない。波の無い漆黒の海が、尚なお更さらに不気味さを増して怖かった……。



「おいっ…」

　不意に聞き覚えのある声が背中からした。

　固まったままのわたしは、まるで金縛りから解けたように振り返る。

「…ヒヨリミ……」

　思わず泣きそうな声が漏れる。実際に半泣きだったろうし、例の赤っぽい水の塊は、すぐ目の前にまで迫ってきていた。

「クォーター、すぐ行くから、そこでじっとしていろよ」

　それだけを言うと、岸からザブザブとやってくるヒヨリミ。この時だけは、彼がとても頼もしく思えた。ちょっと感動もした。不覚にも惚ほれそうになった。もし今、プロポーズされたならば断る自信もない。

　思わず『ヒヨリミっ！』と映画のヒロインちっくな声が出そうになった時、ようやくわたしは彼の異様さに気づいた。

　ザブザブと、すごい勢いで岸からわたしに向かってやってくる彼だけど、膝あたりまで沈んだところで、それ以上は沈もうとしない。

　最初は目の錯覚かと思ったが、すぐ目の前まで来ると見間違いでないことが分かった。

　わたしが胸元あたりまで海に入っているのに対し、彼は膝から上をずっと海面から出し続けているのだ。まるで浮いているような状態。

　……わたしと彼の身長差がどれだけあったとしても、これは有り得ない。

「おいクォーター、昼間に注意したはずだけどな」

「あ、えと、そのう……」

　思わず言いよどんでしまう。何よりも水に浮いている彼の姿が気になってしょうがない。やがて、わたしのすぐ隣にまで来た時、その違和感の元に気づいた。

（これって、浮いているだけじゃない……正確には水に触れてすらいない…）

　何故か彼の足元には、30㎝ほどの空気の層が出来ていた。

　見えないバリアーという言い方が最も適しているかも知れないが、とにかく彼の周りの海水だけ、ぽっかりと穴が空いたように抜けている。

「俺は言ったはずだよな？　夜には海で泳ぐなって」

「え、ええ、まあ……確かに…」

　あまりの異様な姿に、わたしは適当な返事くらいしか返せない。

　先ほどは、ちょっと感動もしたし不覚にも惚れそうにもなったが、既にそんな感覚は消えてなくなっていた。

　やがて、すぐ近くまで迫っていた赤い水に、軽く手をかざすヒヨリミ。

「ほら、しっし、あっち行ってろ」

　すると押し戻されるように、赤い水は遠くへと消えていった。

　動作としてはカッコイイと思ったけど、言葉としてはそのへんのノラ犬を追い払うような、あまりカッコ良くない感じだ。

「どうやらお前にも、アレが見えるみたいだが……どんな風に見える？　感じる？」

「えと、赤っぽいから、怒ってるような気がするけど……」

「……なるほど、そこまで分かるのか」

　なにかを一人で納得したヒヨリミが、先になって岸へと歩き始める。相変わらず彼は浮いたままなので移動速度が、とても速い。

「て、わわっ、ちょっと待ってよぉ」

　聞きたいことは山ほどあるけど、離れると怖いのでわたしは急いで後を追った。

「はふう、怖かった……」

　岸まで戻って、ほっと一息つくと、早速わたしは彼に質問をする。

　自分の見間違いでなければ、とても信じられないことを目撃したはずだった。

「ね、ねえヒヨリミ、さっき貴方あなたって、水に浮いてたよね？」

「ああ。ニンジャじゃないけど水には浮けるよ、まあ、膝くらいまでは沈むけどな」

　事も無げに言い切るヒヨリミ。

　もしかしたら、はぐらかされると思ったけど簡単に認められてしまった。

「やっぱ、俺は男だからな……お前と違って用心にこしたことはないんだよ」

「うん？　……男？　用心？」

「ま、気にするなよ、お前には関係ないことだし……それに、もし質問を受けても説明するのが面倒だし」

　そんな風に言われても気になる。さっきの赤い水のこともそうだし、他にも気になることは一杯あった。

　なにより自分が、色の違う水を見られることを、彼は最初から知っていたみたいだし…。

「わかったよクォーター、一つだけなら質問に答えてやるよ」

「……一つだけ？」

「ああ、今日はもう眠いんでな」

　そう言いながら、家へと向かって歩き始めるヒヨリミ。わたしも少し早足で隣に並ぶと、一つだけ許された質問を考える。

　……あまりにたくさん聞きたいことがあって悩むけど、たった一つしか答えてくれないならば、これを聞いてみたかった。

「えと、よくわからないけど……さっきは、わたしを助けてくれたの？」

「……………」

　その質問に黙ってしまったヒヨリミ。何となく回答を待つわたしもドキドキしてしまう。



　うん。大丈夫。

　小心者なりに頑張ったし、色々な解かい釈しやくにも逃げられる上う手まい質問だ。

　……でも、もし自分の身の危険も顧かえりみず、わたしを助けたなんて言われたら、ちょっと感動してしまうかも知れない。でも惚ほれるのとは別だと自分に言い聞かせたりもする。



　てな感じで、なんとなく一人顔を赤くして回答を待っていると、

「うーん、何となくかな。別に助けたつもりもないし」

「へ？」

「大して害もないし、放っておいても大丈夫だけど、通りがかったからな」

　……これは素直に喜んで良いのだろうか？　大して害もないらしいし。

　でも……すごーく、しょんぼりする回答だった。なんかこう乙女心的に。

「それよりクォーター、俺からも質問だけど良いか？」

「あ、えっ……質問って？」

「お前、Late teensだと聞いたが本当か？　どう見ても小学生にしか見えない……それとも日本で育つと皆そうなるのか？」

「…………………」

　……ここは怒るところではないし、ましてや落ち込むところでもない。

　そう自分に言い聞かせると、

「そ、そうだよ、ヒヨリミは知らないだろうけど、日本の女子高生の平均身長は１４０㎝なんだから」

「へ～、そうなのか、面白い国だなぁ」

　……信じるなよ、ヒヨリミ。

　結局、その夜は部屋に帰って眠ることにした。

　もちろん鍵が無いので、限界まで起きて警戒するつもりだ。



　──翌朝。

　カナダの短い夜が終わり、気づけば既に高く日が昇っていた。

「ふぁ～、よく寝たぁ……」

　ソファーベッドから起き上がると、大きく身体を伸ばす。どうやら昨夜は早々に眠ってしまったらしい。我ながら情けない。てゆーか、徹夜レベルの警戒はどこいった？

　ふと見た足元には大きめのバッグが２つ。朝一で帰国するために荷物をまとめたもの。

「……でも、昨夜の海でのことは本当だったのかなぁ……」

　夢だったようにも思うけど、帰り道に砂浜で拾ってきた綺き麗れいな貝殻は、今もソファーの横に置いたままだった。あの時ヒヨリミと交わした会話も覚えている。

「……もう少しだけ、ここに居ようかな……」

　ホントは日本に帰るつもりだったけど、もうしばらく滞在しようと思い始めていた。

　幾つか気になることもあったし……何より気になったのは、わたしが例の水を見えることを、彼は最初から知っていたことだった。

　今まで、誰にも打ち明けられずにいたヒミツだったのに……。

　──コンコン、

「クォーター、もう起きたか？」

「あ、うん」

　ドアの向こうから聞こえる声に返事をする。

「これから駅前まで買い出しに行くけど、お前も一緒に行くか？」

「えっ……一緒に？」

「ついでに朝飯も向こうで済ませようぜ」

「…………………」

　思わず黙ってしまった。

　恐らく彼としては、ごく当たり前の会話であり、一般的にも普通の流れなのだろう。

　……しかし、このわたしとしては、見知らぬ？　若い男の人と二人っきりで行動を共にするとゆーことは一大事件である。

（も、もしやこれは……噂うわさに聞くデートのお誘いってのかっ）

　や、それはないね。我ながら面白い妄想が発展する前に打ち消す。

「じゃあクォーター、表で待ってるから、行くなら早く来いよ」

「あっ、う、うんっ、すぐ支度するから、ちょっと待っててぇ～」

　答えながらわたしはダッシュで服を着替え始める。

「でも、ちょうど良かったかも……しばらく滞在するなら食料品の買い出しも必要だったし、一人で町に行くのは不安だったし……」

　てなことを冷静？　に呟つぶやきながらも、脱いだパジャマが裏返ったままなのも気にせず、大急ぎで着替える。何な故ぜか、ちょっと短い目のスカートも選んでみたりして。

「あああ、なんか少し緊張してきたかもぉ～っ」

　たかが駅前に行くだけなのに、無駄にドキドキしてしまう。

　思えばお父さん以外の男性と一緒に出掛けるってのは初めてのことだった。さすがわたし。伊だ達てに小心者チャンプを名乗ってないね。



「はぁふう、お、おまたせ……て、うん？」

　玄関を開け、表に出ると、そこに停とまっていたのは赤い色をした一台のスクーター。

　ぱっと見でも年季の入ったもので、10年くらい前に日本でもよく見かけた気がする。

「えと、ヒヨリミ、それなに？」

「なにってバイクだよ、駅前まで行くんだろ？」

「いや、それは見たらわかるんだけど……」

　当然ながらそのバイクは原付らしく一人用。もちろんシートも一つしかなく、そのシートには既に彼が座っている。

「あのう、ごく初歩的な質問なんですけど……わたしはどこに乗れば？」

「ん？　ここに決まってるだろ」

　さも当たり前のように、自分の膝の上を指す。

「ああ、日本では珍しかったか？　このへんじゃこうやって二人乗りするのが普通だ」

　そう言いながら、乗り方を説明するヒヨリミ。なんかこう身振り手振りで、誰が見ても理解できるような見事なジェスチャーだ。

「……で、俺の膝の上に座るわけだから、ハンドルは一緒に握って、落ちないようにしっかりとな。これでＯＫ？」

「いや、無む茶ちや言わないで下さい……」

　安全面、及び、法律面、道徳性、そのどれもがクリアされたとしても、このわたしが小心者チャンプであることを忘れないで欲しい。いや教えてないけど。

　むしろ若い男の人と、こうやって二人きりで話が出来ていること自体が、今、ここにある奇跡なのだと察して欲しい。なんかこう不思議なテレパシーで。

「……あのう、ヒヨリミさん、もちょっと違う乗り方は無いのでしょうか？」

「そうだな……まあ、確かに慣れてないと危ないかも知れないな」

　てな感じで納得したかと思っていると、ひょいとわたしを抱えて持ち上げる。

「って、わっ、ちょちょっと離してよぉ～っ」

　そして、じたばたするわたしを自分の膝の上に降ろすヒヨリミ。

　ただし、その向きは進行方向に対して反対だった。

　ぽふっ。

「はう」

　思わず彼のオナカのあたりに顔をうずめてしまった。

　つまりこの状態は、彼と抱き合っている状態とゆーか、抱き合っている状態にしか見えないとゆーか、むしろ抱き合っているだろっ、おいっ！

（あああっ、これは色んな意味で、わたしが大変なことにっ）

「じゃ、しっかり背中に手を回して掴つかまってろよ」

　それだけを言うと早速、セルを回しスクーターを発進させようとする。

「ちょ、ちょちょちょっ、ちょ──っとっ」

「……ちょちょ？　すまないが日本語は分からない」

「って、ちょ───っと待った！　ジャストモメンツ!!」

　はぁふう、すごい疲れる……。

「とゆーか、原付で二人乗りしちゃダメなんだよ、ヘルメットだって必要なんだから」

「はあ？　このへんでそんなもん必要ないだろ？」

「いやいやいやいや、おまわりさんに捕まっちゃうよぉ～」

「だからなんで？　ポリスマンも褒ほめてくれるぞ？　安全のためにも子供や赤ん坊はこうやって抱えて乗るもんだし」

　……褒められるのか？　というか、そもそも子供扱いなのか、わたしは？

　とはいえ、悔しいが反論できそうにない。

　わたしの身長１４１・７７１㎝（また０・００３㎝伸びた）に対してヒヨリミは１８０㎝くらいあるだろうし、道端の人がこの姿を見ても、違和感を抱かないのかも知れないが、これでも現役ジョシコーセーとしては腑ふ甲が斐いないとゆーか、でも小心者チャンプとしてはそれどころではないとゆーかつまりは……。

「んじゃ、行くぞ」

「て、わわ、本気なのっ」



　走り出したスクーター。

　夏の爽やかな風を感じながら、ルアンヌの美しい町を駆け抜ける。

　シュガーメイプルの青葉が風に揺れ、幾筋もの用水路が朝の日ひ射ざしにキラキラと輝き、小さなレイクトラウトもたくさん跳はねている……。

　と思われる。



    

  
    
      



    

  
    
      

　残念ながら、わたしの視界には彼の胸元しか見えないのだ。とゆーか、抱っこちゃん状態は、後ろを向いて走ってる訳なので凄すごく怖い。

　わたしは、恐る恐るヒヨリミの背中に回していた手を思いっきり掴つかむと、その胸元へと顔をうずめる。もうヤケクソである。

「なあクォーター、ここは綺き麗れいな町だろう」

「あ、うん……」

　見えないけど。

「そこのパン屋は、とても有名な店で遠くから買いに来る人もいるんだ」

「へ～、すごいねぇ……」

　だから見えないんだって。



　町の中央広場まで来て、ようやく停とまったスクーター。

「はぁはぁ、ふぅ、や、やっと着いた……」

　僅わずか15分ほどのドライブ？　にもかかわらず、大いに疲れてしまった。主に精神的に。

　そして目の前には、わたしの魂を疲弊させた張本人のヒヨリミ。

　こちらの気も知らずに、のんきにスクーターを道端に停とめると、軽い足取りでトートバッグを取り出す。どうやら彼は食材を買うことしか頭に無いようだった。

「なあクォーター、お前、フランス語できるか？」

「あ、うん……ちょびっとだけなら」

「じゃあ、手分けして買い物を済ませよう。お前はパンと野菜を買ってきてくれ、俺は魚と肉を買ってくるから」

　それだけを告げると、さっさと一人で歩き出してしまう。

「って、ちょちょちょ──っと待ってよっ」

「……なんだよ、さっきから賑にぎやかな奴やつだな？」

「えと、そのう、もしかしてだけど……わたし一人で行くの？」

「当然だろ？　買い物くらい」

「いえいえいえっ、貴方あなたはわたしの力を過信しておりますですよ。日本にはですね、『はじめてのおつかい』という人気番組があって、言ってみればわたしは……」

「じゃ、１時間後にここで」

「って、わっ、ヒヨリミってばっ」

　……行ってしまった。

　ふと見ると、異国の地にぽつんと一人というシチュエーション。

「まあ、全く知らない町でもないし、逆に日本よりは目立たないだろうけど……」



「はふう、疲れた……色んな意味で」

　両手に紙袋を持ち、再び合流地点である噴水の前に立つ。

　さすがにここは田舎町なので、迷子センターに連れて行かれることはなかったけど、それなりに語るべき武勇伝も出来た。

「まあ、野菜は高くついたけど、パン屋のおばさんは安くしてくれたし」

　お嬢ちゃん、お買い物えらいね～っと言いながら頭も撫なでられたのは彼には内緒にしておこう。絶対にバカにされるし。

　なんにしても、こういう環境に放り出されると、弱々な自分でも少しは鍛えられているのが実感できた。



「ほら、買ってきたぞ」

　両手一杯に荷物を抱えて、わたしよりも少し遅れて帰ってきたヒヨリミ。

「じゃあ、とりあえず朝メシでも食べるか、クォーターなにが良い？」

「えと、別にわたしはなんでも……」

「だったら手軽に済ますか」

「あ、うん」

　わたし達は噴水広場に並んだ売店へと向かうと、フィッシュ＆チップスとベーグル、それにローストラムを二切ほど買った。全て新聞紙に包んでくれるのが、なんかそれっぽい。

　そしてベンチに並んで座ると、二人して少し遅い朝食を始めた。

（うーん……知らない人が見たら、父娘が仲良く食べてるように見えるのかな？　まあ、それでも従来のわたしでは考えられないシチュだけど…）

　とゆーか本来のわたしならば、シカトダッシュするくらいが精一杯で、こうやって男の人とベンチに並んで朝食なんてことは有り得ない。

（……もしかしたら、わたしはうれしかったのかも知れない）

　今までずっとヒミツにして誰にも言えなかった、例の水の色が見えることを、何な故ぜかこの人には見破られたことが。

　……いや、見破ってくれたことが、うれしかったのかも知れない。

「クォーター、うれしそうだな？」

「えっ……」

　突然、心を見透かされたようなことを言われて、思わずベーグルをくわえたまま動きが固まる。

　そんなわたしに対してヒヨリミは、目の前を歩く人を指差すと言葉を続けた。

「おい、あの人を見てみろよ」

　見るとスタスタと早足で歩く、どこかの背広姿のおじさん。眉み間けんにしわを寄せ、いかにも不機嫌といった感じで歩いている。

「どうだ、お前にも見えるか？」

　こくん。その言葉にわたしはうなずいてみせる。

　ここで彼が言う『見える』とは言葉の通りではない。わたしが見た限りでも、そのおじさんは黄色い色をまとっていた。

（……確か黄色っぽい感じは、喜んでいる時の状態だった……）

「なにがあったのか知らないが、あのオヤジうれしそうだな」

　事も無げに言うヒヨリミ。

「……やっぱり、ヒヨリミにもわかるの？」

「当たり前だ、お前とは比較にならないほどのレベルでな」

　まあ水に浮いたりできるくらいだから当然なのかも。少なくとも自分には到とう底てい真ま似ねできない芸当だし。

「ねえヒヨリミ、水が見える人って他にもいるの？　それともカナダ人だけとか？」

「別にカナダ人限定ってわけでもないが、水に馴な染じみのある国の人が多いらしい。イギリスやイタリア……もしかしたら日本も多いのかもな」

「なんかその口ぶりだと、見える人ってたくさんいるっぽいけど……」

「そうだな……詳しくは知らないが、十人に一人くらいだろ」

「えっ、そんなに？」

　これは、かなり意外だった。

　もちろん世界で自分一人だけとは思ってなかったけど、十人に一人といえばクラスの中にでも三～四人は居る計算になってしまう。

「断っておくが、程度には差があって、ほとんどの人は自覚もなしに生涯を終える。僅わずかでも日常生活に影響が出るのはレアだろう」

「……レアってどれくらい？」

「うーん、１００万人に一人くらいじゃないか？」

　１００万人って言われても、ちょっとピンとこない。東京ドーム何杯分だろ？

「あのう、もしかしてだけど……わたしもその１００万人に一人だったり？」

「いや、お前は５００万人に一人くらいだろ。もっとレアで危険なレベルかな？」

　……なんでまた、そんな無駄なプレミアに当選したんだろう？

「ま、そんな訳で自覚は薄いだろうが、ちょっとは危険なんだから気をつけろよ」

「いや、そんな気をつけろと言われましても……そもそも何に気をつけろと？」

　まさか、どこかに謎の研究機関があって、そこに捕まると一生モルモットにされるとか、もしくは悪のヒミツ結社に改造人間として世に送り出されるとか？　キーキーとか言いながら戦うのイヤだなぁ……。

「……クォーター、お前はそんなに心配しなくても大丈夫だよ」

「でも……元々、水の色が見えるというだけで、わたしにとっては重大事なのに……その上、危険だからとか言われると怖いよぉ」

「とにかくさ、変な水さえ飲まなければ害はないから、そんな怖そうな色するなって」

「……怖そうな色？」

「さっきからお前、ずっと青っぽい色してるぞ？」

「えっ……あ、そうか、そうだった」

　言われて気づいた。そういえばこの人も感情が読めるんだった。

　それもわたしのように、単純な喜怒哀楽程度ではなく、もっと僅わずかな感情の差や種類も感じ取れるのだろう。

（うん？　……て待てよ。とゆーことは、ヒヨリミには隠しごとが出来ないってこと？　どんなに表面上は取り繕っていても絶対にバレちゃうし……そういえばさっきも、喜んでいるのを言い当てられたし）

　ふとそんなことを考えてしまうと、なんとなく照れ臭くなってしまう。

　実は先ほどから一見、普通に会話しているようでも、内心かなりドキドキしていた。

　自慢じゃないが男の人とこんなに長く話すのなんて、お父さんを除くと、中学の時の担任の先生以来である。

「あぁあ、え、えと、そのう……じゃ、じゃあ、そ、そろそろ帰りますかっ」

「……お前、なにを照れているんだ？　ピンクだぞ」

「い、いえっ、なんでもないですっ、お構いなく」

　バレてるっ、やっぱりバレてるよ、この人にはっ。

「もしかしてお前、なにかイヤラシイこと考えてるだろ？　更に色が濃くなったぞ」

「くはっ」

（お、落ち着けっ、落ち着くのよわたしっ、無よ、心を無にするのっ、色しき即そく是ぜ空くう、ヒッヒッフー、こんなことで弱々キャラであることが発覚すると、この先あの家で一緒に暮らすなんてことも出来なくなってしまわれる！　て、なんで語尾が尊敬語に？　とゆーか、この感じでは一緒に暮らすことを望んでるの？　ああ、とんでもなく恥ずいっ、恥ずかＭＡＸ！　小心者のくせにっ、どこまで身のほど知らずなの、この子はっ）

「はぁはぁ、ふう、ちょっと疲れた……」

「まあ、よく分からないけど、とにかくもう帰るぞ……よいしょっと」

　そう言ったかと思うと、ひょいとわたしを抱えて膝の上に乗せるヒヨリミ。もちろん進行方向に対して逆で、行きと同じように抱き合う姿勢だ。

「って、そういえば帰りもあの体勢で帰るんだったっ」

「じゃあ、今度は荷物もあるんで、しっかりくっついてろよ」

　返事をする代わりに、わたしはぎゅっと抱きつくように背中に手を回す。

　ついでに顔も、彼の胸にぐいぐい押しつけるくらいにうずめる。

（……こうすれば、わたしの恥ずかしい顔色を見れないだろう。わたし冴さえてるね！）

　と、我ながら変な言い訳をしながら、ずっと顔をうずめていた。



    

  
    
      
■　第二章　ヒヨリミ　■





　今日もルアンヌの町に、遅く短い夜がやって来る。

　ちなみに今夜の夕食は食材を買って来たこともあり彼が作ってくれるそうだ。

「クォーター、裏で水を汲くんできてくれ」

「あ、うん、わかった」

　バケツとペットボトルを持って、裏庭へと向かう。

　大きなシュガーメイプルの木の隣に井戸があるのだ。

「よいしょっと……えーと、確かまず最初に呼び水をやってと……」

　以前に祖母とも水汲みをやったことがあるので少しは手て馴なれたものだった。

　ちなみに、ここには水道は通っていない……というか、必要がないのだろう。

　シャワーやトイレに使う水は、雨水を貯ためたタンクから濾ろ過かして使い、飲料用は井戸からの水と使い分けている。それだけで十分にまかなえるようだ。

「それにしても、これだけ海に近いのに井戸水って出るんだ……」

　キーコキーコという音と共に、じゃばじゃばポンプから溢あふれ出る水をバケツに入れる。

　もちろん近いとはいっても地上に障害物が少ないだけで、距離にしたら１㎞は離れていた。

　他に生活必需品であるガスは、プロパンが台所に置いてあり、電気は普通に使える。

　これだけ僻へき地ちにもかかわらず一軒一軒まで、電気がしっかり通っているのもこの国の凄すごさなのかも知れない。

「はふう、重たっ……はい、水汲んできたよぉ」

「ああ、そこに置いておいてくれ」

　キッチンでは何やら魚を焼いている様子のヒヨリミ。

　他にもサラダらしきモノや、オーブンに火を入れ、ラムを焼いているようだけど……こう言ってはなんだけど、手つきが悪いような……でも、横から手を出しては悪い気がするし。

　なので大人しくテーブルにつくと、彼が作ってくれるディナーを待つことにした。

「……父と子と聖せい霊れいのみ名によって、今日の糧かてをここに得られたことを……」

　お互いに十字を切り、食事前の祈りを捧ささげる。もしかしたらプロテスタントかと思ったけど、どうやらヒヨリミもカトリックのようだった。

　そして、彼が作ってくれた幾つかの料理に手をつけると……。

「うん。まずいな……」

　第一声は彼からだった。ちなみにわたしも同感だったりする。

「えと、ヒヨリミって、あんまり料理とか得意じゃなかったりして？」

「……俺が、得意そうな感じに見えるか？」

「ううん」

　ぶるんぶるんと首を振って返事をする。

　こう言っては失礼だが、ヒヨリミには、そーゆー繊せん細さいなイメージはなく、もっとこう豪快なブタの丸焼きとか作ってそうなイメージがある。

「まあ、俺というか、俺の家系は全員、料理とか苦手だ」

「へ～、そうなんだぁ……て、もしかして、例の水の見えるチカラと関係があるの？」

「いや、全然ない。単純に向いてないだけだろう」

　思わずほっとした。

　わたし自身、たまにママの手伝いをするくらいで料理に関してはフツーだけど、有効なスキルが少ないため、一つでも減るとお嫁の貰もらい手がなくなる切実な問題なのだ。



　それから一通り夕食も終え、後は寝るだけとなったルアンヌ２日目の夜。

「うーん、シャワーどうしようかなぁ……ホントは入りたいんだけど」

　あんまり汗もかいてなかったし、朝起きてからでも構わない。でも今日は、全く水に触れてなかったので、シャワーくらいは浴びたかった。

「でもまだ、浴室には鍵がないのが問題だよぉ……」

　昼間、町で何軒かの店を探したのにどこにも売ってなかった。どうやらこの国の人とゆーか、特にこの町の人は、鍵をかけるって概念自体が薄いようだ。

　とてもアメリカの隣の国とは思えない。今どき日本でも、ここまで無用心な町は少ないと思う。どれだけのん気なんだろう？

「……て、あれ？　まだ起きてたのかクォーター？」

　見るとそこには、ちょうどお風呂上がりらしきヒヨリミの姿。濡ぬれた髪をタオルで豪快にくしゃくしゃと拭ふいていた。どうやらそれだけ長い髪なのにブラシを通す気も無いらしい。

「じゃ、さっさとお前もシャワー浴びて寝ろよ」

「て、あ、ちょっと待ってヒヨリミ。そのう、つかぬことをお伺いしますけど……」

「どうかしたか？」

「……覗のぞきに来ちゃダメだからね」

「はい？　覗きってなにが？」

　きょとんとした顔をされた。一体なにを言っているのかとゆーリアクションだし。

「だ、だからその、今からシャワー浴びるから、覗いたりしないでって言ってるのぉ」

「ああ、もちろん。それじゃおやすみ」

　さも当然な口調で、自分の部屋へと向かうヒヨリミ。

　……なんか、これはこれでちょっと寂しいような複雑な気分なんだけど。乙女心的に。

「ま、良いや。さっさとわたしもお風呂入ろうっと」



「ふう、冷たい……やっぱりシャワーは気持ち良いなぁ」

　きっと石せつ鹸けんしか無いだろうと予測し、東京からマイシャンプー＆リンスを持って来ていた。念のためにと愛用のシャンプーハットを持参したのも正解だったかも。

「って、目がっ、目がしみる～、よく見たらシャンプーハットに穴がっ」

　どうやら他の荷物に押されて破れちゃったらしい……とゆーか、いい加減にシャンプーハットから卒業しないと。我ながら子供すぎる。

　そんなどうでも良いことを考えながら、やたら泡立つ石鹸で身体を洗っている時だった。

　──ガサガサ、ゴン、ゴサガサ……。

　すぐ隣、扉一枚隔てた先から聞こえる物音。

　おそらくとゆーか、間違いなくバスルーム前の脱衣所に誰かが居る。

　もちろんこの場合の誰か？　には、一人しか該当者はいない。こんな人里離れた場所で、タイミング良く泥棒とか来ないし、そもそもこの町に泥棒とかいないし。

（……ヒヨリミの奴やつ、やっぱり覗のぞきに来やがって）

　さっきは全然興味なさそうな口ぶりだったくせに、あれも油断させる作戦だったのね。

「も、もう、しょうがないなぁ、ヒヨリミったらぁ、えへへ」

　思わず口元が緩ゆるんでしまう。怖いのに、なんかちょっと嬉うれしいような。乙女心的に。

「って、そうじゃないでしょ、わたしっ」

　なにを考えてるのよ、ホントに。ハダカなんて見られたら、恥ずかしくて死んでしまう。伊だ達てに小心者チャンプは名乗ってないのよっ。

「うーん、とはいえ、服は脱衣所だから覗かれたら防ぎようもないし……ん？　ちょっと待てよ。頑張れば石鹸でナントカなるかも？」

　そう判断すると、わたしは思いっきり石鹸をわしゃわしゃと泡立て、その泡を身体にくっつけてみる。イメージとしては泡のビキニ水着を身につけているような感じで。

「うん、これだったら大丈夫かも？」

　少しお尻が見えてるのは恥ずかしいけど、他の大切な部分は隠れてるし、頭のシャンプーハットも、何となく月げつ桂けい樹じゆ？　の王冠っぽいし、あとはギリシャ彫刻っぽいポーズを取れば、似合いそうかも。マイイメージとしてはアテナ像な感じで……。

「じゃなくてっ、とゆーか、さっきから何を一人でノリツッコミやってるのだろう？」

　我ながらテンパり過ぎて冷静な判断が出来てない。

　そもそも、覗かれるだけでも大問題だけど……もしこのまま、お風呂場に入ってこられたら、わたしに逃げ道は無い。

　──ゴン、ゴサガサ……ギギギ…。

「て、ホントに入ってくる気だしっ」

　ゆっくりと開き始めたドアと、その先に居るであろうヒヨリミ。

　さすがに覚悟を決めようとしていたわたしなのに……入ってきたのは彼ではなかった。

「グゥウウウウッ…」

「……く、熊？」

　まるで小山のように大きな身体で、のっしのっしとバスルームに入ってきたのはグレーっぽい色をした一頭の熊。部屋いっぱいの大きさで、軽く見ても２ｍくらいはあるだろう。

「あ、あ……うぅ……」

　あまりの巨体を前にして、思わずわたしは、その場で固まってしまった。

　当の熊は、なんか平和そーに足元の水をぺろぺろと舐なめているけど、こちらとしては生きた心地がしない。

（……もちろん、この辺りに熊がいることは知っている）

　でも、滅めつ多たにお目にかかれるものじゃないし、人を恐れると教えられていた。まして家屋内に入って来たなんて聞いたこともない。

　だけど、もし襲われたならば、ただでは済まないとも教えられていた。

「て、うは──、た、たすけてーっ」

　まるで金縛りが解けたように、わたしは一気にバスルームを飛び出る。横をすり抜ける時、熊にちょっと蹴りを入れてしまったけど、気にする余裕もなかった。

　──ドンドンドンっ。

「あ、開けてえ、ヒヨリミ～、は、早く早くって」

「もう、なんだよ、騒がしい奴やつだな……」

「そんなのん気なこと言ってる場合じゃないのぉ、熊が熊がっ」

「ん？　ＫＵＭＡってなんだ？　もしかして、お前の後ろにいるOursのことか？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「そうそう、ウルスのこと。日本語ではクマ……って、いつのまに後ろにっ」

「グゥウウウウッ…」

　見るとそこには、恐ろしい形ぎよう相そうで低い唸うなり声ごえまで上げるクマ。

　先ほどは水煙で良く分からなかったけど、二本足で立ち上がり、天井に頭がつかえるほどの巨体は、恐怖以外にたとえようがなかった。

（……終わった。わたしの人生も……せめて人並みのジョシコーセーらしく、一度くらい男の人とデートしたかった……あとシャンプーハットは脱いでおけば良かった……さよなら。さよなら人類）

　てな感じで、わたしが急ピッチで走そう馬ま灯とうを巡らせているのに、

「なんだ、もしかしてまた喉が渇いたのか？」

「グゥウウウウッ…」

「しょうがないなあ、こんな時間に。ほらおいで」

　そう言うと、部屋から大きなボールに水を入れ、クマに与えるヒヨリミ。クマの方も当然のようにその水を飲み始めた。なんかちょっとうれしそうだし。

「あのう、ヒヨリミさん……このクマは一体？」

「別に恐こわがらなくても大丈夫だから。俺が飼ってるようなもんだし」

「マジっすかっ、クマ飼ってるのっ、てゆーかクマ飼えるの!?」

「まあ飼うって言っても、エサは自分で取ってるし、たまに遊びに来る程度だけど」

　ヒヨリミの説明によると、このクマはホッキョクグマとグリズリーの雑種で割と珍しい種類らしい。４歳オス。体重は約２００㎏で、まだまだ大きくなるそうだ。

　なんでも生まれたての頃にヒヨリミが拾って育てたので、間違っても人を襲うようなことは無いそうだけど……。

「そんなわけで、夏場はここに来ることもあるけど、気にしないで良いから」

「や、気にするよ。しまくるよぉ、無む茶ちや言わないで」

　てゆーか、さっきは死まで覚悟したよ。

「それにグリズリーっていえば、凶暴だって聞いたこともあるよ？　しかもこのクマ、白っぽい色してるから、まんまシロクマみたいだし」

「あのな、グリズリーにも色々あって、こいつは貝か魚しか食べない種類なの。人間にも慣れてるし、普段は干ひ潟がたで暮らしているんだから」

「うーん、そう言われてもなぁ……」

「放っておいたら、勝手に帰るから気にしなくて良いって」

　地元に住むヒヨリミがそう言うんだから安心なんだろうけど、怖すぎだって。

「ところでクォーター、また俺からも質問なのだが……」

「へ？　突然なんのこと？」

「いや、日本のLate teensってのは、皆そうなのか？」

「？？？」

「やっぱり小学生くらいにしか見えないのだが……上はぺったんで下はつるつるだし」

「……上はぺったん？　て、うは──っ、よく考えたらハダカのままだった！」

　クマのことでテンパってたとはいえ、余す所なく披露してしまった。我ながら情けない幼児体形を。

「み、見ないでっ、死ぬ、死んでしまうからっ、わたしが恥ずかしくって～」

　とてててて……。

「あ、こら、待てったら。泡だらけの廊下、ちゃんと掃除して行けよ」

「すみません～、あと日本の女子高生は、みんなぺったん＆つるつるですからぁ～」

「そうか、やっぱり面白い国だな」

　……これも信じるのかよヒヨリミ。



　──翌朝。清すが々すがしいカナダの夏。

　ここルアンヌの町にも爽やかな朝の日ひ射ざしが差し込んで……いると思われる。

「なんで真っ暗なんだろう……あと、死ぬほど身体が重いし」

　よく分からないけど、目を開いても真っ暗だった。

　しかも、何かが身体の上に乗っているようで、ぎゅ～と潰されて身動き出来ない。あと、やたらとケモノ臭い。

「よいしょよいしょ……ぷは～っ、苦しかったぁ」

　何とか上に乗ったモノから、頭だけを這はい出し、そこでようやく状況が把握できた。

「て、うわああっ、く、クマが、クマがわたしの上で寝てるっ」

　あまりのことに、再び眠り（気を失う）につきそうになったが、かろうじて耐える。まるで掛け布団のような状態でわたしの上で、クマが爆睡？　しているし。

「う～、重い～、たすけてぇ～、潰されるぅ～」

　頑張って抜け出そうとするが、相手は２００㎏もある巨体である。ジタバタもがいても、わたしの身体がベッドに沈み込むばかりで何の効果もない。余計にケモノ臭いし。

（……まあ、昨夜のヒヨリミの話からすると、別に襲われる心配は無いのだろうけど……）

　とはいえこのままでは、クマが自分で起きるのを待つか、ヒヨリミに救出？　されるのを待つしか脱出不可能に思える。それにしてもケモノ臭い。

「……でも、それまで我慢できる自信がないかも……」

　実は先ほどから、非常にトイレに行きたいのだ。朝、起きたばかりだし、身体をぎゅうぎゅうされているので尚なお更さらなのだろう。

「起きて、起きてったら、ほら、ちょっとクマ、クマっ」

　ぱんぱんとクマの身体を叩たたいてみる。我ながら、小心者チャンプとは思えない行動力である。どうでも良いけど、目覚めたらクマにフォールされていたって状況の女子高生は、そうそういないであろう。いや、まずいない。

「う～、どいてったらぁ、クマ～っ、トイレ行きたいんだからっ」

　渾こん身しんの力を込めて叩たたくのだがピクリとも動きそうにない。あとケモノ臭いのは少し慣れてしまった。

「……でも、このままクマが起きなかったら、どうなるのだろう？」

　最悪のケースは、我慢できずにおもらししてしまい、その後にヒヨリミがやって来て救出されるパターン。

「……うん。間違いなく、おねしょしたと思われるね」

　それでなくとも子供扱いする彼のこと、わたしの立場が壊かい滅めつ的てきに微妙になってしまう。

「クマっ、早く起きて、起きてったら、ちょっともうマジで勘弁してぇ～」

　ぱんぱんっと叩くのから、どすどすとフックを打ち込んでみても微動だにしない。どんだけ筋肉の鎧よろいが強いのよ、この人っ。それに対してマイ……は許容の限界っぽいんですが。

「おはよう……て、あれ？　クォーターなにやってんだ？」

「あ、ヒヨリミっ」

　ふう良かった。ギリギリセーフ。

「よく分からないけど、仲良いなぁ、お前ら」

「も、もう、何またのん気なこと言ってるのよぉ、早く助けてっ」

「ああ、はいはい、ほらおいでOurs」

　それだけを言うと、あっさりと目覚めたクマ。ヒヨリミの後を追って、さっさと部屋の外へと出て行ってしまう。もうわたしの方を振り返りもしないし。

（む、なんか複雑な気分ね。さっきまであんなにぎゅうぎゅう愛して？　くれてたのに）

「って、それよりもトイレ、トイレっ」



　ゆっくりと陽ひが沈み始める頃、時計を見るともう午後９時。

　有名な白びやく夜やには程遠いけど、カナダの夏は昼がとても長かった。

「ごちそうさまでした」

　今日も彼の作ってくれた、少し微妙な味の夕食を終える。

「じゃあクォーター、そろそろ俺は出掛けるから」

「え？　今から？」

「ああ、海まで行く。帰りは遅くなると思うから、お前は先に寝ていてくれよ」

「て、わわ、待ってよ、わたしもついて行くから～」

「そりゃ別に良いけど……ついて来ても退屈だぞ？」

「ううん、構わないから」

　一人で家にいると、またクマが来そうだし、何より先日の夜に見た、不思議なことも気になっていた。

　……毎日のように、夜の海へと出向くヒヨリミ。

　そんな彼と一緒にわたしも浜辺へと来ていた。

　真っ暗で何も見えない夜の海には、空と海の境界線がわずかに見えるだけ。砂浜に目をやると、どこまでもジグザグに続く波が引いた際の白い泡の跡。

　満天の空の下、潮しお騒さいの音。

（……ホント、こうやってると、ちょっとカッコイイのになぁ）

　まるで湖のように静かな水面をじっと見つめたままのヒヨリミ。

　わたしと同じくらいの長い髪が時折吹く海風になびき、高いところから射さす月の光が、そんな彼の横顔を淡く照らしていた。

「……やっぱり、今日も無しか……」

　黙って海を見続けていた彼が、突然そんな言葉を呟つぶやいた。

「無しって？　ヒヨリミ、なにか探しているの？」

「ん？　まあな……」

「よく分からないけど、それで天気とか潮を占っているんだ？　すごいねぇ～」

　詳しくは知らないけど、潮の流れや風によって、天候が予測できるのだろう。

　しかもヒヨリミは水の色も見えるし、不思議な力も持っている。きっと、普通の天気予報なんかよりも、ずっと正確なのかも知れない。

「ねえ、わたしは水の色しか見えないけど、ヒヨリミはもっと色んなことも出来るんだよね？」

「……もしかして、見たいか？」

「あ、うん」

　以前に見た時は、まるで見えないバリヤーのようなもので海面に浮いていた。あれがどういった原理かは分からないけど、わたしには興味があった。

「ま、本当は人に見せるものじゃないけど……お前も数少ない仲間だし良いよ」

「……仲間？」

「ああ、気にしないでくれ……それじゃあよく見てろよ」

　言うと同時に波打ち際へと向かうと、海の中へと手を浸ひたすヒヨリミ。

　一体なにをするのかと見つめていると……突然、すぐ目の前の海面から水柱が上がった。

「わっ、なになに、なんか海から出てきたっ」

　大きさにして２ｍほど。

　しかもその水柱は、すぐに消えるのではなくその場に留とどまったまま。まるで重力を無視するように、不自然に海面から突き出し水の壁と化していた。

「うはあ、なんかすごい……ねえヒヨリミ、これってどーなってるの？」

「水を操ってるのさ。だから、こーゆーことも出来る」

　壁のように直方体だった水の塊が、もぞもぞと動き円えん錐すい形けいに変わる。

　そして次の瞬間には球体へと変わり、円柱となり、次々とその姿を変えていく。

「ふう、ざっとこんなもんかな……」

　言いながら海に浸していた手を上げると、ざば──っと大きな音と共に、一気に崩れ落ちる水の塊。先ほどまで不自然に海面から突き出していた壁も、再び波間へと消えた。

（……水を操るって、こんなことも出来るんだ……）

　まるでマジックを見ているようでも、トリックがあるとは思えない。明らかに自分の意志で水を動かしていた。

「すごいねぇ、水を動かせるんだ……」

「まあ、本気出せば、もう少し大きいのも可能だけどな」

　そうは言っても先ほど見たのは２ｍくらいの大きさがあった。１立方ｍが１ｔの重量だから単純に８ｔもの物質を動かしたことになる。

　……原理は分からないけど、これはすごい。人が操れる質量じゃない。

　ちなみに、海から手を離すと崩れたことや、水の塊が常に海面と接していたことを考えると、水で繋つながっていることが操るための条件なのだろう。

「ねえヒヨリミ、今の力って生まれつきなの？　それとも訓練して身につけたの？」

「半々だけど……どっちかというと後者かな」

「あ、そうなんだ？　ちょっと意外だったかも……」

　あれだけ凄すごいことだから、てっきり生まれつきの持って生まれた才能だと思ったのに。

（……ん？　とゆーことは……もしかして、わたしにも出来るようになるってこと？）

　どんな訓練か知らないけど、何の取り得の無いこのわたしが水を自由自在に操る、魔法少女はいぱあ☆佳か奈な子こに変身して大活躍するとか？　あ、まじかる☆も捨てがたいかも。

「……言っておくが、お前には無理だから。変なこと考えないように」

「そ、そうですか……」

　３秒で否定された。まあそうだよね。てゆーか、魔法少女のコスからして恥ずかしくて着れないでしょ。このわたしには。

「そういえばクォーター、お前って、いつ頃から水の色が見えるようになった？」

「えと、よく覚えてないけど……小学生の時だったような……」

　場所はここルアンヌの町。確か夏休みに来ていた時だった。

「それじゃあ、お前以外に……たとえば両親は水が見えるのか？」

「ううん。見えてないと思う」

「じゃあ、兄弟は？」

「えと、妹が一人いるけど、見えてないと思う……たぶん」

「……たぶん？」

「妹……佐さ奈なちゃんって言うんだけど、去年フランスの高校に進学したから、ここ１年ほど会ってないの」

「なるほど。じゃあ今は分からないか……」

　少なくとも中学卒業までは、そんな素振りは見えなかった。

「なあクォーター、その妹さんは……もう、ここに来ない方が良いかもな」

「それって、佐奈ちゃんも、水が見える人間になるってこと？」

「お前の妹ならば、可能性はある」

「もしかして、水の見える力って、遺伝とかそーゆーものなの？」

「多少は関係があるようだが……いや、さっきのは忘れてくれ。俺の考えすぎだろう」

「あ、うん、わかった」

　まあ、心配しなくても絶対に来るとは思えない。子供の頃も、ここに来るのは渋々だったし、なんたってあの妹だし……。



「ふぁ～、よく寝たぁ……」

　目覚めと同時に大きく伸びをすると、ラジオ体操によく似ているけど、微妙に違う体操を数日ぶりに始めた。

「じゃんぷっ、じゃんぷっ、じゃーんっぷ♪」

　これは身長伸ばし運動と呼ばれるもので、以前からよくやっている。

　ただし、振り付け＆掛け声がとても恥ずかしいので、これをやる際には誰にも見られないように細心の注意を払わなければならない。でも効果はイマイチなので切ない。

「さてっと、じゃあやってみよう」

　わたしはキッチンに立つと、少し気合を入れ朝食の準備を始める。

　別に料理は得意ってわけじゃないけど、先日のアレと比べたら絶対にマシだと思うし。

「……まあ、本格的なカナダ料理は無理でも、ここは逆に普通の日本の朝食でも作れば、ヒヨリミの奴やつも、わたしを見直すかも知れない……」

　いつも子供扱いする彼に見方を改めさせるチャンスだ。

　日本のジョシコーセーとは、世界に名だたる大和やまと撫子なでしこであることも認知させねば。

「……これ？　お前が作ったのか？」

　テーブルの上に並んだ料理を見た、彼の第一声。

　それは明らかに驚きだった。どうやら良い意味として。

「うん、日本からも少しは食材持ってきてたし」

「すごい、ＴＶで見たアジアンフードまんまだ……あ、いや、ジャパンフードか？」

　わたしの思惑通り、感心するヒヨリミ。

　とはいえ、実はわたしが作った料理はそれほど大したものではなかった。

　みそ汁に、だし巻き卵、昨日市場で買ったキュウリの浅漬けと、よく分からない魚の一夜干しを焼いたもの。あとは日本から持ってきた味付け海の苔りと梅干だった。

（……さすがに、これくらいなら自分でも簡単に作れるメニューなんだけど、日本食に馴な染じみのないヒヨリミにとっては、やっぱり新鮮なのかも？）

　次にわたしは、隣で無駄にワクワクしている彼に、ゴハンを茶ちや碗わんによそって渡す。

「お──、ハシ、ハシ、知ってるぞこれ、ハシって言うんだろ？」

「え、ええ、まあ、そうです……」

　つーか、テンション高いなぁ。ちょっと予想以上かも。

　やがて箸を鷲わし掴づかみというか、エンピツを持つような感じでキュウリの浅漬けを掴む。

　次になにを思ったか、どんどん自分の茶ちや碗わんの中へ放り込み始めた。

「えと、ヒヨリミ……それ、なにやってるの？」

「大丈夫、知ってるから、以前にリバプールでも食べたことあるし」

　そう言いながら更に、卵焼きや、梅干、それに焼いた魚までを茶碗へ放り込み、今度はぐるぐるとゴハンと、かき混ぜ始める。もう、わたしとしてはポカーンとした感じだ。

　そして最後に、味付け海の苔りでゴハン（素材ミキサー済み）を巻いてみせると、

「ほらできた、スシ、これロールスシってんだろ」

「…………………」

「……あれ、違ったか？」

「いや、別にそれでもいいです……」

　ありふれた日本の朝食が、たった３分で謎な食べ物に変わってしまった。

　なのに、すげえ美う味まいとか、スシスシ！　を連呼しながらガツガツと食べるヒヨリミ。

（……まあ、美お味いしいって喜んでくれているから良いけど……なんかこう釈然としないものが残ったりして…）

　そういえば以前の、日本の女子高生の平均身長も信じてたみたいだし、わたしは間違った日本の情報を植え付けまくってるのかも知れない……。



　それから数時間後、わたしは居間で悩んでいた。

　先日のように、東京に帰る気は既になくなっていたけど、滞在するのならば一度は家に連絡を入れておきたい。

　もちろんここの電話は繋つながっていない。

　東京から持参した携帯も、ここらが辺へん鄙ぴな場所すぎて圏外のままだった。

「ねえヒヨリミ、このへんで一番近い電話って、どこかなぁ？」

「……電話？」

「うん、東京のママに連絡したいんだけど」

　きっとルアンヌの駅前まで行けば公衆電話じゃなくても、携帯が繋がると思う。それ以外では１㎞先のお隣さんに電話を借りるくらいしか思いつかなかった。

「電話だったらここにあるだろ？」

　言いながら、居間の奥に放置されたままの、古めかしい黒電話を手にする。

「でもそれ、繋がってなかったよ。わたしも来た時に確かめたんだから」

「ふう～、お前ってやっぱり子供だなぁ、それって繋がってないわけじゃないんだぞ」

　やれやれといった感じでヒヨリミが黒電話をダイヤルすると、繋がってないはずなのに、何な故ぜか繋がっているらしい。受話器の向こうの相手に二～三言なにかを話す。

「はい、これでもう使えるよ、電話。このへんじゃ電話を使わない時には止めてもらって、使う時には連絡して再び使えるようにしてもらうシステムなの」

「へぇ、そういう風になってたんだ……」

　ちょっと感心してしまった。そういえば祖母からも、冬季には漁業関係者しかこの町には残っておらず、トロントに移る人が多いと聞いたことがある。

「じゃあ、俺もシャワー浴びてくるから」

「あ、うん、電話ありがと」

　早速わたしは東京のママへと電話を掛ける。

　ダイヤルしながら時差を計算しようと思ったけど、ややこしいので止めた。こっちはサマータイムで既に一時間違うし。

　プルルルル……カチャ、

「もしもし、どうやら無事のようね佳か奈な子こ」

「あ、うん、なんとか」

　わたしが名乗る前から先に話し始めるママ。きっと発信元番号で分かったのだろう。

「それでどう、ちょっとは慣れた？　一人暮らしは？」

「え？　一人暮らし……？」

　て、そうか……そうだった。元々ここに来た目的は、小心者チャンプであるわたしを、鍛える意味でママに無む理り矢や理り、行くように言われてだった。

　例の水のことや、ヒヨリミのことで、すっかり忘れていたけど……。

「ん？　どうしたの佳奈子？」

「あ、ううん、な、なんでもない、なんでもないからっ」

　ふう～…まさか男の人と一緒に住んでいるなんて言えないよ。

　てなことをわたしが思っていると、

「おーい、シャンプー借りるぞぉ～っ」

　二階から、バカでかい声が聞こえてきた。なんてタイムリーな人なんだろ……。

「……あら？　今の声は？　なんか若い男の人みたいだったけど……」

「えっ、そ、そう？　ママの空耳じゃないの？」

「いえ、確かに聞こえたわ、シャンプーなんとか言う声が」

「じゃ、じゃあ、隣の人じゃないかなぁ、うん、きっと」

「隣って、お隣のアンバーさんの家まで１㎞は離れているわよ？」

「……………………」

　……どうするわたし？　とはいえ、あまり無言でいると却って怪しまれる。

　なのでわたしは強硬策を採ることに決めた。端的に言えばこのまま押し通すだけ。

「ほ、ほら、アンバーさんって、声が大きそうじゃない？」

「大き……そう？」

「あ、いや、大きいんですっ、１㎞先からでも毎日聞こえて、それはもう、うるさくってうるさくってもう、はふう、大変っ」

「………そう。それは大変ね……」

　まずい、明らかにママの声が棒読みだった。これはよほど上う手まく言い逃れしなければ怪しまれてしまう。

「なあクォーター、俺のパンツ知らないか？」

「はぁ？　パンツ？　知らないわよ、つか、なんでわたしがあなたのパンツの所在を知っ……って、うわああっ」

　い、いつのまに？　すぐ横にいるしっ、しかもバスタオル一枚だよ、この人っ。

「確か居間に置きっぱなしだと思ったんだが……どこだったかなぁ」

　そう言いながら、半裸で目の前をうろうろするヒヨリミ。

「って、ちょ、ちょちょっと、せ、背中向けないでよぉ」

　いやもう、ホント勘弁してよ、丸見えだからっ、バスタオルで前しか隠してないしっ、思わずわたしは目のやり場にも困ってしまう。

「……なこ、佳か奈な子こ、もしもし？　もしもし？」

「って、あああ、はいはいっ、だ、大丈夫ですよっ」

　忘れてた。ママと電話中にもかかわらず、あまりのショッキングな状況に。

「い、今の聞こえたでしょママ、あれもアンバーさん、声大きいから届くの１㎞先でも」

「…………………」

　そのまま黙ってしまったママ。……もしかしてごまかせた？

「……ま、本当はママも暇だから、そっち行こうと思っていたけど遠慮するわ……そこまで無粋じゃないしね」

「……はい？」

「とゆーか、子供だとばかり思っていたけど……あなたもやる時はやるわね。じゃんぷじゃんぷ♪って、バカみたいに飛び跳はねていた頃が懐かしいわ」

「や、今でも、じゃんぷじゃんぷ♪してますよ、バカみたいに、あなたの娘は」

「ふふ、さすがはママの娘だわ、よくやった」

「っで、なぜか褒ほめられた！」

「ただし……ゴムはしっかりと付けるのよ、いくら彼氏が嫌だと言ってもね。それじゃ」

　──ガチャン、ツーツー……。

「あ、ママ……」

　はふう、完全に勘違いされたかも知れない……あ、いや「かも」とか「知れない」のような、希望も含んだ考えは捨てよう。うん。確定。

「あったあった、やっぱりここに置いていたな」

　居間の奥からは、ようやく下着を見つけたらしいヒヨリミ。つか、発見したと同時に着はじめているし。わたしの目の前で。おしり丸見えだって。

（……ホント、黙ってたり、水のことを話している時は、ちょっとカッコイイとも思うんだけどなぁ……でもそれ以外は繊せん細さいのカケラも無いとゆーか、変な人とゆーか……）

　──ここに来てから、文化や価値観の違いによるギャップを感じることは多い。

　もちろんこれは、お互いさまなので言いっこ無しだろう。

　でも、少なくとも年頃のジョシコーセーであるわたしの目の前で、平気で裸でうろつく彼は、そーゆー文化的な意味での問題じゃない。

（これは、彼というパーソナルに問題があるはずだっ）

　っと、強く思ったところで、わたしは目のやり場に困ったままだった。



　夜。夕食を終えた居間で、まったりしている時だった。

「それじゃ、クォーター、そろそろ浜に行ってくるよ」

「あ、待ってぇ、わたしもついて行く～」

「ダメ。今日は遅くなりそうだから、お前は留守番」

「むう、残念だなぁ」

「それじゃ、先に寝ていろよ」

　その言葉を最後に出て行ったヒヨリミ。

「……そういえば、初めての一人ぼっちかも？」

　それほど広くないとはいえ、何も無い僻へき地ちの一軒家。辺りからは秋虫のような羽音が響くだけで、シーンっとしてるし。

「なんか寂しいからテレビでも……って、無いし、テレビっ」

　我ながら、今頃気づくのもナンだけど。

「しょうがない。今日はもうさっさと寝ちゃおうっと」

　てなことを思いながら、ふと居間を見てみると……そこには予想外のモノがいた。

「うわっ、ソファでサカナ跳はねてるしっ、しかも大きいのがっ」

（……何な故ぜこんな場所に魚が？　しかもとれとれぴちぴち状態のが？）

　その疑問は、すぐ隣の小山のような姿を見て理解した。

「グゥウウウウッ…」

「クマっ、また来てるし。てゆーか、あなたの仕業ね？」

　返事の代わりに、鼻先でその大きな魚をわたしの方へと、ずいずいと押してくるクマ。どうやらプレゼントフォーユーという意味らしい。

「えと、よく分からないけど、ありがとクマ。明日の朝食に使わせてもらいますぅ」

　それにしても１ｍ近い鮭さけ……じゃないや、スティールヘッドかな？

　これだけのサイズになるとヒヨリミと二人じゃ何日分になるんだろう？

「だけどソファが魚臭くなっちゃったわね……って、こらクマ、どこ行くのよぉ」

　制止の声も聞こえないのか、ずいずいと部屋の奥へと進み始める。そもそも言葉通じてないだろうけど。

　やがて、わたしの部屋へと押し入ると、そのままベッドの上で寝てしまった。

「わー、ちょ、ちょっと止めてよぉ、わたしのベッド占領しないでよぉ」

「グゥウウウウッ…」

　ぺしぺしっと叩たたいても微動だにしない。既にイビキっぽいのまで聞こえるし。

「もしや、さっきの魚はこーゆー意味だったのかなぁ？　よく分からないけど、まさかクマにベッド取られるとは思わなかったわ……」

　しかもクマの奴やつは、わたしと二人でベッドをシェアしようなんて気は無いらしく、一人で大の字になって寝てるし。クマ優しさがないよっ。

「むう、わたしが寝てる時は、上に乗って寝るくせにぃ～、とうっ」

　ちょっと悔しいから、掛け声と共にクマの上にダイブしてみる。

「って、ケモノ臭っ、この上で寝るの無理っ」

　２秒でギブした。

「うーん、だけどどうしようかなぁ、床で寝るのは避けたいんだけど……とはいえ、この家で他にベッドといえば二階の部屋しかないし」

　もちろんそこは空き部屋ではない。現在はヒヨリミが使っている。

「でもなぁ、確かヒヨリミって今日は遅いって言ってたし、恐らく朝までは帰ってこないだろうし……」

　……つまりそれって、朝までベッドが空いてるってことだよね？

「え、えへへ、だったら、ちょっとくらいなら使わしてもらっても良いよね」

　明らかに言い訳がましいことを呟つぶやきつつ、今度は二階の部屋へと向かった。

「コンコン、は、入りますよぉ」

　誰も居ないけど、一応断ってからドアを開ける。

「わぁ、ここが彼の部屋なんだ……」

　思ったよりも散らかってなく、綺き麗れいに片付けられたヒヨリミの部屋。意外にも大きな書斎机があり、本棚には難しそうな本も、たくさん並べられていた。

「ああ、なんかすっごくドキドキしてきたかもぉ」

　既に本来の目的？　も忘れて、部屋をキョロキョロとするわたし。恥ずかしながら、男の人の部屋に入るのは生まれて初めてだった。

「うぅ、落ち着け、落ち着くのよわたしっ、ヒーヒーフー、ヒーヒーフっ」

　ある意味、夢のシチュなんだから冷静に行動しないといけない。こんなチャンスは滅めつ多たにないんだし。

「てゆーか、こーゆー時ってどうするんだっけ？　昔、読んだ少女マンガによると、やっぱりエッチな本を物色するべきだろうか？」

　ヒヨリミだって男の人なんだから、その手のが一つや二つあっても変じゃない。わたしの乙女ゲー情報によると。ちなみに、わたしのその手の知識のほとんどは、少女マンガと乙女ゲーからの抜粋である。

「……うん。それにしても気になる。とてもとても気になる。特にどーゆー系統（ジャンル）のを見てるかが、気になる！　もしも巨乳バインバイーンな、けしからんのだったら密ひそかに捨ててやる！」

　そんな決意？　と共に、部屋の中をエロ本を求めて探すわたし。明らかに本来の目的を忘れているようだ。

「うーん、おかしいなぁ、全然それっぽいの無いよ……」

　なんか安心したような、ガッカリしたような、ちょっと複雑な心境かも。

「て、それよりも本来の目的を忘れていた。元々、寝床を求めて来てたんだし」

　実はエロ本を探しながらも、先ほどから目に入っていた彼のベッド。

「そーれ、じゃんぷじゃんぷ、じゃ～んぷ♪」

　ぱふっ。

　日頃鍛えたジャンプ力を駆使し、そのままベッドにダイブしてみる。

「うはーっ、なんかヒヨリミの匂いがするかも……」

　調子に乗って、くんかくんかまでしてみる。

「ああ、今のわたしは、小心者チャンプとは思えない行動力……もしかして普通のジョシコーセーらしいのかも」

　なんかちょっと違う気もするけど、乙女ゲー知識によると大丈夫。たぶん。

（ん？　もしこのまま寝てしまったとして……その後にヒヨリミが帰って来たらどうなるのだろう？　……もしかして、そのまま隣で寝るとか？）

「うはーっ、それって夢のシチュっ、乙女ゲー的にはハッピーエンドその２っ」

　これって、いよいよわたしにも春が来たってことだろうか？　さえない小心者チャンプを卒業して、今後は恋と魔法の大冒険。もう鮭さけとかクマとか出ないのっ！

「あ～、なんかこう荒あらぶってきたかもぉ～、くんかくんかくんかっ」

　てな感じで一人テンションアップしながら、ベッドでくねくねするわたし。

「よし。寝たフリしていよう。ヒヨリミの反応も見てみたいし。いひひ」

　そんな決意と共にシーツにくるまって待ち構える……のだけど、日頃からの早寝早起きの習慣がたたったのだろうか。

　約３分後には……あっという間に熟睡してしまった。

「く～か～、すやすや……きゅんきゅんきゅん……」



　──翌朝。

　チュンチュンチュン……鳥の鳴き声に、ゆっくりと目を開ける。

「ふあ～、むにゃむにゃ、もう朝なんだぁ……」

　なんか少し背中が痛いような。あとやたらサカナ臭い気が。

「って、どうしてわたし床で寝てるの？　あとナニこの魚はっ」

　見るとそこには大きな魚が３匹も転がっていた。あとカニも１匹。

　どうやら寝ているわたしの上に、プレゼントフォーユーされたのだろう。笠かさ地じ蔵ぞう状態？

「……またクマの仕業ね。お供え物かっ」

「ふぁ～、もうなんだよ、朝っぱらからうるさいなぁ……」

「あ、ヒヨリミ……て、どうしてあなただけベッドで寝てるのよぉ」

「知らねえよ、俺が帰ってきた時から、お前、床で寝てたし」

「へ？　そうなの？」

「ああ、魚に囲まれて、きゅんきゅん言いながらよく寝てたよ」

「くっ、さてはベッドから落ちたのね……」

　せっかくのチャンスだったのに、我ながら寝相の悪さを恨むわ。あと、そんな不思議な寝息は立てないから。きゅんきゅん？

「むう、だったらベッドに戻してよぉ、なんかこうお姫さま抱っことかで」

「いやあ、起こしちゃ悪いと思ってさ。幸せそうに寝てたし。何より魚臭かったし」

「魚臭いって、そんな理由でスルーされたんだ……」

　……はふう、当分は焼き魚に困らないね。

　一つ大きなため息を落とすと、両手に魚とカニを抱えて部屋を後にした。重いって魚。



「じゃんぷ、じゃんぷ♪」

　部屋に戻ると、今日も日課の身長伸ばし運動を始める。

　朝っぱらから魚臭いとか言われて、しょんぼり気味だから念入りに行うのだ。

「えーと、どれどれ……て、あ、また０・０２５㎝伸びたっ、すごいすごいっ」

　ちなみにこのメジャーは、東京から持参したわたしご用達の優れもの。

　なんと虫眼鏡とセットになっているため、無駄に頑張れば千分の一㎝……つまり10ミクロンまで計ることも可能なのだ！　



    

  
    
      



    

  
    
      

「とゆーか、これだけジャンプってんだから、まとめて２～３㎝くらい伸びないかなぁ？　油断していると成長期とか、終わってしまいそうで怖いよ」

　……よし、今日はもう少し頑張ろう。

「そーれっ、じゃんぷ、じゃんぷ♪　じゃんぷ♪」

「お前、さっきから何やってんだ？」

「て、うわああっ、ヒヨリミ、い、いつからそこにっ」

「いや、なんか一人ですごいすごいとか言ってるあたりから」

　それ、全然最初の頃だよっ、

「もう、ちゃんと部屋に入る時はノックくらいしてよ～、ひどいよぉ、今まで誰にも見られたことないのにぃい（ウソ）」

「ところで、それって日本の踊りかなにか？　楽しそうだったけど」

「え、ええ……日本の夏には、ラジオ体操という国民行事があって、それの一種なの」

「へ～、相変わらず面白い国だなぁ～」

　……また騙だましてしまった。

「って、それより早く出ていってよぉ、わたし今から夏休みの宿題やるんだからぁ」

　両手でぐいぐいと押す。が、ウェイトが違いすぎてピクリともしない。

「ふーん、宿題だったら俺が手伝ってやろうか？」

「ヒヨリミが？　いっておくけど日本の教育レベルは高いよぉ？」

「大丈夫だって、いつもスシロール作ってくれているお礼だ」

「うーん、そうは言われてもなぁ……」

　まさか、わたしが高校生だってことを忘れて、小学生くらいに思っているんじゃ？



　キッチンのテーブルに向かい合って座るわたし達。

　テーブルの上に教科書と参考書を開き、夏休みの宿題と称した厚いプリントの束を置く。

　ちなみに科目は数学と物理を選んだ。現国や古典は、さすがにカナダ人の彼には理解できないだろうし。

（……でも、この数学にしてもヒヨリミには分からないと思うんだけど……）

　彼のことは詳しく知らないけど、恐らくこの田舎町のハイスクールで学んだくらいでは……こう見えても自分の通う女子高は都内でも偏差値が高い。

　なのでせっかくの彼の厚意を無にしてしまうようで、そっちの方が心配だった。

「えとね、今ってこのへんを習っているんだけど……」

　恐る恐る、彼に数学の参考書を開いてみせる。

「うーん、日本語の部分は読めないけど、恐らくcalculus……微分方程式あたりか？」

「え、わかるのヒヨリミ？」

「まあ、これくらいならな。一応オックスブリッジ出だし」

「おっくすぶりっじ？」

　……今、とんでもない単語を聞いた気がしますよ。わたしの聞き違いでなければ、彼には最も似つかわしくない単語なので、確認も込めて尋ねてみる。

「えと……ちなみにどっち？」

「Oxford」

「ええーっ、ほ、ほんとにーっ」

「なんだよ？　別にカナダじゃ、イギリスの大学に進むのは珍しくないぞ」

「いやいやいや、そーゆー意味じゃなくてぇ」

　つか、このどこを見ても知性のカケラもない……あ、いや、これはちょっと言いすぎた。

　とにかく、お風呂上がりに裸でパンツを探してうろつくヒヨリミがオックスフォード？　このデリカシーのカケラも無い彼が、世界に名だたる大学出身者っ？　ウチの高校からでも今まで進学した人は数えるほどだというのに……。

「もしかして見直したか？」

「ち、違うわよ、あきれてたのよっ」

　うん。なんか絶対に世の中間違っている。



　──深夜。いつものように海へと出かけるヒヨリミ。

　一人でお留守番と言われたけど、今日は無理にくっついて来た。

　またクマに魚まみれにされるのも嫌だし。

「……今日くらいは見つかると思ったのだけどな……」

　波打ち際、隣で海を見つめていたヒヨリミが、ぽつりと呟つぶやいた。

「ねえ、以前にも言っていたけど、もしかして何か探しているの？」

「ん……まあな」

「よく分からないけど、それで天候や潮を予測しているんだね。なんか楽しそうだなぁ」

「……………………」

「あれ？　どうしたのヒヨリミ？」

　何な故ぜか黙ってしまった。

（……もしかして、なにか気に障ることを言ってしまったのかも？）

　他のことは変な人で片付けられるけど、こと海や水に関しては、とても真剣なのをわたしも肌で感じていた。

　だから怒らせてしまったかと思うと……嫌われてしまったかと思うと、すごく怖かった。

「……クォーター、別に俺は怒ったりしていないから」

「えっ……」

　感情を読まれた？

「実はここ最近の俺は、天気なんてもんを占ってはいない」

「でも以前にそれが仕事だって……」

「確かに日和ひより見みの役目もこなしているが……本当の目的は、例の水を集めているのさ」

「……例の水って、あの青いのとか赤いの？」

「いや、そんな普通のじゃなくて、もっと特殊な奴やつ。呼んでも滅めつ多たに来ないんだよ」

「……呼んでも？」

　特殊な水ってのも分からないけど、水を呼ぶという言葉が理解できなかった。

「いいよクォーター、お前だけには理由を教えてやるよ、誰にも内緒だぞ」

　そこまで言ったところで、以前と同じように海へと手を浸ひたすヒヨリミ。何な故ぜか『わたしだけ』という言葉にドキっとした。

「ほら、クォーター、そこ見えるか？」

「あ、なんか青い色のがやって来てる……」

　すぐ目の前の波間から現れた青い色をした水の塊。ついさっきまで普通の波間だったのに、まるで滲にじみ出るように姿を現した。

「どうやらこいつらって、俺達が水に触れると寄ってくるらしいんだ」

「ふぇ？　でも別に生き物とかじゃないんだよね？」

「ああ、化学的に分析しても只ただの海水だったし……習性のようなものだろうが、正直言ってまだよく分かっていない」

　答え終わると、海に浸つけていた手を上げる。

　すると青い色をした水は、再びどこかへと消えて行ってしまった。

「ちなみに、呼び寄せる者の強さに応じて、やってくる水の強さも決まるようだ」

「それってヒヨリミだと凄すごい水が来て、わたしだと大したのは来ないってこと？」

「そういうこと。以前にも言っただろ、だからお前は怖がる必要ないの」

「あ、そっか……なるほど……」

　ようやくわたしにも理解できた。

　以前に怖い水を飲んじゃダメと彼に言われていたけど……わたしくらいのレベルでは、そもそも寄って来ない……つまり凄い水との遭そう遇ぐう自体が起こりえないという意味だろう。

「えと、じゃあ、ヒヨリミが探している特殊な水ってのは？」

「それは今からやってみせよう……」

　ポケットから何かを取り出すヒヨリミ。暗くてよく見えなかったけど、それは小さなナイフのようだった。

「お前は、もっと海から離れていろ」

「あ、うん」

　そしてナイフの切っ先を自分の手に当てると……。

「痛っ……」

　僅わずかだけ切れたであろう手の平から、ぽたぽたと波間へと滲んでいく数滴の血。

「言ってみれば、血に寄ってくるのが正解なんだろう。しょせん身体を浸して寄ってくるのは大したのはいないからな」

「えと、言ってる意味がよく分からないんだけど……」

「それよりもしっかり見ていろよ……さっきとはケタ違いなのが来るから」

　その言葉を言い終わるかどうかの刹那、湖のように静かだった水面が沸き立つ。

　ごぼごぼと、まるで沸騰した鍋の水のように、海中から何かがうねり出てくるのがわたしにも感じられた。

「どうだ、すごいだろ？　この光景は」

「う、うん……」

　またたく間に、様々な色の光る水で辺りが覆われてしまう海面。

　赤、青、黄色、緑、他にも自分にはまだ認識できない色の水まで溢あふれるようにあった。

　そして、そのどれもがとんでもなく強い力を持っていることが、わたしにも感じられた。

「クォーター、お前にも分かると思うが、光の強さが、そのまま水の強さでもある。色はその感情や力の種類だと考えていい」

「じゃあ、あの赤くすっごく光っているのは、ものすごーく怒っているってことなの？」

「ああ、以前にも言ったな？　力の強い水は絶対に飲むなと。もしこの水を飲んだ場合は影響を受けてしまうと」

「だったら、あの赤いの飲んだら、すごく怒りっぽくなるってこと？」

「その程度で済めば良いが……まあ、手っ取り早く言うとその通りだ。力が強いほど影響も大きいし、身体から抜けるまでも時間がかかる」

　説明を聞きながらわたしは目の前に溢れかえる大量の光る水を眺めていた。

　とはいえ今のこの状態も、水の色を見ることが出来ない人には、単に波がうねっているようにしか見えないのだろう。

「ほら来たぞ、あれが目的の水だ」

　言われなくても、わたしにもそれはすぐ認識できた。

　波間に光る小さな点。他の水も光っているけど明らかに一線を画している。特に色はなく、強いて言えば純白。太陽の日ひ射ざしに近い感覚だった。

「だけどあれって、すっごく小さいね……」

　広い海の中では、まるで点にしか見えない。わずか数㏄くらいかも？

「むしろ大きいのは弱い傾向にある。俺の仮説では、密度を高めた末に小さくなるように考えている」

　そこまでをわたしに説明すると、手にガラスコップを持って海へと歩き始めるヒヨリミ。

「じゃあ、ちょっと採ってくる。あいつはレアで一シーズンでも滅めつ多たに出ないから」

「って、ええっ、この水の中に入って行く気なのぉっ」

　さっきも飲むと大変なことになるって言ったくせに、当の本人は、海を埋めるほどのおびただしい光る水の中へと無造作に入っていく。

（……もし間違って、少しでも飲んじゃったら大変なことになるかも知れないのに……）

　そんな心配をしながら、わたしがハラハラと見つめていると……。

「て、あ……海に浮いてる……？」

　思えばそれは、初めて彼と出会った時にも見た姿だった。

　最初は膝あたりまで沈んだと思ってたが、よく見るとまるでバリアーとも呼ぶべきもので、水には全く触れてもいなかった。

　やがて、少し離れたところで光っていた例の水をガラスコップにすくうと、さっさと岸へと引き返してくる。他の光る水は全く相手にもしていないし。

「ただいま、これが目的の水だ」

「わぁ、すっごく綺き麗れいだね……なんか白く光ってるし」

「強さだけなら他の色の水でもあるのだが、真っ白のがレアで美しい」

　少し満足げにコップの中から光る水を、ペットボトルへと移し変えていた。

「……そっか、ヒヨリミが海に来ているのは、この水を集めていたんだね」

「まあな……でも本当は、もう一つ別の目的もあるんだけどさ」

「もう一つ？　そっちはなんなの？」

「いや、そっちは望み薄だから気にしないでくれ」

　それだけを言うと、さっさと家へと歩き始めてしまう。

「て、あ、ちょっと待ってよぉ」

　変わった水をゲット出来たのがうれしいのか、少し早足で歩くヒヨリミ。思わずわたしは小走りで後を追う。

　……相変わらずわたしには、彼の目的や不思議な水のことはよく分からない。

　そもそも例の水については、ヒヨリミにも詳しいことは分かっていないようで、現在も研究中とのことだ。

（……てゆーか、研究中ってどこでやっているんだろう？）

　漠ばく然ぜんとそんなことを思いながら、わたし達は並んで帰った。だから歩くの早いって。

「じゃあ、おやすみクォーター」

「あ、うん、おやすみ」



　おやすみの挨あい拶さつの後、部屋に帰るとベッドにダイブする。

「むう、まだちょっとケモノ臭いかも？」

　ひとしきりベッドシーツをくんかくんかすると、再び立ち上がりパジャマに着替える。

「……だけど、さっきのあの水……あれ集めてどうするのだろう？」

　飲んじゃダメなんだから、何か使い道があるとも思えないし……他にも目的があるとか言ってたけどよく分からない。

「てゆーか、よく考えたら水のことだけじゃない。わたしは彼のことを何も知らない……」

　年齢は？　たぶん20～30才くらいまでに思う。

　住所は？　確か自宅は近所だと言っていた。

「恋人……いてもおかしくない。もしかしたら結婚しているのだろうか？」

　もし彼の家に行って、『おかえりパパ～』って感じで、小さな子供が出てきたらショックかも知れない。

「そもそもわたしは、彼の名前すら知らない……」

　そして、彼のことは何も知らないと言いながら、いつのまにか彼とは普通に会話している自分がいた。

　今まではまともに男の人と話すことも無理だったし、声を掛けられてもシカトダッシュくらいしか出来なかったわたしなのに……。

「ふう～……いつもビクビクな小心者チャンプの自分だったはずなのに……」

　なんとなく軽いため息がこぼれた。

　部屋の窓から眺めた夜空には、澄んだ星が瞬またたく。

　長いカナダの夏の日が、いつしか完全に夜のものへと代わっていた。遠くから聞こえる潮しお騒さい、時折吹く海からの風も心地よかった。

「……もしかしたら、わたしはヒヨリミのことを好きなのかも知れない……」

　いつ頃からそう感じるようになったのかは、自分でもよく分からない。もしかしたら出会った時から、何か感じるモノがあったのかも知れない。

「……今まで誰にも言えず、ずっと一人でヒミツにしてきたこと……」

　例の水の色が見えることを、初めて彼が見破ってくれた……胸のつかえを外してくれた。

「それに、こちらの感情を読み取ってしまう彼の前では……いくら表面を取り繕っても無駄。どんなにドキドキを隠しても彼にだけはバレてしまう……」

　……こんな小心者のわたしが、唯一開き直ることのできる相手なのかも知れない……。

「て、さっきから何を考えているのよっ」

　いつしか、ヒヨリミのことばかりを考えている自分に気づいてしまった。

「だーかーら、全然彼のことは関係ないってーの、つか何も知らないってーのっ、あーもー、じゃんぷじゃんぷっ」

　──ここに来て早１週間。相変わらず分からないことだらけでも、こうやって彼と過ごす毎日は悪くないものに変わっていた……。



    

  
    
      　　　　クォーター

　　　　厳密に言えばカナダ・日本ではなく、フランス・日本のクォーターとなる。ちなみに佳奈子の生まれはカナダ。カナダは出生と共に国籍を取得する生地主義のため、現在は二重国籍。日本の国籍法上22歳までに国籍決定を行う必要がある。



　　　　身長伸ばし運動

　　　　日課の体操。佳奈子の脳内設定では、もし体操中の姿を見られたら、恥ずかしくて死ぬという設定だが、既に何人にも見られている。



    

  
    
      
■　第三章　ハンドラー　■





　俺が生まれた時、父親は眉み間けんにしわを寄せ、母親は泣いたそうだ。



　俺の家系は徹底的に女系に偏かたよっていた。もう百年以上が全て婿養子らしい。

　もちろん、別に遺伝子的に女系という訳ではない。

　一般的な男女出生比と同じ１：‥１の割合で生まれてくるのだが、単純に男子が成人まで成長する率が、ほぼ０というだけのことだった。



　物心がついて、最初に見た景色は荒こう涼りようとした砂漠地帯だった。

　幼少期はオーストラリアの中央部で母親と二人だけで過ごした。

　そこの家は、完全に目張りをした作りで、俺も日中以外は外で遊ぶことが許されなかったし、全ての飲み物や食べ物、シャワー、とにかく水分を含むものは、例外なく母親のチェック後でないと口にすることは許されなかった。



　そんな環境で、来る日も来る日も、水を操る訓練だけをさせられた。

　見るだけなら簡単だった。最初から変わった水の色があることは見えていたし、人の感情にも、それが現れていることもすぐに気づいた。

　だけど操るのは困難だった。

　……何な故ぜ自分だけがこんな目に？

　そう思うことは度々あった。

　母親に質問を投げても、別に特殊な能力を身につけさせ、なにかに育てる意図があったわけではなく、ただ単に、俺が生き残るためには必要なことだと繰り返し言われた。



　水を動かすのは比較的、楽に出来るようになった。

　コップの中に指を入れて、それをくるくると回すのをイメージする感じだ。

　もちろん、実際に指は動かしてはいけない。

　最初の１年は何も変化はなかった。２年目で動いた気がした。３年目を迎えた時、明らかに動いたことが自分でも分かった。

　あとはそう難しくなかった。

　対象がコップであろうと、ペットボトルであろうと、プールであろうと、必要とする力の大きさが違うだけで同じことだった。もちろん大量の水は動かせない。

　慣れてくると、単純に一方向に動かすだけでなく、自在に動かせることも知った。



　そんなある日、玄関先に大きなヘビがいた。茶ちや褐かつ色しよくのブラウンスネーク、猛毒だ。

　子供心に２ｍほどもある大きなヘビは脅威で、家の外に追い出そうと必死になっていた。

　その時、尻尾を掴つかんだ際に、なんとなく水を動かすことを意識してしまった。

　すると、たちまちヘビは、ぐったりと動かなくなり死んでしまった。



　そのことが気になった俺は、好奇心から部屋に入ってきた小さなトカゲにも試してみた。

　同じように尻尾に手を触れ、いつも水を動かす時と同じようにやってみると……トカゲは破裂してしまった。小さな肉片が部屋に飛び散り、自分の顔にもかかった。

　思わず泣きながら母親に報告すると、母親は二度とそんなことはしないようにと、厳しく俺を叱った。

　俺も二度と生き物には使うまいと、幼おさな心ごころにも固く誓った。



　やがて８才になった頃、ようやく水を跳はねかえすことが出来るようになった。

　元々、この能力が欲しかったらしく母親は泣いて喜んだ。

　そして俺達もカナダの家へと戻り、ようやく家族全員で暮らせるようになった。

　定期的に飲まされていた、変わった水もあまり好きではなかったので嬉うれしかった……。



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



　──ミーンミンミン。

　あれから一週間が経たち７月も下旬。短いカナダの夏も最盛期。

　このルアンヌの町にも、夏の風物詩である蝉せみの声が響いていた。

「じゃあクォーター、また行ってくる」

「あ、うん、気をつけてねぇ」

　今日もロールスシを平らげた彼が海へと向かう。いつものレアな水の採集だ。

　最近は夜だけでなく、昼にもレアモノが出ることがあるそうで一日毎に昼にも行っているようだった。

　たまーに、レアなのが採れたと嬉しそうに帰ってくるけど、それが本当に嬉しいのかは、わたしには判別がつかない。

　残念ながら、わたしにはヒヨリミの表情を読むことは出来ないのだ。恐らくこれは能力の差によるところなのだろう。

　──コンコン、

「Ｋａｙ（ケイ）居る？」

　ドアの向こう、聞きなれない女性の声がした。

　ここは滅めつ多たに人もこない場所なので、わたしとしても緊張しながらドアを開ける。

「えと、どちらさまでしょうか……？」

　ドアの前に立っていたのは、見知らぬ若い女の人。とても背が高くパリっとしたスーツ姿に高いヒール、間違いなくこの田舎町よりはＮＹが似合いそうな雰囲気だった。

「うん？　とゆーか、あんたこそ誰よ？」

「あ、えと、わたしはカナコ・ササキ……日本から来たんですけど」

「日本から？　……ああ、エジェリーさんの孫娘ね、夏休みだから遊びに来てたの？」

「あ、はい、そうです……」

　それなりに話は通じたようだけど、目の前の人はわたしの苦手なタイプだった。なんかこう圧倒されるというか、小心者チャンプとしてビクビクしてしまう。

「じゃあカナコ、今ケイはどこ？　まだ寝てる？」

「……ケイって？」

「あら？　確かここに住んでいるって、あいつから聞いていたけど」

　そこまで聞いたところでわたしも理解した。

（そっか……ヒヨリミは、ケイって名前だったんだ…）

「えと、ヒヨリミ……じゃなくて、ケイさんは、まだ海に居ると思います。夜までには帰ってくると思いますけど……あ、なんでしたら呼んで来ましょうか？」

「別にいいわ、それほど大した用があったわけじゃないし、海なら勝手に行くから」

「あ、はい、わかりまし……」

　そこで、わたしの言葉は止まってしまった。

（……この人も感情が読めない？）

　そんなつもりで見ていた訳ではない。自然に水の色……というか感情を読んでいたからだった。

「どうしたのカナコ？　それとも感情が読めないからビックリした？」

「えっ……」

「ま、あんた程度じゃ、私の感情は読めないわよ。それじゃまたね、カナコ」

　それだけを言うと踵きびすを返す女の人。

　思わずわたしは追いかけてしまう。色んな意味でこの人には聞きたいことがあった。

「あ、えっと、ちょっと……」

「うん？　まだなにか？」

「あ、いえ、そういう訳でもないんですが……た、たとえば貴女あなたは何者であるかとか、たとえば貴女とケイさんの間柄とか、ええとその……」

「私とケイ？　ああ、そういえば……まだ名乗ってもいなかったわね、私……」

　そこまで言ったかと思うと、井戸の前に置いてあったバケツに足を掛ける女の人。

　一体なにをやるのかと見ていると……いきなりバケツを蹴りとばし、中に入っていた水を辺り一面にぶちまけた。

　バシャーっという大きな音と共に、乾いた庭に広がる水。

　なにを？　と、口にするよりも先に、目に入ったものがわたしの質問を留とどめる。

“〝Ｍｉｌｄｒｅｄ　Ｂｅｖａｎ”〟

　乾いた砂の上、水に濡ぬれた箇所が美しいアルファベットを描いていた。

「私は、ミルドレッド・ベヴァン、ミルでいいわ……それじゃあ、またねカナコ」

　立ち去って行く後ろ姿を見送りながらも、わたしは砂の上の文字を呆ぼう然ぜんと眺めていた。



「……無造作にバケツを蹴っただけなのに、こんなことも出来るんだ……」

　わたしには水を操る能力のことも、今の人のこともよく分からない。

　只ただ、とにかく綺き麗れいでカッコイイ人だった。

　少なくとも自分なんかよりは遥はるかに力のある人なのだろう。

　忘れがちだけどヒヨリミ……じゃなかった、ケイ自身が普通の人とは違う。

　冷静にそんなことを考えると、彼が遠いところの存在のように思えて寂しくなってきた。



　──夜。今日もここルアンヌの町に、カナダの短い夜が訪れる。

「もう遅いなぁ、先に晩ゴハン食べちゃおうかなぁ…」

　わたしは一人キッチンで、まだ帰ってこない彼を待っていた。

（……昼間のこともあって、余計に心配なんだけど……）

　だから何度も海まで行こうと思った。

　思ったけど、もし彼の元へ行ってあの女の人がいたらと思うと怖くて行けなかった。

　……でも別に、あのミルとかいう女の人を怖がっているわけじゃないと思う。

　それよりも、二人がいるところに自分が行っても、場違いに思えるというか……上う手まく言えないけど、自分の居場所が無くなってしまったような気がして、それが怖かった……。

「ふう、やっぱり小心者チャンプは伊だ達てじゃないのかなぁ……」

　ここに来てから、随分と明るくなったつもりだけど、どうしても脳内ネガキャンが開催されてアクティブにはなれない。

　ギギギ、パタン、

「あ、ヒヨリミ、やっと帰ってき……」

「グルゥウゥゥ」

「なんだ、あなたか……」

　見るとそこには、大きな身体を揺らしながら部屋へと入ってきたクマ。

　今日も口に咥くわえた魚を、わたしの足元に置いてくれた。大きなスナッパーだった。

「……もしかして、またわたしにくれるの？」

「グゥウウウウッ…」

「そう、ありがと……って、わ、体当たりしてこないでよぉ」

　鼻を鳴らして、身体をすりすりとしてくるクマ。体重差のために、一方的にわたしは床を転がされてしまうけど、恐らく甘えているのだと思う。

「あ、ううん、そうじゃない……」

　きっと、しょんぼりしたわたしを慰めてくれているのだろう。クマなりに。

　だからわたしも、ぎゅっとその大きな身体を抱きしめて返す。

「ありがとクマ……相変わらずケモノ臭いけど」

「グゥウウウウッ…」

「って、そうよ……うん、こんなことじゃいけないっ」

　頭をぶるんぶるんと振ると、自分自身に言い聞かせる。

　いつもいつもこんな凹へこんでばかりじゃ、佳か奈な子この野望その２は達成できない。ちなみに佳奈子の野望その２とは、ステキな彼ときゃっきゃうふふすることである。１日８時間くらい。

「よし、ヒヨリミを探しに行こうっ。おいでクマ」

　わたしはパジャマのまま、クマと共に海へと向かった。



　真っ暗な海までの道を歩き、ようやく到着した浜辺。

　ぱっと見た限りで彼の姿が見えないので、わたしは大きな声で呼び掛ける。

「おーい、ヒヨリミ～、おーい、どこぉ～？」

　……もしかして、あの女の人とどこか行っちゃったんじゃ……。

　そんな不安が浮かぶ度、打ち消すように声を上げた。

「ね、ねえ、どこよぉ、返事してよ～っ」

「こら、なんだよ、そんなに大きな声出して」

「て、わ、そんなとこに居たっ」

　見るとわたしのすぐ後ろ、浜辺に植えられた松のような木の上で寝そべっていた。

「よいしょっと、で、どうかしたかクォーター？　Oursまで一緒だけど」

「もう、どうかしたじゃないよぉ、帰りが遅いから心配しちゃったじゃないのよぉ」

「そっか、悪かっ……」

　そこまで言ったところで彼の言葉が止まった。

「……クォーター、なにかあったのか？　えらく落ち込んでいるようだが」

「えっ……と、突然なに言ってるのよ、そんなこと……」

　あ、いや、そうだった。

　言い返そうとしてやめる。どんなに言葉で繕ったとしても彼には通用しない。だからわたしは素直に聞いてみることにした。

「えと、ヒヨリミも昼に会ったと思うけど、あの人はそのう……」

「ああ、ミルの奴やつか？　あいつも気になることがあって、まだカナダに居るんだ」

　……カナダに？　ということは普段は違う国に居るってことだろうか？

「ねえ、ヒヨリミ……じゃなくて、ケイ……で良いんだよね？」

「いや、お前は今まで通り、ヒヨリミで構わない。ケイはファミリー名だからな」

「……ファミリー？」

「ああ、俺の名前は、ケイ・ベヴァン……ミルとはファミリーだ」

　ここで言う『ファミリー』の意味が、わたしには解かい釈しやくし辛かった。

　単純に家族という意味の兄弟だってありえるし、広い意味で仲間たちとも取れる。そして、直接にワイフと言わなくても、家族には妻だって含まれる。

（……ヒヨリミくらいの年齢なら結婚していてもおかしくない。あの二人ならお似合いだとも思う……）

　そんな勝手な想像を膨らませていると、ますますわたしはしょんぼりしてしまう。

　こんな時、「もしかして奥さん？」と気軽に聞ければ、どんなに楽だろうか……。

「よし、ちょっと待ってろよ」

「え、なにが？」

　わたしの声も聞こえないように、さっさと浜へ駆けるヒヨリミ。手にガラスコップを持ち海へと入って行った。

（……もしかして、レアなのが出たので採りに行ったのだろうか？　わたしが見る限りでは、例の白く光る水はどこにも見えないのだけど……）

「おまたせ、ほら、これ飲んでみろよ」

「えと、この水を？」

　ガラスコップの中には、薄く黄色っぽい光を放つ水。

「でも、以前に影響を受けるから飲んじゃダメって……」

「大丈夫だって、いいから飲んでみな」

「う、うん、わかった……」

　わたしは彼に言われるままに、コップの中の光る水を飲む。

「て、塩辛っ」

「まあ、成分としては只ただの海水らしいからな」

　やがて、飲み終わって１分ほど経たった頃だろうか……。



「あはははっ、そーれ、じゃんぷじゃんぷ♪」

　夜の砂浜には、身長伸ばし運動を繰り広げるわたしの姿があった。自分でもよく分からないけど、何な故ぜかとても楽しい気分になっていた。

「ねえヒヨリミ～、お酒を飲んだ状態ってこんな感じなのかなぁ？」

「いや、アルコールや薬物のように、化学反応を伴っているわけでは無いらしい」

「じゃあこれって、無害のお酒ってこと？　すごいすごいーっ」

「ま、この程度の水じゃ商品価値は無いけどな……能力のある人間しか効果ないし」

「あははーっ、それはせっかくなのに勿もつ体たいないねぇ～、て、クマっ、あんたも何か魚とって来なさいよぉ、魚じゃなくて肴さかなって感じでぇ～、ぷぷぷっ、わたし冴さえてる～っ」

「グルゥウゥゥ」

　言われた通りに、すごすごと海へと入って行くクマ。

　なおも上じよう機き嫌げんなわたしは、思い切ってあのことを口にする。

「っで、ヒヨリミ、正直にゲロしなさい、あの女って、あんたのナニ？」

「うん？　ミルのことか？」

「そーよ、ミルだかミロだか知らないけど、あいつよっ……って、まさか妻とか言うんじゃないでしょうねっ、そんなことわたしが許さないわよっ、き───っ」

　どうやら普段と違って、今は変なスイッチが入っているらしい。

「バカ、あいつは俺の姉貴だよ」

「……姉？　ホントに？」

「ああ、こんなことでウソ言ってもしょうがないだろ」

「そ、そっか～、お姉さんなんだ……そーれ、じゃんぷじゃんぷじゃーんぷ♪」

「こら、あんまりはしゃいでると、後で大変だぞ」

「大丈夫、大丈夫っ、て、ほらクマ、もっと肴さかなとってきてよぉ、そーれっ」



　それから暫しばらく……といっても５分ほどが過ぎた頃。

　ようやく酔い？　の醒めたわたしは、浜辺で大の字になって寝ていた。

「ああ……筋肉痛が、面白いくらいに全身に来てますぅ…」

「もう、だから注意したのに」

「グルゥウゥゥ」

「うぅ、止めてクマ、今ここで魚介類を顔の上に置くのは……」

　やはり身長伸ばし運動はハードなのだろう。５分間も跳はね続けるとトライアスロン並に。なんかもう一歩も動けないほど疲れていた。

「ところで、クォーター……お前、ちょっとは元気になったか？」

「えっ？」

「あ、いや、その色は、元気だよな」

（……そっか。ヒヨリミは、しょんぼりしていたわたしを励ましてくれたんだ）

「うん……ありがとヒヨリミ。あとクマも」

　あの女の人がお姉さんだったことも、ちょっと嬉うれしかった。

　でもそれ以上に……普段はぶっきらぼうで、全然デリカシーのないヒヨリミが、こんなわたしに気を遣ってくれたことがうれしかった。飾り気のない優しさがうれしかった。



　それからわたし達は家に帰ると、遅くなった夕食を始める。

　さっきクマが捕ってきたレッドスナッパーをフライにしたものだ。

「ねえねえ、さっきの水だけど、あれって何だったの？」

「あれは薄い黄色、つまり楽しいとか面白いとかって感情を持っているようだ」

「へ～、なるほど～、だからわたしもあんな感じになっちゃったんだ」

　我ながらハイテンション時？　を思い出すと、ちょっと恥ずかしい気がする。

　普段なら絶対に出来ないことも平気だったし。

「でも、５分くらいで効き目が切れたけど、あれはなんで？」

「それは、水の強さに比例すると思えばいい。さっきのはかなり弱い水だったからな……あの程度なら短時間で勝手に身体から抜けてしまう」

「じゃあ、もっと強いのだったら長い間、そのままってこと？」

「……本当に強いのなら数日間、下手をすれば数ヶ月は抜けないぞ」

「へぇ、そうなんだ……」

　感心しながらわたしは相あい槌づちを打つ。逆に言えば、身体に残っている内は、その影響を受けつづけるってことなのだろう。

「ねえ、よく分からないけど、たまにはヒヨリミも飲んでみたら？　楽しかったよぉ」

「残念ながら俺は飲めないんだ……というか正確には飲めないわけじゃなくて、飲むことは避けるかな？　男のハンドラーは」

「ハンドラー？」

　それは初めて聞く単語だった。

「クォーター、お前は水を見れるけど、操れないだろ？」

「あ、うん、もちろん。見えるだけだよ」

「前にも言ったように、お前くらいのレベルは、色が見える程度で特に呼び名も無い。日常生活にもそう困らないだろう……でも、俺達のように水を操れるレベルまでくると……操る者や指示する者という意味でハンドラーと呼ばれる」

「えと、じゃあもしかしてお姉さんも、ハンドラーって人？」

「ああ。姉貴は女の割にはかなり強い……現時点じゃ俺より遥はるかに上だろうな」

　聞きながら、昼間に会った時のことを思い出していた。

　無造作に蹴ったバケツの中の水で、地面に文字を描いていたが、もちろんこんなのは能力の一端なのだろう。まるでバリアーみたいな真ま似ねまで出来るヒヨリミが、自分以上だと言うのだから相当だと思える。

「でもそれが、男とか女とか言ってるのと何か関係あるの？」

「もちろん大ありだ」

　そう言うとヒヨリミは説明してくれた。

　例の水を飲むと、その強さに応じて影響を受けてしまう。これを避けることは、誰にも不可能らしい。

　そして、女性はどんなに影響を受けようとも、時間の経過と共に『抜ける』……つまり効果は消え、いつしか元の状態まで戻るらしい。

「だが、男のハンドラーは消えない」

「消えないって、どれくらいまで？」

「そりゃあ、永遠にさ。取り入れたモノは、死ぬまで全て残ってしまう」

「………………」

　話していて少し怖くなってきた。

　じゃあもし、ヒヨリミが何かの間違いで変な水を飲んじゃった場合、ずっとその影響が出てしまうってことなんだろうか……考えただけでも、わたしは恐ろしくなってしまった。

「ま、その分、男のハンドラーは激レアでな……というか、生まれてきても、水を操る能力を得るより先に、変な水を取り込んで、生き残ってないってのが実情だろうけど」

「うぅ、だったら、ヒヨリミも気をつけないと危ないよぉ……」

「ははは、大丈夫だって。俺くらいまで来れば、そう易やす々やすと身体には入れさせないから」

　笑ってみせるヒヨリミ。

　確かに例のバリヤーみたいのも、そのためのスキルなのだろう。

「それよりもクォーター……お前が寂しそうにしていると、俺も嫌だからさ……」

　そう言ってわたしの頭をぽむぽむしてくれた。

「やっぱさ……お前は特別なのかも知れないな……」

「……特別？　わたしが？」

「…………………」

　何な故ぜかその問いには黙ったままのヒヨリミ。

　……それはヒヨリミにとって、わたしが特別な存在って意味だろうか？

（てゆーか、それってもしかして……遠まわしに、好きって言ってくれてるのでは？）

「…………………」

（お、落ち着け、落ち着けわたしっ、ヒーヒーフーっ、ここのタイミングは重要なのよ、今こそわたしも想おもいを告げる時、この流れなら好きと言えるっ、いや、むしろ今言わないでいつ言えるのよ！）

「ひ、ヒヒヒヨリミ、じ、じじ実は、わ、わわわたしもっ、す、すすす……っ」

「ス？　スがどうした？」

「…………………」

　あああっ、やっぱ無理～っ、面と向かって好きとか言えるわけないって。このわたしにそんな無む茶ちやな要求しないで！　今こそテレパシーで察してっ！

「いや、以前にお前のことを５００万人に一人って言ったけど……もっと特別かもな」

「ふぇ？　特別ってそういう意味なの？」

「そうだけど……どうかした？」

「あ、いえ、なんでもないですから気にしないで下さい……」

　くそう、我ながら空回りっぷりが酷ひどいね。



　──１週間後。

　気づけばここに来て３週間近くが過ぎた８月も初旬。

　日本では暑い盛りでも、ここカナダの辺境にあるルアンヌの町では、既に朝晩が少し涼しく感じるようになっていた。

「ごちそうさまでした」

　今日の朝食も美お味いしそうに食べてくれるヒヨリミ。

　アジアンフードの店で買って来た納豆入りロールスシ改も気に入ってくれたようだ。

「なあクォーター、また町まで買い出しに行くけど、一緒に行くか？」

「あ、うんっ、すぐ着替えてくるから、ちょっと待っててね」

　駆け足で部屋に戻ると、パジャマを脱いでいつものキャミに着替える。買い出しに行くには、ちょっと照れ臭い服なんだけど、以前にヒヨリミが可愛いと言ってくれたので、わたしもお気に入りになってたりして。

「はふぅ、お、おまたせぇ～」

　ダッシュで中庭に出ると、既にそこにはスクーターに座って準備万端の彼。前カゴには布製のトートバッグが２つ。

　こんな風に町まで一緒に買い出しに行くのも、既に手て馴なれた感じだったりする。

「よし、じゃあ乗ってくれ」

「……あ、うん……」

　返事と共に、しずしずと彼の膝の上にわたしは座る……というか跨またがる。や、抱きつく。

　そして強く背中に回した手をぎゅっとすると、顔をその胸元にうずめたまま声を掛ける。

「い、いつでも、いいよぉ、ヒヨリミぃ～」

「おい、動き出す前から、そんなに強くしがみつかなくても大丈夫だぞ」

「え、あ……わ、わかってるわよぉ」



　走り出したスクーター。

　夏の爽やかな風を感じながら、ルアンヌの美しい町を駆け抜ける。

　サラサラとした、幾筋もの用水路を流れる水の音がわたしの耳にも届いた。

「なあクォーター、今日は何を買って帰るんだっけ？」

「えと、マッシュポテトは絶対に忘れないようにしないと」

「そういえば切らしてたな……て、ほら見てみろよ、あの肉屋、安売りやってるぞ」

「あはは、じゃあ帰りに買って帰ろうねぇ」

　相変わらず、わたしの視界には彼の胸元しか見えない。

　そんな当たり前のことに、いまだに気づかないヒヨリミだけど……別にそれも悪くないかなっと思って、また胸元に顔をうずめた。



　──ルアンヌ駅前、噴水広場。

　大体の買い物を済ませ、いつものように売店で買ったフィッシュ＆チップスとベーグルをつまみながら、早いランチを始める。

　以前はこうやって並んでベンチに座るのも、ちょっとビクビクしていたけど、今ではベンチ一杯に新聞紙を広げる姿も堂々としたものだった。

（……ああ、もしかして今のわたしって幸せの絶頂なのかも？　乙女ゲー的にはトゥルーエンド２ってくらい？　この調子なら、念願のきゃっきゃうふふも夢ではないかも……）

「……て、あら？　ケイじゃない」

　そう駆け寄ってきたのは、以前にも会ったヒヨリミのお姉さん。

　今日もこの田舎町に不似合いな、足元がピチっとしたタイトスカートでキメていた。

「なんだよ姉貴、まだこっちに居たのか……」

「そりゃあ今は休講だけど、やっぱあんたの動向も気になるしね」

　そう言ってベンチに座っていた、わたし達の間にどんと腰を下ろす。

「ところでケイ、この子供だれよ？　なんかペーペーレベルのくせに、私の表情読もうとしてムカツくんだけど」

「ん？　……ああ、姉貴、そういうことか……」

「なーに一人で理解してんのよ、つか、だからそこの小娘、否、ガキっ」

「え、あ？　とゆーか、わたしのこと？」

「他に誰がいるのよ？　どこのガキか知らないけど、いつまでケンカ売ってんのよ」

「……………………」

　えーと、確かこの人は以前にも会ったことあるし、何よりあの時も普通に話していたはずなんだけど……えらく怒りっぽくなってるし。てゆーか、ケンカ売ってるってなに？

「こら、シカトする気か、小娘っ」

「え、いや、わたしには何のことか……」

　と、言い終わるより先に、すたすたと噴水に向かって歩き始めるお姉さん。わたしには一方的に怒ってるようにしか見えない。

　やがて、噴水の前に立つと、その水の中に手を浸ひたし……。

「I zap any broad who screws with me...」

　そう呟つぶやいた瞬間……ドン、という鈍い音が辺りに響いた。

「うわっ」

　たちまち視界が白一色で何も見えなくなり、まるで滝のようにザーザーと空から落ちてくる大量の雨。

　あたり一面が水浸しとなり、わたしだけでなくビショ濡ぬれになった通行人や売店の人達。

（……目の前にあった噴水が、爆発した？）

　一瞬、そう思えたけど、そうではなかった。

　噴水が爆発したのではなく、直径数ｍはあろう噴水の中にあった全ての水が、一気に空へと舞い上がったのだと理解できた。

「どう小娘？　わたしにケンカ売る気なら覚悟しなさいよ、３秒で……パンっだかんね」

　ビショ濡れで、ぽかーんとするわたしに対する言葉だった。

「やめろよ姉貴、大人げないぞ」

「わかってるわよ。じゃあねケイ、もし返事がきたら絶対知らせるのよ」

　それだけを言うと、再びどこかへと歩き去ってしまったミルさん。

　思わずわたしは、その後ろ姿を見ながらタオルで顔を拭ふく。

　見渡せるモノの全てが水に濡ぬれ、濡れていないのは立ち去ったあの人と、わたしの隣でフィッシュ＆チップスを頬張るヒヨリミだけだった。

「くしゅんっ、えと、今のは一体……」

「まあ、気にしないでくれよ、別に本人に悪気があるわけでもないし……なにより最初から覚えてないんだから」

「……覚えてない？」

「ああ、たまに姉貴は記憶が飛んでいることがある。どうせ何か変な水でも飲んだ影響だろうから、放っておけばすぐ元に戻るよ」

「う、うん、わかった……」

　曖昧に答えるわたし。正直言って、それ以上の返答は出来そうにない。

（……よく分からないけど、すごい力だった。水を操れるハンドラーって人が本気になると、あんなことも出来るんだ……）

　３秒でパンとか言ってたのも人間の身体……というか生き物の身体の主成分は水なんだから、やる気になれば簡単なのかも知れないし。

「ま、とりあえずクォーターも、一つくらいはスキルを習得しても良いかもな」

「へ？　スキルって？」

「相手の感情を見ないことだよ。あれは敵対心があるって受け取られる」

「えと……でも、わたしに、そんなこと言われても……別にわざとじゃないし」

「知ってるよ。お前は無意識に見ているだけだろうけど、時には抑えることが出来ないと、余計な摩擦を生んでしまうだろ？」

「はぁ、なるほど。でも、どうやってスキルを習得するの？」

「そりゃもちろん……あ、いや、やっぱり忘れてくれ」

「え～、そんな途中で止められたら気になるよぉ」

「よく考えたら、お前がそんな相手と会う機会ないだろうし、必要ないって」

　むう。そう言われても、あんなの見せられた後だと、なんか怖いんですけど。



    

  
    
      　　　　レイクトラウト

　　　　ルアンヌの町の用水路にたくさん泳いでいる。ちなみに佳奈子はやたらと魚類に詳しい。小さい頃から、釣り好きのパパといっしょにいたため、ちょっとしたサカナ博士である。



　　　　ルアンヌ駅前

　　　　歴史的にイギリス・フランスの名残が多く見られ、全体的に落ち着いた雰囲気である。州都のハリファックスまで電車で２時間ほど。



    

  
    
      
■　第四章　船　■





　──８月が下旬に差し掛かろうとする頃。

　思えば東京を出てから１ヶ月近くが経たとうとしていた。

　今でもヒヨリミに宿題を見てもらったりするので、水を集めるのをお手伝い……というか、お弁当を作ってあげて、間接的にだけどわたしも彼のお手伝いをしていた。

「じゃあ、今日はお洗濯デーだから、わたし先に家に帰ってるね」

「ああ、俺も早く帰ると思うから、晩飯の用意頼むな」

「うんっ、また新メニューに挑戦してみるねぇ」

　お互いに小さく手を振って別れる。

　こんな感じのやり取りも、気づけば恒例のようになっていた。恥ずかしいけど、ちょっとした新婚ちっく？　だったりして思わず一人ニヤニヤする。

「さてっと、まとめて洗濯しようっと」

　実は先日から、彼の洗濯物も一緒にしてあげているのだ。

　古い型の洗濯機でガンガン回すと、スーパーのカゴに脱水済みの洗濯物を入れ裏庭へと向かう。物干し竿は無くて、ここでは洗濯ロープを裏庭の木の幹に巻きつけて使うのだ。大きなシュガーメイプルの木。

　基本的にハンガーは使わずに直接ロープに掛け、もし風の強い日は最初から外に干さないのがこの辺りのやり方らしい。

「ふう、今日は良い天気だから乾くのも早いかも～」

　風に揺れる洗濯物を眺めながら、大きく深呼吸する。わたし至福の時である。

　自分の服と彼の服が並んで干されている姿を見ると、なんとなく頬が緩ゆるんでしまうのだ。

　彼のトランクスとわたしのパンツが並んでる姿は、ちょっと恥ずかしいけど再びニヤニヤが止まらなくなってしまうし。

　しかしブラだけは密ひそかに室内に干している。

　せめてＡカップになれば、堂々と屋外に干してやるのにっ、くそう。

「でもなんか、こーゆーの良いなぁ……夢のきゃっきゃうふふには、まだ遠いけど」

　なんとなく呟つぶやいてみた。

　まもなく夏休みも終わるから、一旦帰国してサヨナラするけど……また冬休みに来れば良いだけだし。

「いっそ大学も、こっちに進学すれば、また一緒に暮らせるし……」



　──漠然ばくぜんとそんなことを考えていた。これからも彼と一緒なんだと思っていたのに……その夜。いつものように浜へとお弁当を持って行った時のことだった。

「おーい、ヒヨリミ、どこ～……て、うん？」

　波打ち際から、波間をじっと見つめたままの彼。その様子は今まで見たこともないような真剣な表情で、なんとなくわたしも声をひそめてしまう。

「……ねえ、どうかしたの？」

「ああ、お前か……実は、待っていた返事がきた」

「……返事？　なにそれ？」

「以前にも言っただろ。もう一つの目的だよ……」

　そう言って彼が指差す波間には、うっすらと光る何か。てっきりいつもの変わった水だと思っていたけど、よく見るとそれは文字のようにも見える。

「えと、それって何なの？」

「手紙だよ。こんなに早く来るとは思ってなかったから、俺も驚いたけどな……」

　それだけを言うと、すたすたと家へと向かって歩き始めるヒヨリミ。

「て、わわ、ねえ、ちょっと待ってよぉ」

　この声が届いていないかのように、一人早歩きでどんどん先に行ってしまう。いつもなら見えなくなるまで離れると、ちゃんと立ち止まって待ってくれていたのに……思わず駆け足で追っても一向に距離は縮まらず、離されるだけの速度差が哀しかった。

「はぁはぁふう、ヒヨリミっ、どうしたのさっ……き……」

　家中を探して、ようやく地下室で見つけた彼。なのにわたしの言葉は途中で止まった。

　薄暗い地下室の中に散乱した、何本もの空のペットボトルと共に居たからだ。

　いや、正確にはつい先ほどまで「空」だったわけではなく、今、空になりつつある。わたしの目の前では、今もごくごくとペットボトルの水を飲んでいる最中の彼がいた。

「……クォーター、ここにまで来たのか……」

　一旦、飲むのを止め、こちらを振り返るヒヨリミ。その口元からは白く光る滴が見えた。

「えと、これって、確か……白く光る水じゃ……」

「ああ、これだけ集めるのに３年ほどかかったよ」

　それは、普段からレアモノと呼んで、ヒヨリミが集めていた例の白く光る水。

　いつも採るだけ採って、どうしているのかと思っていたけど、まさかこんな風に貯蔵しているとは思っていなかった。

「あ、でも以前に、男のハンドラーの人は、飲めないって言ってたのに……」

「もちろんそうさ。全て残ってしまうからな……良い意味でも、悪い意味でも」

「えと、じゃあ、どうして？」

「一つは、この白い水は、感情を持っていない水だからだ」

「……感情がない？」

「つまりは、どれだけ採っても影響がなく、単純に力だけがつく」

　言いながら、また別のペットボトルの水を一気に飲み干すヒヨリミ。

　……光る水をごくごくと飲む姿は、どこか人間離れしたようであり、その姿を見ると、彼が本当にどこか遠くへ行ってしまいそうで怖かった。

「……もしかしてヒヨリミ、どこかに行っちゃうの？」

「ああ……今すぐってわけじゃないが、俺の最終目標は船に乗ることだからな」

「……船？」

「マージナルと呼ばれている。詳しくは知らないが、いつかそれに乗るために、こうやって定期的に力を蓄えているんだ」

　言いながらペットボトルに口をつけると、綺き麗れいに飲み干した。

「以前に言ったな、ある程度の能力を持つと普通の日常生活が送り辛くなると。俺達の意志とは関係なく、強い影響力のある水は勝手に寄ってくるからな」

「で、でも、普通に生活を送っているんだよね？　他のハンドラーって人達も」

「まあな……だけどそれなりに苦労もあるさ。お前も、俺の姉貴を見たろ？」

　先日の、記憶が欠けていると言った時のことだ。

　あの時は、明らかに怒りっぽくなっていたようにも思う。

「例え俺達が、砂漠地帯に移動しようと、雨となり、夜露となり寄って来る。人が生きて行く上で、水から逃げて生きることは出来ない」

「……確かにそうかも知れないけど、それと船に乗ることに、何の関係が？」

「20～30年前から、変な噂うわさがあってな……そこは、そういった者たちが、唯一安心して暮らすことのできる場所だと言われている」

「……それが船？」

「まあな」

「えと、ねえヒヨリミ……よく分からないけどわたしも一緒に……」

「言っておくが、お前には来れない……いや、そもそも乗る資格がない」

「……資格？　資格ってなにか必要なの？」

「大潮の夜に沖に向かって手紙を出すんだ」

「沖に手紙？　よく分からないけど……もしかして、それだけ？」

「ああ、それだけだ。先ほど俺も手紙が届いたと船から返書が来たばかりだ」

　少し拍子抜けだった。まるで幻の存在か何かのように思ったから、どんなに難しい条件かと思ったけど……。

「まあ、もちろん普通の手紙では無いんだけどな……」

　言いながら水の入ったバケツを目の前に置くと、その水面に指先を走らせるヒヨリミ。

「クォーター、お前にも見えるだろう？」

　そこにはまるで、紙に文字を書いたように水面に浮かび上がる文字。どういった原理か分からないけど、薄らと光って水面に揺れていた。

「これが相手にさえ届けば乗船許可がもらえるそうだ。当然、船の位置は誰にも分からないが……それでも相手に届く前に消えるようでは、船に乗る資格などはない」

「それって逆に言えば、相手に届くほど長期間消えないほどの力が必要ってこと？」

「ああ。こんな真ま似ねは世界で１００人も出来ないだろうが……これが条件だ」

　黙って彼の説明を聞いていたけど、少なくとも自分には無理だと思える。

「ちなみにもっと手っ取り早いのもある。船に向かって乗せてと頼めば良い。それだけで誰でも乗せてもらえるそうだ」

「はい？」

「ただし……この広い海で、船を見つけることが出来ればの話だがな」

　今度は、先ほどのバケツを手にすると、わたしに向かって中の水をぶちまけようとする。

「てっ、わ、ちょちょっと、やめ……」

　バシャ─────っ。

　言い終わる前に、勢いよく水をかけるヒヨリミ。てっきりわたしは、ビショビショになったと思っているのだが不思議と冷たくない。

「て、あれれ？」

　ゆっくりと目を開けてみると、そこは真っ白で何も見えない。いや、何も見えないのではなくて、目の前には白い霧のようなものが壁となっていた。

「……俺が見えないだろ？」

　こくん、と小さくうなずく。

　もしこんな真ま似ねを洋上でされたのでは、誰にも見つけることが出来ない。恐らくレーダーのようなものでも感知できないかも知れないし……。

　バシャっ。

　やがて、今まで霧状になっていた壁が、一気に水となって床に落ちる。もう霧の壁も消えて、目の前にはいつものヒヨリミが立っているだけだった。

「まあ、これくらい出来るようでないと、船には乗れない」

「…………………」

　……駄目だ。とてもわたしにはついて行けない。

（ついさっきまで、これからも一緒なんだと浮かれていたのに……いつか彼は、わたしには手の届かないところに行ってしまう……）

「なあクォーター、そんなに思いつめた顔するなよ……船に乗ると言っても、まだ先のことだし」

「でもお……」

　それは、カナダと日本という距離の問題ではなかった。いつかは、どうやっても届かない永遠の別れを意味していた。

「ねえヒヨリミ、それっていつ頃？」

「さあな。時期は俺にも分からない。ただし、乗ることは間違いない。俺にとっては船に乗ることが最終目的だからな」

　……わたしには、船のこともハンドラーのこともよく分からない。興味すらない。

　ただ、ヒヨリミはいつかその船に乗ろうとしている。そこが安心して暮らせる場所ならば、彼にとっても良いことなのかも知れない。

　だけど、仮にそれが本当に最良だったとしても……頭で、理屈で、そうだとわかっていても、わたしの心や感情とは、また別のものだった。

　……例え小心者チャンプだとしても、ここは引き下がるわけにはいかない。ここで引き下がってはいけない。

「じゃ、じゃあ、わたしも船に乗る資格を手に入れてみせるっ！」

「はあ？　お前が？」

「あ、もちろん、今すぐじゃなくても……えと、そのう、いつかきっと……」

「そりゃ、お前も水が見える人間だから、その可能性は０では無いけどさ……」

　少し呆気にとられたような顔を向けるヒヨリミ。

　わたしだって、それが本当に可能かどうか分からない。分からないけど、彼と一緒に居るためにそれが必要なことならば、いつかきっと……。

「ま、無理すんなよ。それより帰国までの間、よろしくな」

　そう言って優しく笑ってみせてくれた。



　──翌日。朝。

「じゃあ、今日は遅くなると思うから、先に寝ておいてくれよ」

「あ、うん、行ってらっしゃい」

　玄関先でヒヨリミを見送ると、わたし（とクマ）はキッチンで遅い朝食の続きを始める。

　なんでも今日は、街で用事があるために駅前へと出掛けるとのことだった。

「はふう……」

　キッチンで一人、ロールスシを食べる。

　カレンダーを見ると８月21日。ここに居るのも残すところ10日ほどだった。

　窓から見えるルアンヌの町は、相変わらず穏やかで美しい。

　少しだけ涼しくなった海風も心地よいのに、何な故ぜかわたしの心は晴れなかった。

「いや、何故ってのは違う……」

（……自分はどうしてこんなにも寂しく思うのか？）

　その理由は考えるまでもない、わたしはヒヨリミが好きなのだ。

　なのにわたしは知ってしまったのだ。いつか彼は手の届かぬところへ行ってしまうと。

「昨日は、いつか船に乗る資格を手に入れてみせるって言ったけど……」

　そもそも、どうすれば、そのような力が身に付くのかが分からない。少なくとも帰国までのたった10日ほどでは無理だろう。

「……ふう、今日は体操もお休みしよう。そんな気分になれないし」

　コンコン。

　突然のドアをノックする音に、心臓がドキっとした。

　コンコッコンコンコン♪

「あ、はいはい、すぐ行きます……」

　せわしなくというか、妙にリズミカルなノックをする相手に声を掛けドアへと急いだ。

「ちーす、カナコ、久しぶりー、元気してたぁ？」

「あ、ええと……ミルさん？」

　思わず、たじろいでしまった。

　目の前でニコニコするのは、先日も駅前で会ったヒヨリミのお姉さんであるミルさん。

「じゃ、ちょっと上がらせてもらうわね♪　あ、これ、お土産のクッキー、ささどぞっ」

　あの時とは全く様子が違って、今日はすこぶる上じよう機き嫌げんの様子だし。

「おー、あんたも元気そうね、わしゃわしゃわしゃっ」

　クマに向かって、まるでムツゴロウさんのように頭の毛をわしゃわしゃとする。少し嫌そうな顔をしてるけど、クマもされるがままだし。

　……もしや野生の勘？　が、戦っても敵わない相手だと諭すのだろうか？

「で、カナコ、この前は悪かったわねぇ、たま────────に、変なの飲んじゃっては、失敗するのよねぇ、いやはや我ながらチャレンジャーで困るわ、あははははっ」

「は、はあ、大変ですねぇ……」

　てゆーか、今もなにか変なのを飲んだ状態では？　どっちかとゆーとアッパー系のを。前に会った時は、３秒でパンとか言ってたのに大違いだった。

「そいえばさ、ケイの奴やつ、なんか言ってた？　船に乗らなかったみたいだけど」

「あ、ええ……今は乗らないけど、いつかはって」

「ふーん、あいつなりに考えがあるんだろうけど、それじゃちょっと困るのよねぇ、私の立場としては、今すぐにでも乗って欲しいからね～」

「……今すぐに？」

「ああ、そんなとこで引っ掛からないでよぉ、いやーん♪」

「て、わわっ、だ、抱きつかないでぇ、そんな脈絡もなく」

「てゆーかさ、あいつも酷ひどい奴よね？　こんな可愛い子を残してさ、いつかは船に乗っちゃうのよねえ、あんたも寂しいわよねぇ、あんなに好きだったのにぃぃ」

「えっ……いや、別にわたしは…」

「ぷぷぷぷっ、なーに、無駄に否定してんのよ、お姉さんくらいになれば、40色くらいまで状態を判別できちゃうのに、ぷくくくっ、むーだーなーのーよー、ぷぷぷぷぷっ」

　なんかもう否定とかよりも、お姉さんの反応の方が気になるかも。

「で、そんなカナコに耳寄りな情報。貴女あなたも船に乗れるようにしてあげようか？」

「ええっ、そんなこと出来るんですかっ」

「まあね、あなたさえその気なら、明日にでも乗れるわよ」

　……今まで、その術さえ見つからなかったのに。もしミルさんの言葉が本当ならば、またヒヨリミと一緒に居ることが出来る。

　たとえ今は別れても、永遠の別れってことはなくなる……。

「……でも、ま、本当はカナコの場合、なにもしなくても乗れるんだけどね……」

「はい？　なにか言いました？」

「いあいあいあ、何でもないから気にしないで～、わっふーっ」

　なんかいま、ぼそっと凄すごいこと言われたような。

「とにかく貴女あなた、これからもケイと一緒に居たいんでしょ？」

「は、はい、お願いしますミルさんっ、わ、わたしも船に乗れるようにして下さいっ」

「じゃあ、夜に浜辺に来てねん、まってるわよ──ん♪」

　その言葉を最後に、変なポーズ付きで、部屋を出ていったミルさん。

　……よく分からないけど、これはもしや……いや、まずは深呼吸しろ、わたし。

「ふはふはふは、ヒーヒーフー、ヒーヒーフ～……ふう、落ち着いた」

　相変わらず話の流れが見えないけど、これからもずっと一緒で居られるための……そんな資格を手に入れられるのならば……。



　──すっかりと日の落ちた夜の11時過ぎ。

　ヒヨリミからは用事で街に泊まりとの連絡もあり、わたしは一人、真っ暗な浜辺でミルさんの姿を探していた。

「ミルさーん、どこです～？　もう来てますかぁ～」

　返事がない。

「……やっぱりまだ来てないのかなぁ？」

「…あ、ここ……ここいるから…」

「って、うわっ、足元に居たっ、力なく体育座りしてるしっ」

「……カナコ…じゃあ、準備するんで……よろ…」

「あ、はいはい、よく分かりませんが、何卒よろしくお願いしますぅ」

「……まぁ、やるだけ…やるんで……」

　それだけを言うと、ぐた～っとした感じで波打ち際へと歩き始める。

（どうやら、また変なのを飲んだみたい……今度はダウナー系のを）

「……じゃあ、あんたには借りもあるし……これも仕事だから……」

「……仕事？」

「…そこはスルーで……じゃ、いくわ……」

　そして膝まで波に浸つかると、背中に背負っていた何かを取り出すミルさん。

　一体なんだろうと思っていると……。

「……ナイフ？」

　月明かりを受け、黒光りするナイフ。それも刀と思えるほどの長さだった。

「って、まさかっ……」

　その時わたしは、以前にヒヨリミから聞いた、一つのことを思い出していた。

『……正確には血に寄ってきているんだろうな……』

「もしかしてミルさん、レアモノを呼び出す気なんじゃ……」

「うん……その通り。今、私、かなーりのドーピングでレベル高いんで……ドバドバ流したら、すげーの来ると思うから」

「や、ドバドバって……」

「……やっぱ、腕一本って感じかなぁ……ちょっと痛そうで嫌だけど……」

　抑揚のない声で言うけど、その内容はとても怖いものだった。

　……いつもヒヨリミがレアモノを呼ぶ時でも、血は一滴か二滴程度だった。

　しかも元々の能力の高さでも、ミルさんの方が遥はるかに力が上だと言っていたし、更に今は、なにかのドーピングで通常以上の状態だとも思える。

（……確かにこの状況で水を呼ぶと、とんでもないのが来るのかも知れない……）

「ほら……きっと、すげ──の来るから……それ飲んだら、あんたでも乗る資格できると思うよ……船に…」

「で、でも、だからって、腕を落とすなんて……」

「……だから、これも仕事なんだって……それよりカナコ、あんたそれ飲んだら半年くらいは消えないと思うけど……覚悟ＯＫ？」

　そう言って手に持った、長いナイフを振り上げたまま、わたしに問う。

「………………」

　……そりゃあ、これからもヒヨリミとは一緒に居たい。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そのために船に乗る資格を得る方法が、これしか無いのだとしても……でもやっぱり、腕を落とすなんて行為は、とてもわたしには言えそうにない。

「……もう、あんた世話焼かせるわね……じゃあ、勝手にやらせてもらうわ……」

「えっ、ちょ、ちょっと待って……」

　そんな制止の言葉も無視するように、一気に自分の腕へとナイフを振り下ろした。

　バシャバシャと海面を叩たたく水音が響き、月明かりの暗い海よりも、もっと濃く黒い色が彼女の足元に広がる。血だ。

「……さあ、早く寄ってきなさいよね」

　言うと同時に、沖の波間へとナニかを放り投げるミルさん。

　水面をゆらゆらと揺れ、ゆっくりと沈んでいくソレが、最初なにか分からなかった。

　でもそれが、ミルさんが自ら切り落とした腕であることを認識した時、わたしは気を失ってしまった……。



　──翌朝。

　清すが々すがしいカナダの夏。

　ここルアンヌの町にも爽やかな朝の日ひ射ざしが差し込んで……いると思われる。

「なんで真っ暗なんだろう……あと、死ぬほど身体が重いし」

　てゆーか、このケモノ臭さはあれしかない。

「ちょっと、こらあ、どいてったら、もうクマ、クマっ」

　クマの身体をぱんぱんと叩き、どうにか頭だけ這はい出す。

「あら、おはよう。仲良いのね、あなた達」

「て、あ……ミルさん？」

　そこには、片腕に包帯を巻いたミルさんの姿。

　あの時はドーピングで超ダウナーだったのに、もう普通の状態に戻っているようだった。

「て、そういえば腕を切り落としたはずだったのに、なんかくっついてるしっ」

　首から包帯で吊るしながらでも、ちゃんと繋つながっているように見える。腕を切り落とし、それを海に放り投げたまでは覚えていた。

「バカね、ちゃんと拾いに行ったし、くっつけるくらいなら簡単なのよ」

「……簡単？　切り落とした腕をくっつけるのが？」

「ええ、そりゃあ１分以内じゃないと、繋いでもすぐに元通りってわけにはいかないわよ……なにより痛いから滅めつ多たにしたくないけどね」

　笑いながら包帯で吊るした腕を動かしてみせるミルさん。

　もちろんこれは、医者の治療によって治したのではなく、自らの能力でくっつけたという意味なのだろう。

　水を操れるのならば自分の身体に対して、治療的なことが出来ても当然かも知れないし。なんたって人体のほとんどは水なのだから。

「とはいえ、当分はまともには動かせないから、この状態だけどね」

「えと、ごめんなさい、わたしのせいでミルさんに大ケガさせてしまって……」

「別にいいわよ。これも仕事だし、おかげでレアモノもゲットできたし……て、ほら見なさいよカナコ、これが目的の水よ」

　指差したのは、テーブルの上に置いた小さなガラスコップ。そこには明らかにヒヨリミが集めていた水よりも、更に明るく輝く白い水があった。

「ケイに教えてもらったでしょ？　本来ならこの水は、貴女あなたの前に現れるような代物じゃないのよ。ま、その分フツーじゃ呼べない代物でもあるんだけどね」

「えと、よく分からないけど、これ飲んだら、わたしも船に乗れるんですよね？」

「ええ、十分に船に乗る資格があるはずよ、レベルだけならね」

「……レベルだけ？」

「そう、レベルだけ。言ってみればパワーはあるけどスキル０って感じね」

「？？？」

「つまり、ハンドラーと呼ばれる域になるためには、最低限のスキルも……て、もう良いわ、このへんの説明は。どうせあなたには必要ないわけだし」

「……必要ない？　今一つミルさんの言ってることが理解できないんだけど」

「いいからいいから。それより覚悟は出来てる？　これを飲んだら当分は身体から消えないから、普通の生活を送るのも大変になっちゃうわよ」

「あ、うん、それは大丈夫……覚悟は出来てるから」

「そう。いい根性してるわ。じゃあ飲んで良いわよ」

　そう言って、例の真っ白に輝く水の入ったコップを手渡すミルさん。

　わたしは一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしてから、そのコップに口をつけた。

「ごくごくごく、ふぅ～って辛っ、」

　一気にコップの水を飲み干す。味は以前に飲んだのと同じで塩辛いだけだった。

「あのう、特になにか変わったようには思えないんですけど……」

「ま、そんなもんよ。カナコくらいじゃ実感なんて無理だし」

「てっきりこれを飲んだ瞬間から、変身でもする勢いだと思ってたのに……」

　……さえない小心者チャンプを卒業して、今後はスーパー？　佳か奈な子ことして大活躍！　と以前にも夢見た？　密ひそかな期待は今回もあっさりと終了したらしい。ま、そうだよね。

「とにかくカナコ、どんなに力のある水を飲んでも、スキル０じゃ意味ないのよ。むしろ変な水だけ呼んじゃうから、日常生活に困るだけなのよ」

「……あのう、なんかさっきから聞いてる限りでは、船に乗るより先に、そのスキルとやらを覚えないといけないような……」

「だから、その必要は無いんだって。貴女の場合は……て、それよりも、とりあえずシャワーでも浴びましょ」

「へ？　シャワー？」

（……もしかしてシャワー浴びることが、先ほどのスキルと関係あるのだろうか？）

　てなことを考えていると、何な故ぜかわたしに背中を向けるミルさん。

「ほら、ブラ外してくれる？　あとスカートのジッパーも」

「え、あ、はいはい」

　よく分からないながらも、言われるままにブラのホックを外す。どうでも良いけどミルさんは、凄すごいバインバイーンな感じだ。バスト１００くらいありそうだし。なんか自分と比べると悲しいものがあるかも。

「て、カナコ、なにボケ～っとしてるのよ、ちゃんと全部脱がしてよ」

「ええっ、もしかして、わたしが脱がすのぉ？」

「だって私、手がこんな状態なんだから、服だって脱げないでしょ」

「あ、ええ、そうでしたね……すみません……」

　しずしずとわたしはミルさんの服を脱がせる。とゆーか、女同士とはいえ、なんとなく恥ずかしいんですけど。目の前で巨乳をゆっさゆっさ揺らされると。

「じゃあシャワー浴びるから、貴女あなたもさっさと服脱ぎなさい」

「ええっ、わ、わたしもっ？　てゆーか、どうして一緒にシャワー浴びるんですかっ」

「いいからいいからって、ほらさっさと脱ぎなさいよ」

「うぅ、なんかすっごく照れくさいかもぉ……」

　渋々ながら服を脱ぎ始めるわたしを、じ～っと眺めるミルさん。時折「うふふ」といった感じの笑みまで浮かべて、ちょっと怖い。

「あのう、あんまり見ないで頂けると助かるのですが……」

「もう、なにを恥ずかしがってるのよ、カナコったら」

　そう言ってケラケラと笑うと、またゆっさゆっさと揺らしてみせる。

　この超ボイーンなお姉さんの前で、小学生（それも低学年）と間違えられるわたしの脱衣状況は、非常──に照れくさいというか、悲しいものがあるかも。

　つか、これはどんな羞恥プレイなんだろう？　……もしや新手のいじめ？



　──シャ──、それから一緒にシャワーを浴びるわたし達。

　もしかして何かの特訓が始まるのかと思っていたけど……。

「カナコ、そこ、そこもうちょっとシャンプーして」

「あ、はいはい、こんな感じで良いですか」

　単純にミルさんの背中を流したりシャンプーを手伝ってるだけだった。まあ、片手しか使えないから一人じゃ大変なので当然だけど。

「やっぱり、さっき言ってたスキルとは関係ないんですか？」

「そうでもないわよ。少なくとも当分の間、あなたは一人でシャワーは厳禁よ。もちろん食事もそうだけどね」

「へ？　じゃあこれからは、どうやってシャワー浴びるの？　てゆーか、どうして？」

「そりゃあ必要なことだから……て、やって見せた方が早いわね」

　そう言ったかと思うとミルさんの……いや、わたしにも降り注いでいたシャワーの水が、突然壁へと向きを変えた。

　その途端、バシャバシャと壁へと叩たたきつけられる水。

　正確にはまるで見えない傘が頭上に現れ、わたし達を避けて浴室の壁へと弾き返されたように見える。

　これは以前にもヒヨリミが見せた、水を弾くバリアーのようなものだった。

「えと、ミルさん、これって一体……？」

「よく見てみなさいカナコ、そこ、少しだけ色が違うでしょ？」

「あ、ホントだ、ちょっとだけ違うかも……」

　指摘されて弾かれた水を見ると、わずかに青い色をしていた。わたし一人ならば、気づかなかったかも知れない。

「まあ、別にこの程度の水なら害は無いわ。うっかり飲んだところで５分ほど悲しい気持ちになって終わりでしょうから……だけどこれからは違うのよ」

「えと、違うってどういうことですか？」

「あなたが強くなればなるほど、強い水も引き寄せてしまうわ。もしそんな水を身体に入れたら、その影響も大きいってことよ」

「その理屈は理解できますけど……もしかして、防ぐ手段ってのは……」

「ないわ」

「わ、キッパリ言い切られたっ」

「だって、力のある水は勝手にやって来るんだもん。こちらが気をつけるしか防御手段はないわよ」

　そこまで聞いたところで、大体わたしにも理解できた。

　ハンドラーを目指すならば、まず最初に防御を学ばなければならないのだろう。

　この場合はヒヨリミやミルさんもやってみせたような水を弾く術で、そのスキルが無いことには日常生活を送るのも苦労するだろうし……。

「でも、ま、別にカナコは、こんなスキル覚える必要ないから」

「えと、それさっきも聞いたけど、それじゃ困るんじゃ……」

「良いから良いからって。ちゃーんと、お姉さんには考えがあるんだから」

　それだけを告げると、先になって浴室から出るミルさん。

　相変わらずわたしには、その理由が分からなかった。



「ふう、さっぱりしたわね～っ」

　バスタオルで身体を拭ふくミルさんと並んで、わたしも着替えを始める。

　そういえば、着替えもわたしが手伝うのだろうか？　片手でブラとかパンツ穿けないだろうから当然そうなりそうな気がするけど……。

　脱がせるのも恥ずかしかったけど、着せる時は、もっと恥ずかしいような。

　てなことを一人で考えていると、ミルさんの言葉はわたしの予想のナナメ上だった。

「あ、よく考えたら着替えの下着持ってきてないわ、カナコ貸して」

「……貸してって、わたしのですか？」

「だってしょうがないでしょ、持って来てなかったんだもん」

「いやいやいや、わたしも今日は替えが一つしか無いですし、第一ミルさんには、絶対に無理ですって、つか、明らかに無理でしょっ」

　自慢じゃないがわたしのブラはＡカップ……いやホントはＡＡのペッタンサイズ。

　それに対してミルさんはＦかＧくらいありそうだし。それにお尻のサイズを考えてもわたしのパンツが穿けるとは到とう底てい思えない。

　もし無理に穿けたとしても、どんだけハイレグの水着やねんって感じになりそうだよ。

「いいからいいから、ちょっと試しにブラつけてみるから、背中のホック止めてよ」

「え、ええ、わかりましたけど……明らかにサイズが足りてないですよ？」

「大丈夫よ、思いっきり引っ張ればなんとか着けられると思うわ」

　普通で考えれば、わたしのブラが着けられるとは思えない。物理的に。

（……だけどもしかしたら、ハンドラーの能力には、そーゆーことも可能な技があるのかも知れない）

　なのでわたしは、明らかにサイズが足りてないと思いつつも、思いっきりブラを引っ張ってみることにした。

　どうでも良いけど、女同士が素っ裸でブラを引っ張ってる姿は異様な気がする。

「じゃあ行きますよぉ、そーれっ」

　ぎゅうっ。

「痛い痛い痛いって、や、止めて潰れるから止めて、乳がっ」

「え、あ、はい？」

　たった１秒でギブ宣言が出てしまった。

「カナコ、あんた私の乳になにか恨みでもあるのっ!?」

「………………」

　……自分でやれって言ったくせに。あとハンドラーの能力とか全然関係ないし。

「しょうがない、ブラは諦めるから、パンツだけでも穿くことにするわ」

　言うと同時に、今度はわたしのパンツを引ったくり、足を通そうとするミルさん。

「ちょ、ちょっと、絶対に無理ですから、そんなパンツを引っ張らないで下さいっ」

「いやいやいや、こう見えてもパンツのゴムは伸びるのよ」

「それでも、限界ってものがありますって、むしろわたしのパンツに何か恨みでも？」

　そんなわたしの制止も聞かずに、ミルさんは無む理り矢や理りに足を通そうとする。パンツのゴムが、これでもかってくらいに伸びていた。いやもうだから無む茶ちやだって。

「うーん、さすがにお尻の途中で通らないわね……諦めるわ」

　そしてゴムが完全に伸びきってしまい、びよ～んとなったパンツを返してくれた。

「……いや、こんなの返してもらっても、ストンと落ちて穿けないんですが」

　こんなことなら洗濯物を溜ためずに、ちゃんとやっておけば良かった。佳か奈な子こ反省。わたしも他の替えとか持ってないのに……。

「まあ、しょうがないわカナコ、下着は諦めて服を着ることにしましょう」

「はうん、そうですね……しょうがないけど」

　二人して先ほど脱いだ服を着始める。もちろんノーパン・ノーブラの上に着ていた。

「ねえカナコ、こーゆーのも夏っぽくて悪くないわね？」

「そ、そうですか？　わたしは、なんかこう、スースーして変な感じだったりして」

　ノーパン状態でミニスカートを穿くと、余計に恥ずかしい気がする。なんとなく内股気味で、スカートの前をもじもじと手で押さえてしまったりして。

「て、んん？　今度は一体なにを……」

　ふとミルさんを見ると、今度は化粧を始めていた。

（……どうして今、お化粧をする必要があるのだろう？）

　普通で考えれば理由は二つしかなかった。一つは、誰かここにやってくる人がいる場合。もう一つは外出するつもりである。

　少なくとも前者であって欲しいと願いつつ、わたしは確認の意味も込めて尋ねてみる。

「あのうミルさん、そのお化粧は何のために？」

「ん？　そりゃ街まで行くからに決まってるでしょ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　……後者だった。我が耳を疑いたくなる発言だったが、当のミルさんはさも当たり前のような感じだし。

「ちょ、ちょちょちょっ、それはアリエナイですってっ」

「まさかあなた……私にすっぴんのまま外に出ろとでも？　殺すわよ」

「ち、違います、そんなことは些事です、もっと大きな部分に目をやって下さいっ」

「カナコ、20代（後半）の女性にとって化粧は命よ。すっぴんなんて死ねと同義よ？」

　……ダメだ。明らかに論点がズレている。

　確かにわたしは弱々チャンプであるけど、これはそういった問題ではない。

　今、わたし達はノーパンであり、二人ともスカートである。しかもミニスカである。この状況で、街に出掛けるとゆー事態と比べれば、顔がすっぴんであるかなんてどうでも良いって。

「さて、変身（化粧）終わり、じゃあ行くわよカナコ」

「ほ、本気ですかミルさんっ、とゆーか、そもそも何しに行くんですかっ」

「ん？　朝ゴハン買いに。オナカ減ったから」

「……そんなことのために強行するんだ。ノーパンで……」

　やがて、無理矢理玄関から表に出されてしまったわたし。

　試しに先ほど脱いだばかりの下着を身につけようとしたら、ミルさんに汚いからダメと怒られてしまった。なんてゆーか、色んな意味で価値観が違いすぎる。

　そして玄関先から歩いて、そのままバス停に向かう……のかと思ったら、いつものスクーターの前で足を止めた。

　……なんか更に嫌な予感がするんですけど……。

「ねえカナコ、スクーターの二人乗りの仕方って知ってる？」

「ええ、まあ……よく存じておりますが……」

「じゃあ話は早いわ、よいしょっと」

「て、わっ、やっぱりそれなのぉ～」

　じたばたとするわたしを、ひょいと膝の上に乗せるミルさん。もちろんいつもヒヨリミとやっていた、抱き合うような姿勢だ。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく全く同じ行動を取ることに、しみじみ二人が姉弟であることを思い知った。悪い範例だけど。

「ちょ、ちょっと待って下さいっ、いやマジ勘弁して下さいって」

「どうしたのよ？　さっきからあなた騒がしいわね？」

「だ、だってこのまま走り出したら、どうなるか考えて下さいよぉ」

　わたしは自分のスカートから覗のぞきかけたお尻を見せる。既に座っただけの状態で、少しお尻が見えかけているのに、このまま走り出せば大変なことになってしまう。主にわたしが。

「うん？　別に良いんじゃない。夏なんだし涼しげでさ」

「いやいやいやいやいやいやいや、涼しげの一言で片付けないで下さいって」

「なに言ってるのよ、わたしなんてこーよっ、ほらっ」

「て、うはあっ」

　わたしを膝の上に乗せたまま、自分の足は大きく開いてみせるミルさん。

　例えるならばヤンキーの人がスクーターに乗る時のような感じだ。

　スカートでその体勢からバイク乗るのも凄すごいと思うけど、ノーパンでそれをやるから凄いとゆーレベルを超越している。

「てゆーか、見えてる、見えてますってば、お姉さんっ」

「あらやだ、別に無理して見せてるわけじゃないから、見ないでよ」

　……ダメだ。全く通じそうにない。

　すっぴんなのは耐えられないくせに、ノーパンで見られるのは平気らしい。

　文化的な価値観の違いってのもあるだろうが、恥ずかしさのベクトルも違いすぎる。あ、だけど、あのヒヨリミのお姉さんって部分は理解できそうかも？

「それじゃあ出発するわよ」

「て、わわっ、本気なんですかぁ」



　……走り出したスクーター。

　夏の爽やかな風を感じながら、ルアンヌの美しい町を駆け抜ける。

　幾筋もの用水路が朝の日ひ射ざしに、キラキラと輝いている……と思われる。

　わたしはお姉さんの、バインバイーンな胸に顔を埋めていたのでなにも見えない。

「ねえカナコ、ここは綺き麗れいな町でしょう」

「あ、うん……」

　見えないけど。あ、いや、見たくもありませんし。想像したくもないけど、恐らくわたしのスカートは全力でひるがえり、お尻丸出しなのだろう。

「ほら、すごいウケてるわよ、若い警官も手を振ってるし」

　しかもミルさんは、時折聞こえてくる喚声に足を伸ばして応えていた。ノリノリだ。

（えーと、お姉さんはわたしよりもミニスカートで、しかも前を向いて走っているわけで、その状態から足を大きく開いてみせるってことは、つまり……）

　……いや、もう想像するのは止めよう。

「ちょっとカナコ、あんたもリアクションしてあげなさいよ。ノリ悪いわねぇ」

「……無む茶ちやなこと言わないで下さい……」

　むしろ、なにも聞こえない聞こえない。見えないし。

　……でも日本だったら色々と問題になりそうなのに、ここでは実にあっけらかんとしている。サバサバしているとゆーか、ヌーディストビーチも伊だ達てではないというか。

　これもお国柄なのかも知れないけど、やたら陽気だし、この人達。



　ようやく到着した駅前。

「はぁふう、もうダメ……立ち直れないかも、ガクリ……」

　ふらふらとバイクを降りると、力なく呟つぶやいてしまった。

　とゆーか、小心者チャンプとか以前に、バイク走行中、不特定多数の人にお尻を見られたジョシコーセーなんて、そうそういないだろう。いや、いてたまるかっ。

「ねえカナコ、あなたベーグルで良かったわね？」

「ええ、なんかもう食欲どころじゃないですけど、それで……」

　一緒に買ってきたローストラムとリンゴを半分こして、ベンチへと新聞を広げる。

　さも当然のように足を組んで座るミルさんに、あのう、見えてますよ？　と、言おうとしたけど止めた。きっと気にもしてないだろうから。

（……最初はスーツとタイトスカートのインテリっぽいイメージだったのに、行動の大雑把さはヒヨリミと同じだし。二人とも、見た目だけは無駄に美形なので気の毒にすら思えるよ）

「て、カナコ、ちょっとそれ貸しなさい」

　突然、飲もうとしていた紙コップを取り上げるミルさん。

　一体なにをするのかと思っていると、そこに自分の指を入れてくるくるとかき回した。

「はい、これで飲んでも大丈夫よ。一応、中和しといたから」

「……もしかして、変な水が入ってたの？　わたしには見えなかったけど……」

「念のためよ。今のあなたって、無防備の状態なんだから気をつけないとね」

　そう言って自分の紙コップの水を一気に飲み干してみせる。

（……なんか、色々と大変そうかも）

　今更だけど改めてわたしは認識した。シャワーもそうだけど、普通に日常を暮らすだけでも気をつけないと。

　ミルさんが言うには、身体から水の影響が消えるまで、数ヶ月はかかるそうだし……。

「それにしても、ケイ遅いわね、そろそろ時間だってのに……」

「えっ、ヒヨリミが来るの？」

「そうよ。実は今日、ここで待ち合わせしてたのよ。ケイから聞いてなかった？」

「あ、うん、全然……」

　昨日は珍しく街まで用事で出掛けたヒヨリミ。恐らくはミルさんと連絡を取っていたのだろうけど、わたしには初耳だった。

（……て、そういえばミルさんって、普段なにをしているのだろう？）

　ヒヨリミもそうだけど、二人ともいつもヒマそうにブラブラしているし、そもそも、ハンドラーの人の職業って気になるかも。

「あのう、突然ですけどミルさんって、何かお仕事されているんですか？」

「ええ。仕事ってゆーか、助教授だけど」

「ジョキョージュ？」

　あまりに意外な単語だったので、思わずオウム返ししてしまう。

「ほら、駅の向こうに大きな建物が見えるでしょ？　あの大学院よ」

「……大学の助教授……」

　しかもミルさんが指す建物は、この田舎町に不似合いの有名な大学の研究分校だった。以前のヒヨリミの出身校も驚いたけど、どうしてこの人達は無駄に頭が良いの？

「ねえカナコ、ついでに教えてあげるけど、ケイもあそこの院生なのよ」

「あれ、ヒヨリミって大学生だったの？　たしかオックスブリッジ卒業したって……」

「だから大学院生よ。大学を出て、今は私の研究チームに参加しているわ」

「……はあ、なんとゆーか、色々と驚きの連続なんですが……」

「別にカナダでは珍しいことじゃないのよ。日本の大学からは少ないけど、イギリス大やアメリカ大を出てから、カナダ大学院への留学ってのは」

「いえ、そーゆー意味ではなくて……」

　……ヒヨリミの大学院生も違和感ありまくりだけど、ミルさんの助教授はもっと信じられない。

　つか、似合わないって。今もミニで足を組んでるから見えてるし、このお姉さんは。

「そうね……カナコには少しだけ教えてあげようかな。どうせケイからも聞くだろうし」

「えと、教えるってなにをです？」

「実はね……私の助教授ってのは、表の肩書きなのよ」

「……表？　とゆーことは、裏……本当の職業が別にあるってこと？」

「まあ、そんな感じね。あ、細かいことは聞かないでよ、答えるつもりもないけど」

「え、あ、うん、それは良いけど……」

　とゆーか、なんか怖くて聞きたくないし。

「と・に・か・く、あなたは船……マージナルに乗りたい。そして私は、ケイを今すぐ船に乗せたい。ここまではＯＫ？」

「あ、うん」

「だから私は、あなたに船に乗るための資格を与えたの。結果としてそれが、今すぐケイを船に乗せることに繋つながるからよ。ちなみに私は、色々あって船に乗ることが出来ないの。これが全てで嘘は一切言ってないわ」

　そこまでを一気に答えると、再びベーグルを咥くわえるミルさん。

　恐らく嘘は言ってないと思うけど、どうしてわたしに力を与えることが、今すぐヒヨリミを船に乗せることに繋がるかは分からない。

　それにミルさんは船に乗れない理由ってのも。

「あ、やっと来たわね。おーい、ケイ、こっちよー」

「悪い、少し遅くなって……て、なんだ、クォーターも一緒か」

「あ、うん、ミルさんと一緒にスクーターで来たの」

「そっか、姉貴の運転は荒あらいから大変……てっ、お、おいっ」

　何な故ぜか突然、そこでヒヨリミの顔色が変わった。まだ話している途中だった。

「これは、姉貴の仕業か……」

「あら、さすがね。見ただけで気づくなんて」

「一体どういうつもりなんだ？　こいつにとんでもないのを飲ませて」

「しょうがないでしょ。だってあんた、すぐ船に乗る気ないみたいだし」

「だからって……いや、どうするつもりだ？　こいつもうすぐ日本に帰るんだぞ？」

　……何やら、わたしのあずかり知らぬところで、口論を始める二人。

　当事者であるはずのわたしは、よく状況が分かってないので、フィッシュ＆チップスを口に咥くわえたまま、どこかのほほんとしていた。

「クォーター、悪いけど、少しここで待っててくれ」

「ふぁい、わかりまひた。もぐもぐ」

「ほら姉貴、ちょっと席を外すから来てくれ」

「て、分かったから、服を引っ張らないでよ」



　＊　＊　＊



「じゃあ姉貴、とりあえず説明してもらおうか？」

　俺達は、ベンチから少し離れたところで向かい合う。

　腕に巻いた包帯からも、珍しく姉貴が、本気で強い水を呼んだのは見てとれた。

「それで、何のためにクォーターに、あんな水を飲ませた？」

「だって、カナコが船に乗りたいって言うから、その資格に必要な水を呼んだだけよ」

「……俺が聞いているのは、その意図だ」

「もちろん、今すぐあなたに船に乗ってもらうためよ。だってまだ乗る気ないんでしょ？」

「それとクォーターと何の関係がある？　それよりもあいつ、今のままじゃ普通に生活するのも困難だぞ？　あの水の影響が抜けるまで、数ヶ月はかかるだろうし……」

「それよ、それっ。だからあの子は船に乗るしかないの」

「て、まさか姉貴、それを狙ってじゃ……」

「はいはい狙い通りですよ。で、ケイ、あの子一人で船に乗れると思う？」

「……無理に決まってるだろう」

「そうよねえ～、下手すれば海に出た途端に死んじゃうわよね～」

　口調は陽気だが、その話す内容は嘘でも大おお袈げ裟さでもない。水を弾くスキルもないクォーターが、今の状態で洋上に出ることは自殺行為と同じだった。

「だったらケイ、あなたが連れて行ってあげるしか無いんじゃない？　あなたもそこまで薄情じゃないでしょ？　愛しいカナコの窮きゆう地ちなんだからさ」

「………………」

　謀られた……ということだろうか。

　姉貴の立場を考えると、すぐにでも俺に船へ乗って欲しいのも理解できるが、まさかクォーターを利用してくるとは想像してなかった。

「貴方あなただって最終目標なんだから、下見のつもりで行ってきなさいよ」

（ふ～……どうしたものか……）

　軽く息を吐きながら、少しだけ考えをまとめる。

「よく聞けよ姉貴……まだ俺は船に乗らないし、クォーターも船には連れて行かない」

「それじゃあの子、明日からどうやって生活するの？　海に出なくても、シャワーだって食事にだって、暮らしの中に水なんて溢あふれているのよ？」

「分かってるよ。でも俺が……ハンドラーが、常に一緒なら守ってやれるだろ」

　常に傍に居て、寄ってくる危険な水は、俺が退けるしかない。

　面倒臭いようだが、ハンドラーのスキルを覚えるには数年を要する。間違っても、姉貴のように自ら水を飲み続け、ハンドラーとして生きる道は、あいつには無縁だ。

　……恐らくあいつの身体から水の影響が消えるまで、半年から１年ほどだろう。

　ならばその間、俺が傍で付き合う方が確実だ。

「でもそれって四六時中いつも一緒ってことよ？」

「……他に方法がない以上は、しょうがないだろ」

「もう、面倒くさいことするわね。船に連れてった方が早いのに」

「……今の状況も、半分は俺の責任かも知れないし……それに、もしかするとあいつは、『特別』かも知れないし」

「あら？　なかなか興味深いこと言うわね」

「まだ現状では、勘にしか過ぎないさ……」

　俺より遥はるかにレベルの高い姉貴ならば、何か気づいているのかも知れないが、それを問い詰めても、答えるような姉ではなかった。

「だけど、学校の問題だけは、姉貴が何とかしてやれよ。あいつまだ高校生なんだし」

「ええ、ちょうど入学シーズンだし何とかするわ」

　……もし本当にクォーターが特別ならば、少しずつ兆候も現れるだろう。俺達の研究にも協力してもらえる。

　そもそも水の力の研究は始まったばかりで、いまだに謎だらけだった。



　＊　＊　＊



「おまたせ、クォーター。じゃあ帰るぞ」

「あれ、ミルさんは？」

「姉貴は用事が出来たから、先に帰ってくれってさ」

「そうなんだ……というか、どうしてスクーターに跨またがってるの？　まさかとは思いますが、このまま二人乗りで帰る気なのでは……」

「もちろん二人乗りで帰るに決まってるだろ。よいしょっと」

「て、わっ、そんな急に抱き抱えないでって」

　ぽふっ。

「はう」

「じゃ、しっかり掴つかまってろよ」

「ちょ、ちょっと待ってって、いやもうマジ勘弁して下さいぃ」

　そんなわたしの声も聞こえないのか、軽快に走りだすスクーター。

　恐らくは豪快にひるがえっているであろうミニスカートと、ルアンヌの町を吹き抜ける夏の爽やかな風が、ついでにわたしのお尻をすーすーとさせていた。

「んん？　これは何ごとだ？　何な故ぜか歩いている人が声援を送ってくれるのだが……」

「そ、そうですか……良かったですね」

「ほらクォーター、あの若い警官なんて手まで振って大歓迎してるぞ」

　だから見えないんだってば。や、見たくもないし。

（……それにしても、さっき二人は何を話していたのだろう？）

　ミルさんによると、一応わたしも船に乗る資格はあるはずなんだけど……当の本人は、どこか行っちゃったし、別にヒヨリミもそのことについては触れないし。

　何より、９月から新学期が始まるから帰国しないといけないんだけど……。

　こんな感じで、のほほんと色々考えていたわたしは、お尻をすーすーとさせながら、まもなく訪れる衝撃？　の報告を受けることになるのだった。



「じゃ、まずはテーブルについてくれ。幾つか報告事項があるから」

　家のドアを開け、部屋に入った途端にそんな声を上げるヒヨリミ。

　きっと先ほどの話だと思いながら、わたしは少し緊張気味に椅子に腰を下ろす。

　どうでも良いけど、まだノーパン状態なので、ちょっと内股気味だ。

「とりあえず、帰りの飛行機はキャンセルして良いから」

「はい？」

「つまり帰国は中止で、当分はここで暮らすことになったから」

「……あのう、突然すぎて全く話見えないんですけど、それって……Ｍｅのこと？」

「他に誰が？」

「ええ──、そりゃまたここで暮らせるのは嬉うれしいけど……」

　突然の言葉にビックリしてしまう。確かミルさんの説明では、船に乗る資格をくれるってことだったのに……いつのまにそんな流れに？

「でもヒヨリミ、ウチのママが何て言うか……てゆーか、わたし来月から新学期だって始まるんだよ？」

「学校の問題は大丈夫だろう。ああ見えて口が上う手まいからな、姉貴は」

「……口が上手い？」

　さっぱりヒヨリミの言っている意味が分からない。

　わたしとしては、冬休みにまた来ると告げて一旦、帰国するつもりだった。

　たとえ、今はお別れしたとしても、ああやって船に乗る資格が得られるのならば、以前のように永遠にサヨナラって不安も無くなるわけだし……。

　──ジリリリ、ジリリリン、

「て、わっ、びっくりした……あー、はいはい、すぐ出ますっ」

　そんな話をしていると、突然、鳴り出した居間の黒電話。

「もしもし佳か奈な子こ？」

「あ、ママ？」

「ちょっとあなた凄すごいじゃないの、ママびっくりしちゃったわよっ」

「ふぇ？　スゴイって何のこと？」

「もう、隠さなくっても良いわよ。さっきウチにも留学の連絡あったところなんだから。高校生の貴女あなたが院生として研究チームに参加出来るなんて普通は有り得ないことなのよ！」

　興奮気味に一気にまくしたてるママ。

　てゆーか、留学？　研究チーム？　しかも院生ってナニ？

「何たってマギルは名門だしね。それに助教授の方も親切だし、あなたのこと才能あるからって推薦して、特待生手続きまでしてくれたのよ」

「は、はぁ…………」

「いやもう、ママも鼻高々だわ、あの佳奈子がマギルだなんて」

　……ここまで聞いたところで、おぼろげながら話が繋つながった。

　マギルとはマギル大学のことだろう。本校はモントリオールだけど、ここルアンヌにも小さいながらも研究分校があるのは知っている。ついさっきも駅前で見たばかりだし。

　そして親切な助教授とは、もちろんミルさんのことに他ならない。

「えーと、ママ……よく分からないけど、わたし留学しても良いの？」

「当たり前じゃないのっ、１年でも２年でも……こんなチャンス滅めつ多たにないんだから、むしろ修士課程を終えるまでは頑張りなさいよ」

「そ、そうですか……」

「ホント、じゃんぷじゃんぷってバカみたいに飛び跳はねてたこの子が、マギルだなんて」

「や、今でもじゃんぷじゃんぷっとバカみたいに飛び跳ねてますよ。あなたの娘は」

「ああ、それと安心して良いわよ。彼と一緒に暮らしていることは、パパには内緒にしておいてあげるから」

　なにをどう安心かは不明だけど、それからも始終ニコニコと話し続けるママと、勢いに押されて、うんうんとうなずくだけのわたし。

「それじゃ佳奈子、パパと佐さ奈なちゃんには私から伝えておくけど、家への連絡だけは毎日必ずするのよ」

　チン、ツーツー。

「そんなわけでクォーター、大体理解できたか？」

「なんか突然すぎて実感ないんですが……」

　恐らくミルさんが、何らかの手を使ってわたしを強引に留学生にしてしまったのだろう。

　助教授という地位を使えば可能かも知れないけど、普通は卒業大学からの推薦状がないと院生の留学は認められないはず。マギルのような名門校なら尚なお更さらなのに。

（……正直言って、わたしには分からないことだらけで……）

　唯一、理解できたのは、まだ当分はここでの暮らしを続けられる。ヒヨリミと一緒に居ることが出来るということだった。

「て、そういえば、ヒヨリミもそこの学生なんだよね？」

「まあ、一緒に通うことになるな……つか、これからは学校だけでなく常に一緒だ」

「……常にって？　今まで通り、ここに住むってことだよね？」

「それ以上だ。24時間、常に俺の目の届く範囲に居てもらう。特に水に接するような……つまりシャワーや食事の際にも、つきっきりだからな」

「ええ──っ、シャ、シャワーまで一緒なのぉ～っ」

「もちろん。お前の身体から、例の水の影響が抜けるまでは、それしか手が無いからな」



　──こうして、夏休みを利用した小旅行は、予想外の展開を迎えたのだった。

（元々、小心者チャンプの性格を改善するための目的だったのに、いつのまにか大冒険？

っぽい感じになってるし……）

　またヒヨリミと一緒に過ごせるのはうれしいけど、なんか逆にピンチになったような、ちょっと複雑な心境かも。



　２日後。８月も残すところ数日となったある日。

「うーん、困ったなぁ……お困りだよぉ」

　まだ早朝の部屋、クローゼットの前には思案中のわたしがいた。

　来週から例の大学院へ通うことになり、今日はその受付に向かうことになっていた。

　……ただし、どんな服を着て行けば良いのか分からない。

　大学なら普通の私服でＯＫだと思うけど、大学院……それも研究関連となると、さっぱり分からなかった。

「やっぱりネクタイかな？　それとも白衣とか？　や、そんなの持ってないけど」

　一通り悩んでから、今まで着慣れた女子高の制服にした。ちなみにセーラータイプ。

　よく分からないけど形式上は留学とゆーことなら、これでも間違いではないはずだ。

「……ちょっと新鮮かも。あとなんか恥ずかしい気が」

　久しぶりに袖を通したセーラー服は、やたら照れくさく感じた。

「おまたせヒヨリミ、学校行く準備できたよぉ」

「うん？　て、クォーター、その服はなんだ？」

「えと、どんな服装で良いのか分からなかったから、高校の制服にしたんだけど……」

「………………」

「あ、もしかして可愛い？　えへへ、似合ってるとか？」

「……海兵か？」

「ちっがーうっ、なにが海兵よぉ」

　や、確かにセーラーではあるけど。

「あのねヒヨリミ、日本の女学生の制服といえば、これが定番なの。わかった？」

「おい、いくら俺でも、そんな嘘にはだまされないぞ」

　……なんだろこの人は？　珍しく本当のことを言ったのに。



　いつものようにスクーター二人乗りで駆け抜けるルアンヌの町。

　もちろん相変わらずの抱っこちゃん状態のため、前が見えないから非常に怖い。けど……いつのまにかこの状態にも慣れてしまったような。

（まあ、ノーパンで何度も走ってるし、今更二人乗りくらいでは何とも無いとゆーか）

　我ながら、違った方向で鍛えられていると思ったところで、彼の胸元に顔を埋めた。

「はい到着っと……」

　言いながら、ぎゅ～っとくっついてたわたしを路上へと下ろす。

「へ～、ここが大学院ってところなんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ま、院と言っても分校だし、どっちかというと研究棟って感じかな」

　その言葉に頷きながら辺りを見ると、芝生の中庭のまわりには幾つもの古びた建物。そのどれもが三～四階建ての古びたビルで、どこか欧州の雰囲気に思えた。

　ワンワン、ワンワン、ワンっ、ウ……。

「うはあっ、よく見たら犬が何匹も走り回ってるしっ」

「ああ、どこかの教授の飼い犬だよ。ここって車両が入れないから散歩に向いてるんだ」

「や、散歩って飼い主いないし、犬だけがフリーダムに走り回ってんですけど……」

　しかもわたしの方を見て、ウって、唸ってる。明らかに敵認識されてますけど。

「じゃ、中に入るから俺から離れないようにな」

「わ、ちょっと待ってよっ」

　ヒヨリミに先導される形で幾つかの廊下を進む。

　ワンワン、ワンワン、ワンっ、ウ……。

「って、廊下にも犬がいるしっ」

　しかもこっちのも怒っている。ヒヨリミに対しては尻尾を振って大喜びなのに、わたしに対しては唸って近づかないのである。つか怖いって。

「……もしや警備犬？」

「なにが？」

「ああ、いや、なんでもないですぅ」

　や、そんなの居るのか知らないけど、思わずそんなことを連想するくらい、そこら中に犬が走り回っていた。しかも犬の奴やつは一定の距離を保ったまま、ずっとわたしを見て唸ってるし。もしや食う気か？

「あ、そういえばヒヨリミ、ここって講義とかフランス語なの？　実はわたし、そこまでフランス語は強くなかったりして……」

「いや、基本的に英語だけで大丈夫だし、そもそも講義とか無いよ」

「ふぇ？　講義とか無いの？」

「そりゃあ大学と違って院だからな。しかもここは研究目的だから、教授に認められて論文発表さえすれば博士課程も終了ってわけだ」

「へ～、そーゆー風になってるんだ、なるにゃる」

　当たり前だが高校生の自分には、大学院など馴な染じみがなかったのでうなずくばかり。

「ま、お前は難しく考えなくても良いから。どうせ、例の水の影響が抜けるまでの間、ここに通うだけだし」

「むう、わかってるけど、せっかく通えるんだから学位も欲しいよぉ」

　なんたって世界に名立たるマギルの学位。これ一つあるだけで、わたしの大学受験の心配は無くなったと言える。それに、本来こんな機会でもなければ入れる学校じゃないし。

　ワンワン、ワンワンっ。

「うはあ、また吠えてるしっ、なんなのこの犬っ、てゆーか、しまいには泣くわよ」

　──それから事務局で、簡単な書類にサインし、わたしの留学は受理された。

　うーん、こんな簡単に済むのは意外だったけど、とにかくこれで９月からはわたしもマギルの研究院生ってことらしい。すごいすごい。



　翌日。とうとう８月も最後の週になった頃。

「ふう、ごちそうさまでしたぁ」

　二人して早い夕食を終えると、食器の後片付けを始めるヒヨリミ。

　以前は一緒に食器洗いをやっていたのに、今のわたしには出来ないのだ。

「ねえねえ、わたしも少しくらいなら手伝おうか？」

「ダメ。チェックする俺の方が大変なんだから、お前は大人しくしていてくれ」

「ふぁーい、わかりましたぁ」

　答えながら、再び足をぶらんぶら～んとさせる。

　そう。例の水を飲んだ影響から、わたしは一切の水との接触を断たれていた。

　正確にはヒヨリミが大丈夫だとチェックした後でないと、勝手に飲むことや触れることも許されないのだ。

（……でも、これは別に良いんだよね。この後に控えている一大イベント？　と比べたら）

「さて食器洗い終了。じゃあクォーター、そろそろ入るか？」

「あ、あのうヒヨリミさん……今日はわたし、あんまり汗もかいてないですから……」

「だからダメだって。お前そんなこと言って、ゆうべもシャワー浴びなかったろ？」

「うぅ、確かにちょっと汗くさいかも……」

　……お風呂も一緒。これが最近のわたしの悩みの種だった。

「でしたら、そのう……以前に提案した、水着の着用案は？」

「却下。ハダカに決まってるだろ、お風呂なんだから」

「でもでもぉ、そうは言いましても恥ずかしいですから……せめて下着だけでも」

「つか水着も下着も一緒だ。俺だって、布地に染み込んだ僅わずかな水まではチェックしきれないだろ？」

「はうん、やっぱり逃れられないのね……」



　シャ───……狭いバスルーム。

　冷たいシャワーを真下でちっちゃくなって受けるわたし。基本、体育座りの姿勢だ。

　その隣では上を見上げたままのヒヨリミ。正確にはシャワーから出てくる水を見ていた。

　ちなみに彼との距離は約１ｍほど。

（……うぅ、これだけ至近距離にいると、なんかもう一杯一杯なんですけど。しかもわたしだけハダカってのが、余計に恥ずかしいとゆーか……）

「んん？　なんか言ったか？」

「て、うはーっ、こっち見ないでよぉ、もっと一心不乱に上を見てて～」

「ああ、わかってるって」

　ふう、びっくりしたぁ。

　とっさに背中を向けたけど、おしりは全力で見られてしまった。防ぎようもないし。

（……よし、とりあえず背面の守りは捨てて、前面だけは鉄壁の防御に徹しよう）

　こっち側を見られたら恥ずかしくて死ぬから。前に一度見られたとか言うなっ。

　とゆーか、どうしてこの家ってバスタブ無いのかなぁ？　サウナルームはあるくせにシャワーだけは雨水を貯めたのを使っているし。

「ねえヒヨリミ、すごーく素朴な疑問なんだけど……」

「なんだ？　水着案なら却下だぞ」

「そうじゃなくて、この落ちてくる水をチェックしなくても、先に貯水タンクの水を見れば良いんじゃないの？」

「…………………」

「その方が早いし、わざわざこんな風にシャワーしなくても良いと思うんだけど……」

「…………………」

　なんなのこの間は？

「うーん……やっぱりダメだ」

「え～、どうしてよぉ？」

「どうしてもっ」

「って、わっ、またこっち見てるし～、ちょっと見ないでよぉ～」

　こんな感じでいつもはぐらかされてしまう。

（……もしやヒヨリミの奴やつ、えっちなんじゃ？　いつもシャワーに入るぞって自分から誘ってくるし、なんかこうニヤニヤしてる気がするし……）

「そういえばクォーター、以前から気になってたんだけど……」

　上を向いたままヒヨリミが話しかける。

「お前、その頭に被ってるのは何？」

「え、ああ、これはシャンプーハットだけど？　洗髪する時用の」

「いや、それは知ってるけどさ……それって子供が使う物だよな？」

　くっ、こいつ……人が気にしてることを。

「あのねヒヨリミ、日本では子供から大人まで普通に使ってるの。ジョーシキだよぉ」

「へ～、相変わらず面白い国だな」

　これは騙だまされたままでいろ。

「じゃあ、これ取ったらどうなるんだろう……」

「て、目がっ、目がしみるぅっ、いきなりシャンプーハット取らないでぇ～っ」

　どたばたじたばた、

「お、おい、こんな狭いところで走り回るなよ」

「あーん、早く返してよぉ～、目が、目が開けられないですぅ～」

「わ、わかったから、ちょっと落ち着けって、ほら」

　すぽっ。

「ふう、助かった……」

「悪い悪い、ちょっとした興味だったんだけど」

「うぅ、そんな戯れにシャンプーハット取らないでよぉ……て、んん？」

　なんか今、フツーに向かい合って話してるような。ようなじゃなくて確実に。

「てっ、気づいたら、前面がノーガードにっ」

　我ながらどんだけ穴だらけなの？　この鉄壁うっかりすぎっ。

「わっ、死ぬっ、死ぬから見ないでぇ～っ」

　てな感じで、今日も楽しく？　シャワーを浴びるわたし達。

　さすがに毎日これでは、小心者チャンプでなくてもテンパりっぱなしだよ。

　どうでも良いけど、もしも見られたら恥ずかしくて死ぬって設定だったら、わたしお風呂の度に死んじゃってるね。



　その夜。そろそろ空が白みだす明け方。

　例の水を探すヒヨリミについて、わたしも一緒に浜へと来ていた。

「見てヒヨリミ、あそこほら、白いの光ってるよ」

「お、ホントだな……じゃあ俺、ちょっと取ってくるけど、お前は海に近づくなよ」

「はーい、わかりましたぁ」

　いつものように手にコップを持って、波間へと向かうヒヨリミ。もちろん例のバリアーのように、水を弾きながらだった。

　遠目にも、まるで海の上を歩くような彼。様々な色の水が群がってくるのが見えるけど、全く気にした様子もない。

　やがて目的の白く光る水まで一直線に進むと、ひょいとコップにすくってしまう。

（……簡単そうに見えても、これも水を弾くスキルがあるからなのだろう。もしわたしに同じことをやれと言われても絶対に無理だし）

「ただいま、ほら、お前も見てみるか？　久しぶりのレアモノだぞ」

「わぁ、綺き麗れいだねぇ、キラキラ光ってるし」

「まあ、それでもお前が飲んだ……というか、姉貴が呼んだのと比べたら全然大したことないけどな」

「あ、うん、確かにあれは凄すごかったかも」

　その分、ミルさんだって滅めつ多たにあそこまでのことはしないと聞いていた。

　なにより、あまりに強すぎるのを飲むと日々の暮らしにも困るらしいし、ヒヨリミにしたって今もこの水を集めているのは、いつか船に乗るためだと言っていた。

　以前にもごくごく飲んでいたけど、まだまだ足りないってことらしい。

「て、そういえばヒヨリミ、以前から疑問だったんだけど……どうして今も、ずっとわたしの傍に居てくれるの？」

「そりゃ、お前が強い水を飲んでしまったからだろう？　俺くらい高レベルの人間が守ってやらないと下手したら死んじゃうぞ？　すぐに変な水でも飲んで」

「そうじゃなくて、本当はわたしを船に乗せた方が早いって聞いてたから」

「……姉貴に聞いたのか？」

「うん。船にさえ乗れば、それだけで、すぐ解決みたいな言い方だった」

　よく覚えてないけど、あの日ミルさんは、そのような意味合いのことを話していた。

「そうだな……それを説明するには見せた方が早いか」

　言うと同時に波間の水をすくい、そのコップの中を向ける。

「クォーター、お前にもこの水が見えるだろ」

「あ、うん、赤い水だね」

「じゃあ、よく見ていろよ」

　そう言うとコップの中に指を入れてくるくると混ぜてみせる。それは以前にも何度か見た光景で、ヒヨリミ達は中和と呼んでいた。

「わ、あっという間に普通の水になっちゃったね」

「まあな……だけど、俺はこのあたりが限界なんだ」

「……限界？」

「そうさ。試しに今度は、さっきのレアモノでもやってみせよう」

　そして先ほどと同じようにコップに指を入れ、くるくると混ぜてみるのだけど……。

「あれ？　こっちは全然かわってないかも」

「残念ながら俺にも、中和できる水には限界があるってことさ。あの姉貴だってレアモノの水は無理だろう」

　噴水の水を一瞬で宙に舞い上げたり、こともなく海の上を歩いたりするヒヨリミ……というかハンドラーと呼ばれる人達。

　その彼らが無理と言うのだから、数あるスキルの中でも最難度を要するのかも知れない。

「でもヒヨリミ、それが船に乗ることと何の関係があるの？」

「つまり俺達には無理でも、それが出来る人間も居るってこと」

「はい？」

「……船には居るそうだ。一瞬で中和……要はお前の身体から、強い水の影響を消すことの出来る人間が」

「へ～、そうなんだ……」

　ここまで聞いて、ようやくミルさんの言っていたことが理解できた。

　特にスキルを覚える必要もないって言った意味も、これだったのだと思う。一瞬で影響を消すことの出来る人間が居るからこそ、わたしに強い水を飲ませたのだろう。

「……でもなクォーター、俺は半信半疑なんだ。そこまで強い力を持った人間がいるとは思えなくてな……」

「うーん、そのへんはわたしには全然わからないけど……そもそもヒヨリミと会うまでは、他に水が見える人がいることも知らなかったし」

　比較のしようがない。その人達……ハンドラーの中でも、最強？　レベルなんて。

「ま、お前も少しは気をつけろよ。今だけ限定とはいえそれなりの強さなんだからさ」

「それなんだけど、ホントにわたし、強い水を飲んだ状態なのかな？　こう言っては何だけど全然自覚ないんだけど……」

「そりゃ、お前が気づいてないだけだ。そのために俺がずっと傍にいるわけだし……」

「あ、そっか……いつもヒヨリミが一緒だからアクシデント？　にあってないだけで、もし一人だったらどうなっていたか分からなかったのかも」

　……やっぱり、こうしていつも一緒に居てくれるヒヨリミには感謝するべきなのかも。

　シャワーまで一緒は恥ずかしいけど、わたしを守ってくれてるわけだし。

（……ん？　なんか守ってくれてるって良いかも？　ナイトっぽくて。とゆーことは、わたしはお姫さまって感じなのかなぁ。水のプリンセスとか？　えへへ……）

「……どうしたお前？　うれしそうにして」

「え？　べ、別にそんなことないよぉ」

「いや、その顔色は喜んでいる時のだ。それも恥ずかしいことを考えているだろ？」

「て、そうだったっ、うはー、照れくさいっ」

　すっかり忘れてたけど、ヒヨリミには隠し事が出来ないんだった。

　なのでこれ以上、恥ずかしい妄想が発展しないようにずっと違うことを考えていた。

　……月明かりだけが射さす、異国の浜辺。

　見上げれば満天の星と、寄せては返す波の音。すぐ隣では優しい目で微笑んでくれる彼。

　そんな絶好のシチュにもかかわらず、心の中で必死に聖書を唱えるのだった。光あれっ。



　そんなのん気に過ごしてた翌日、ふとしたことから、わたしは自分の力を知るのだった。

　いつものように海へと向かったヒヨリミを待って、居間でごろごろしている時だった。

　カチャ、

「ヒヨリミおかえり……って、あんたか」

「グゥウウウウッ…」

　見るとそこには、大きな身体を揺すって入ってきたクマ。今日も、とれとれぴちぴちのサカナを咥くわえていた。

「あ、スナッパーだ。ありがと～、ちょうどおかず無かったの」

「グゥウウウウッ…」

「て、わかったから、そんな体当たりしないでって」

　褒ほめて褒めてと、身体をすりすりしてくるクマに、そのまま数ｍほど押される。もう少し彼には体重差を考えて欲しい。

「もう、しょうがないなぁ、またケモノ臭くなっちゃうよ」

　しかも入り江で泳いで来たためか、身体が濡ぬれていて冷たいし。

「ちょっと、こらぁ、だからくっつかないでったらぁ」

　そう言いながら、何気なくクマを押しのけようと思った。

　思っただけで実際に力を入れたわけでない。なのに……。

「て、あれれ？」

　……その時、どこか不思議な感じがした。

　上う手まく説明できないけど、なにかの動き……流れを止めた気がした。例えるならば、流れるプールの中に手を入れたような感触。

（……なんだろう？　この感じは……）

　不思議に思ったわたしが考えを巡らせるより先に、耳に届いたのはドサっという鈍い音。

　目に映ったのは、床へと崩れ落ちるクマの姿だった。

「え？　あれ、どうしたのクマ？」

　倒れ方が普通ではなかった。まるで支えていた柱が折れたように、突然のことだった。

　一体なにごとが起きたのかと急いで駆け寄ると……。

「……息をしていない？」

　いつもなら荒あらい鼻息を立てているから、すぐに気づいた。もちろん特に外傷も見えないし、何よりつい先ほどまで元気にしていたのに……。

「……もしかして、わたしのせい？」

　先ほど感じた、あの妙な感覚とほぼ同時だったことを考えれば他に理由は思いつかない。

　思わずクマの身体をゆさゆさとゆすってみるけど、特に反応は無く……再び息を吹き返す様子もない。只ただ、床の上にうずくまったままの巨体があるだけだった。

　……今まで、ヒヨリミから何度も気をつけろと言われていた。

　自覚がないだけで、確かに力はあるのだと。動かなくなったクマを目の前にして……わたしは怖さと、何をどうして良いのか分からなかった。

　思わず、泣き出してしまっていた……。

「ただいまー、帰ったぞクォーター」

「あ、ひ、ヒヨリミっ……た、助けて、早くっ」

「おいおい、なんだよ？　そんなに慌てて……」

「うわぁーん、ク、クマが、クマが死んじゃったよぉ……」

「……死んだ？」

「ひっく、う、うん、さっき急に倒れてから、息をしてないの……」

「ちょっと見せてみろ」

　急いで駆け寄ると、その手をクマの大きな身体へと押し当てるヒヨリミ。

「……まだ完全に死んではいない。血液が止まっているだけだ」

「えっ……血液が？」

「もちろんこのまま放っておけば死ぬ……俺がやってみよう」

「やってみようって？　なにを？」

「止まった血液を動かす……まあ、蘇生みたいなものだ」

　それだけを言うと、濡ぬれたクマの身体を抱きしめる。先ほどは軽く触れただけだったのに今度はぎゅっと強く抱きしめていた。

（……蘇生させる？）

　ヒヨリミは事も無げに言うけど、特にそのような行為をしているようには見えない。

　でも、わたしには何をやっているか分からなくとも、恐らくは例の水を操る力を使っているであろうことは想像がつく。

　黙ってクマを抱きしめる彼の表情は、普段とは全然違い真剣そのものだった。

　やがて、１分ほどそのままの体勢だったヒヨリミが、ゆっくりとクマから離れる。

「これでもう大丈夫だろう……ほら、見てみろよ」

「グゥウウウウッ…」

「あっ、ホントだ、クマが元気になったっ」

　安心からか、思わずその場にへたりこんでしまうわたしと対照的に、まるで何事もなかったように、さっと起き上がるクマ。

「て、わっ、さっそく喜んで体当たりしにきてるしっ」

　そして何回かすりすりすると、すっかり満足したのかドアから出て行ってしまった。

「……ふう、良かった。ホントに死んじゃったのかと思った……」

「それよりクォーター……さっきのは、お前がやったのか？」

「え？　……あ、もしかしたらそうかも……たぶん」

　具体的にわたしがクマに何かをした覚えは無い。

　でも先ほどの状況を考えると、わたしが何らかの影響を与えたことは確かだった。

「そういえば……クマを押しのけようとした時、妙な感覚があったかも……」

「どんな感じだ？」

「えと、まるで流れるプールに手を入れたような、とにかく不思議な感じで……」

「……なるほど。どうやらお前もイメージを掴つかんだようだな」

「イメージ？　それって以前に話してくれた？」

「ああ、後は応用だ。これでお前も簡単なスキルなら身につくだろう」

「へ～、そうなんだぁ、すごい」

（……今まで実感も無かったし、てっきりわたしには無理だと思っていたのに……もしかすると、今度こそはいぱあ☆佳か奈な子こ化？　して、大活躍の兆しかも。むしろここからが、わたし伝説の始まりだったりとか？）

　てな感じで、少し浮かれ気味のわたしなのに、何な故ぜかヒヨリミは暗い顔をしていた。

「……どうかしたの？」

「いや、俺としては複雑なんでな。お前には下手にスキルを身につけるよりも、さっさと水の影響が抜けて欲しかったからさ」

「どうして？　これでわたしもハンドラーの一員なんだよね？」

「……まあな、すぐに数㎝くらいなら、水も動かせるようになるだろう」

「うはー、なんかちょっとカッコイイかもぉ」

「こら、何をのん気なこと言ってんだよ。水を動かせるってのは、とてつもなく危険なことなんだぞ？」

「へ？　どうして？」

　今ひとつ、ヒヨリミの言う『危険』が理解できない。水を少し動かせるくらいなら、特に問題ないと思うのに。

「……もしも、その力を生き物に使えばどうなる？」

「生き物にって……あ、そうか……」

　そこまで聞いたところでわたしにも分かった。

　たとえコップの中の水を数㎝動かしたところで何も問題はない。海であろうが川であろうが同じだろう。

（……けど、その対象が生き物の体内となれば、ただでは済まない）

　どんな生き物も、その身体の多くは水で占められている。

　僅わずか数㏄の量が動くだけでも、複雑に機能する体内の器官への影響は計り知れない。

「お前だって少し考えれば分かるだろ？　さっきのもクマ……つまりあれだけのサイズがあったから大事にならなかったんだぞ」

「じゃあ、もしも小動物だったら？」

「そりゃ即死だろう。下手したら破裂するかもな」

「………………」

　ヒヨリミの説明を聞きながら、わたしは少し怖くなっていた。

（……確かに、この力を悪い方向で使えば無敵かもしれない）

　頭部や心臓に送られる血液を止める。もしくは逆に、多くの量を流す。恐らく時間にして一瞬、量にしても僅かで十分だろう。どんな生き物であれ、まず死ぬ。

　……そういえば以前にミルさんが、３秒でパンっとか言ってたけど、あれは決して大おお袈げ裟さな言い方じゃなかったんだ。

「とにかく、当分は素手で生き物に触れるな。特に濡ぬれた手では絶対にダメだ」

「あ、うん、わかった」

　……たとえ小さな力だとしても、その使い方によっては恐ろしいことになってしまう。

　きっとヒヨリミやミルさんは、この力を自分の意志で制御できるのだろう。

　もちろんわたしにそのような制御手段はなく、意思に関係なく勝手に発動してしまう。

（……なんかスーパー化して大活躍とか考えてたけど……ちょっと怖くなってきたかも）

　例のレアモノを飲む前に、普通の暮らしが出来なくなると覚悟を問うたミルさん。

　ここに来てようやく、わたしにも実感が持てたように思う。



    

  
    
      　　　　スクーター

　　　　ヒヨリミの愛用バイク。ＨＯＮＤＡの50㏄だと思われる。



　　　　マギル大学

　　　　カナダの公立大学。国民からカナダのハーバードとも呼ばれるほどの歴史と世界的認知度を誇る。劇中のルアンヌ研究分校はフィクションだが似た施設を各地に持つ。



　　　　カトリック

　　　　地政・歴史的にカナダ人の多くはカトリック。但し、州・地区によってはプロテスタントも多いため、割と混在している。



　　　　バカロレア

　　　　フランスでの中等教育終了時の国家試験。合格者には大学入学資格が与えられる。



    

  
    
      
■　第五章　佐さ奈な襲来　■





　８月も残り４日となり、少し肌寒くなったカナダの午後。

　ここルアンヌの町にも爽やかな秋の日ひ射ざしが差し込んでいる……と思われる。

　……また真っ暗だし、ケモノ臭いし。

「こらぁ、どきなさいよ、クマっ」

　またパンパンと叩たたこうとしたところで、急いで手を止める。

「って、迂う闊かつに手で触れちゃダメなんだった……」

　なのでわたしは、平手ではなくグーにするとぽかぽかと殴る。

　しかし以前から思ってたけど、朝っぱらからクマにフォールされる人は稀だと思う。更にクマをグーで殴りつける女子高生に至っては、そうそういないだろう。

「ほら、早くどいてったらぁ、ぽかぽかぽかっ」

「グゥウウウウッ…」

　わたしの右フックが効いたのか、渋々？　とベッドから降りるクマ。

「もう、いつもいつもしょうがないなぁ……て、またサカナまで置いてるし」

（……だけど、ちょっと安心かな。以前の一件があってからも、特に変わることなく来てくれているし）

　もしかしたら、怯えて来なくなるのかと思っていたので良かった。

「おはよう。相変わらず仲良いなお前達」

「あ、ヒヨリミ、おはよう」

　お互いに遅い昼の挨あい拶さつを交わす。

　まもなく夏休みも終わりとあって、昨夜は夜更かししてしまった。なんか二人して、無駄にＵＮＯで盛り上がってしまったし。

「さてっと、じゃあ今日は遅くなったけど、そろそろ始めるか」

「あ、うん……嫌だけど……」

　と、本日最大のイベントの準備を始める。つまりシャワーのことだ。

　シャ────。

　狭いバスルーム。真上から降りてくるシャワーの水をじっと見つめたままのヒヨリミ。

　その下で、いつものように身体をちっちゃくして受けるわたし。

（……さすがに何回も一緒に入っているので、少しは慣れたけど……でもやっぱり、かなーり恥ずかしい）

「なあ、ところでクォーター……」

「わ、急にこっち見ないでよぉ、もっと無我夢中に上を見てて、愚ぐ直ちよくなほどっ」

「ああ、悪い」

　ふう、びっくりした。

　いつものことだけど不意を衝かないで欲しい。当方はうっかり鉄壁レベルなんだから。

「えと、それでヒヨリミ、どうかしたの？」

「いや全然大したことじゃないんだけど、それ貸してもらっても良いか？」

「ん？　シャンプーハットのこと？」

「実は以前から、一度使ってみたかったんだ」

「うーん、別に構わないけど……壊さないでよぉ？」

　それでなくても何な故ぜかカナダでは売っていなかった。そのため、今でも破れた穴を布テープで補強して使っているんだし。

（……もしこのシャンプーハットが使用不能になると、日本から送ってもらわないと）

　そんなことをぼんやり考えていると、彼は予想外の行動を始めた。

「って、なんでヒヨリミまで、服を脱ぎ始めるのっ」

「だって俺も洗髪するんだし。ついでにシャワーしようかと思って」

「ワケわかんないよっ、だったらせめて、わたしが退場してから脱いで下さい～」

　そんなわたしの声も届かないのか、あっというまにパンツまで脱ぐと全裸になってしまったヒヨリミ。

「ちょ、困りますっ、いやホントかなり真剣にっ」

　さっきまで、わたし一人がハダカなのも恥ずかしかったけど……二人してハダカになると、また違った緊張感が生まれるとゆーか。

　しかも彼には、絶対防御の精神がないのかノーガードだし。

（てゆーか、これだけ至近距離でハダカになられると、どこを見れば良いってんだいっ）

「おお、すげえぞクォーター、これ本当に泡が目に入らないな。信じられない」

「や、わたしはヒヨリミが信じられないよ……」

　うん。だから至近距離でぶらぶらさせるのやめて！



「はふう、疲れた……本日のイベントは特に」

　自分の部屋へと帰ってきた第一声。

　まだシャンプーハットに感動しているヒヨリミを残して、先にお風呂から上がった。さすがにあの状況で、じ～っと見つめ続ける根性はない。

「て、それよりも久しぶりに身長伸ばし運動やらないと」

　ここんとこ、ずっとヒヨリミがそばに居るから、今くらいしかチャンスないし。

「そーれ、じゃんぷ、じゃんぷ、じゃ～んぷっ♪」

　かつての日課であった身長伸ばし運動を久しぶりに始める。今日は２番まで。

　コンコン、

「じゃじゃ～ん、くるくるくる、じゃんぷっ♪」

　そして、フィニッシュである最も恥ずかしいキメポーズも華麗？　に決めた。

　コンコン、

「ふぅ、さて今日の成果は……って、１４１・８４３㎝っ（また０・０３２㎝伸びた）、すごいっ」

　……一体どうしたんだろう、この驚きの伸び率は？　このペースで行くと、憧れの１４５㎝も夢じゃないかも知れない。

　てな感じで、わたしが特製メジャーで身長を測っている時だった。



「……相変わらずFuckin'ね」

「うん？」

「ぶっちゃけお姉ちゃんの妹なのが恥ずいわ。Get the fuck out of my face.」

　振り返るとそこには、純和風の振袖に身を包んだ黒髪の女の子。

「て、佐さ奈なちゃんっ、どうしてここに!?　とゆーかいつからそこにっ」

「いつからって、バカみたいにくるくる回ってるあたりかしら？」

「くう、最も恥ずかしいといわれるフィニッシュを見られてしまったっ」

「でも相変わらずのFuckin'くそ野郎でFuckin'安心したわ。このFuckin'腐れ○○○○」

「や、佐奈ちゃん、ファッキン言い過ぎ……てゆーか今はそれに凝ってるんだ？　すぐに変なモノにハマるんだから」

　……このやたらと口が悪くFuckin'連発するちみっこ。その名前を佐奈（さな）と言い、わたしの一つ年下の妹だった。

　ただし、わたしと違って黒髪や穏やかな物腰は、いかにも純和風。パパに似たのだ。

　しかも、頭脳明晰の才女のため、高校からしてフランスの学校（それもグランドゼコール準備クラス）に通っているし。

（……ま、それは外見だけのことで、わたしと二人っきりの時はこれが素なんだけど。いつもすぐに、変なものにハマるんだから）

　そして何より悔しいことは、妹の身長は１４５㎝もあり、たまーに迷子センターに連れて行かれる程度とゆーことだった。わたしなんて日常茶飯事なのに。くそう。

「え、えと、それで佐さ奈なちゃん、突然どうしたの？　こんな場所まで」

「そりゃパパに頼まれたからよ。一度お姉ちゃんの様子を見に行ってくれって」

「ああ、そうなんだ……色々とご心配をおかけしてますぅ」

「つーかさ、よくマギルに入れたもんね？　Fuckin'ドジっ子キャラのくせに」

「え、ええ……わたしにも諸般の複雑な事情がございまして……むにゃむにゃ」

　曖昧に言葉を濁して誤ご魔ま化かす。さすがに細かい理由を話すのも大変だし、水の能力については秘密だと言われているので話すわけにもいかない。

「……まあ、よく分からないけど、Fuckin'長旅で疲れたから、さっさと寝るわ。今日って、ニューアーク経由だったし」

　それだけを告げると、さっさと自分の荷物を持って歩き始める佐奈ちゃん。



    

  
    
      



    

  
    
      

　相変わらず口も悪いし、態度も横暴そのものだ。我が妹ながら、その強引さを少しわけて欲しい。

「じゃあ私、二階の部屋を使わせてもらうけど文句ある？　ないわね」

「あ、うん。わたしは隣の部屋を使っているから……て、ん？」

　……ちょっと待てよ。

　今はお風呂に入ってるけど、二階の部屋はヒヨリミが使ってるわけだし……とゆーか、そもそも彼がこの家に居ることはママしか知らないだろうし。

「ちょ、ちょちょちょーっと待って、佐さ奈なちゃんっ」

「なによこの腐れお○○こ」

「……や、それはちょっと酷ひどいと思うよ」

　仮にも女の子なんだし、その可愛い顔で腐れお○○ことか言われたら、普通は引くよ。人によっては泣くから。せめてFuckin'くそ野郎とかgonna kick assくらいで……。

「じゃなくてっ、それよりも二階はダメったらダメなんですぅ」

「どうして？　あっちの方が見晴らしが良いから好きなんだけど」

「そ、それはそのう、説明が少し大変なんだけど、えと……」

　てなことをわたしが妹と話している時だった。

「なあクォーター、また俺のパンツが見当たらないんだが……」

「うはあっ、相変わらず狙ったようなタイムリーさっ」

　まさか待ってたの？　出るタイミングを？　しかもこの人、今日もバスタオル１枚で出てきてるし。あと、お風呂から上がったら、もうシャンプーハットは外して良いから。

「おっかしいなぁ、このへんに置いてたはずなのに……お前知らないか？」

「し、知らないわよぉ、てゆーか、どうしていつもパンツの所在をわたしに聞くのよぉ」

「……あのう、この人は一体？」

「え、ああ、佐奈ちゃんっ、彼はヒヨリミ……じゃなくてケイさん、ルームメイトの」

「ルームメイト？」

「う、うん、同じ大学だからシェアしてるの」

「………………」

　その言葉に黙ってしまった佐奈ちゃん。

　やがて、その口をゆっくり開くと、ぶつぶつと早口で呟つぶやき始めた。

「……あの奥手とゆーか、それ以前にお子ちゃまであるお姉ちゃんに、同棲するような男がいるのだろうか？　否、それは有り得ない。ならば現在の状況はどう解かい釈しやくするべきか……もしや最新の３Ｄ映像か？　そういえばお姉ちゃんって、山ほど乙女ゲー持ってるし。よく見たら彼の動きもポリゴン臭い気がしてきたぞ。なんかこうカクカクと……」

「あのう佐奈ちゃん……もれてますけど。心の声が」

　それと何気にわたしの恥ずかしい秘密をバラさないで。山ほど持ってないから乙女ゲー。

「しかし千分の一……いや億分の一の確率で、この広い世界にはshitな物好き男も居るかも知れない。現に子供の頃から微妙にお姉ちゃん人気あったし、こんな狂った地球は砕けてしまえと何度思ったことか……いや今からでも遅くない、早く砕け散ってしまえ地球！」

「や、だから声に出てるってっ」

　とゆーか、相変わらず失礼＆物騒なことばかり考えてるし。

「ふう、あったあった、ようやくパンツ見つけた」

「て、だからヒヨリミも、目の前で着替えないでよぉ」

　もう、なんなんだろこの人達は？　タオルで前しか隠してないから、おしり丸見えだし。佐さ奈なちゃんもそれをじ～っと凝視してるし。

「ん？　そういえば、君だれ？」

「えっ……」

　ようやくわたしの隣にいた佐奈ちゃんに気づいたヒヨリミ。気づくの遅いって。

「もしかして君、クォーターの知り合い？」

「あ、ご挨あい拶さつが遅れ大変失礼致しました。わたくしサナ・ササキと申します。以後よろしくお願い申し上げます」

　そう言って深々と頭を下げてみせる佐奈ちゃん。すごく礼儀正しい。ついさっきまで、じ～っとヒヨリミのハダカを凝視ってたのに、なんて切り替えの速さだろう？

「そっかサナちゃんか……俺はケイ、よろしくな」

「はい、ケイさまですね。私のことはサナとお呼び下さいませ。ぺこりん」

「こちらこそご丁寧な挨拶……って、んん？　そうだ、思い出したアレかっ」

「どうかされましたか、ケイさま？」

「ヤマト……ヤマトナデシコだ！」

「はい？」

「そうそう、確か君のようにキモノ着て、礼儀正しい日本女性をそう呼ぶんだよな？」

「あらやだ、ケイさまったら、お口がお上手ですわね。おほほほほ」

「すげえっ、おほほほほ、なんて笑い方、マンガでしか見たことないのに。さすがは本場のヤマトナデシコっ」

「……騙だまされてる。また騙されてるよヒヨリミ」

（しかし、相変わらず佐奈ちゃんは、他の人には猫っかぶりなんだから……わたしにはファッキンとかpiss offとか、腐れお○○ことかスラングでバリバリ話してたくせに）

「良かったなクォーター、こんな立派なお姉さんが居てさ」

「妹だよっ、てゆーか以前にも話したでしょ、ばかばかぁ」

「あら駄目ですよ、お姉さまったら。殿方にそんな言葉遣いをしては」

　くっ、このFuckin'野郎……て、思わずわたしにもうつってしまった。

「それじゃあ二人とも、俺は上に居るから何かあったら呼んでくれ。Ciao!」

「はい、ケイさまごきげんよう」

　そう言って頭を下げる佐奈ちゃんに手を振って応えるヒヨリミ。なにがチャオよ？

　もう、なんだかなぁって感じだよ。



「で、お姉ちゃん。ナニ？　今のFuckin'野郎は？」

「えと、だから彼は、同じ大学のルームメイトで……」

「Bullshit!　No more fucking talking!」

「や、そんな嘘と決め付けなくても……というか佐さ奈なちゃん、フランスに留学してる割には、英語スラングに磨きがかかってるね？」

「学生寮の同室だったFuckin'彼女が、Fuckin'アメリカ出身だったからよ。Fuckin'」

「ああ、それで今ハマってるんだねぇ。あとファッキン言い過ぎ」

「それよりも今のFuckin'って、要はお姉ちゃんの彼氏ってことよね？」

「ええっ、彼氏!?」

「あれ？　違った？　男とルームシェアなんて他に無いと思うけど。さっきだってお姉ちゃんにパンツの場所を聞いてたじゃない？」

　……確かに普通で考えれば、そうかも知れない。

　客観的に見ても一つ屋根の下で暮らして、シャワーまで一緒だし、以前に同じベッドで寝たこと？　もあるし、ハダカなんてもう何回も見られているし……。

（……でも、彼氏＆彼女の関係かと問われたら微妙なような……てか、違うとゆーか、全然違うとゆーか、うん。全然違うよね。我ながら情けないけど。はうん）

「はは～ん、さては……どうやら本当に彼氏じゃないのね」

「ぎくっ」

「だよね～、お姉ちゃんに恋人なんて変だと思った。それにさっきの彼、ケイだっけ？　割とカッコ良かったしね」

「そ、そうかな？　……てゆーか、さっきFuckin'野郎とか言ってなかった？」

「決めた。本当はすぐ帰るつもりだったけど、１週間ほど滞在する」

「ええ～っ、どうしてぇ、早く帰国してよぉ～」

「だってだってぇ、面白そうなんだもん♪　だってだってなんだもん♪」

　そう言って、いたずらっぽい顔を向けるとウインクしてみせる佐奈ちゃん。

（うぅ、我が妹ながら（猫かぶり状態）可愛い……それだけに色々と不安なんだけど）

「あ、でもでも佐奈ちゃん、学校はどうするの？　もうすぐフランスも新学期でしょ」

「Fuckin'と一緒にしないで。少しくらい休んでもバカロレアなんて楽勝よ。そもそもお姉ちゃんのマギルの方が信じられないのに……あ、それともこれは夢？　うん、確かに夢だと考えた方が現実味があるかも。早く目覚めてしまえ私っ、ついでに砕けてしまえ地球」

　……佐奈ちゃんって、なにか地球に恨みでもあるのだろうか？

（でも心配だなぁ。１週間とはいえ、この妹と一緒に暮らすなんて……）

　とはいえ無理に追い返すようなことをすると、男の人と暮らしてるとか、あること無いことまでパパに報告されそうだし……。

　とりあえずは刺激しないようにして、早々に佐奈ちゃんには帰ってもらおう。



　──夜。

　いつものように夕食の時間を迎えようとするキッチン。

　ここ数日は、水に触れることの出来ないわたしに代わってヒヨリミが作っていたけど、今日は佐さ奈なちゃんが用意していた。

　ちなみに妹の料理の腕は、わたしよりも格段に上である。くそう。

「さて、こんなもんかしら。どう思う？　Fuckin'お姉ちゃん」

　そう言って指差すのは、完璧とも思える純日本料理の数々。お吸い物に始まり、てんぷら・白身魚のお刺身・野菜の煮物と、いかにもと言った料理が並んでいた。

「なるほど。ハリバットってお刺身にも向くんだね。メモメモっと……てゆーか、いつまで振袖姿のままなの？」

「だって、この格好は彼にウケるはずよ。なんたって、大和やまと撫子なでしことゆー言葉を知ってたし、かなりの日本好きだと推理できるからね」

「え、ええ、それについては異論ありませんが……」

　でも残念ながら、かなりの間違った日本知識を植えつけたかも知れませんよ。Ｍｅが。

「ただいま～」

　あ、帰ってきた……と、わたしが思うより先に玄関へと猛ダッシュする佐奈ちゃん。とんでもないスピードで玄関に向かうと、しずしずとドアの前に正座する。

　そして時代劇？　で見たように、指を床へと添えてから、ゆっくりと顔を上げた。

「……おかえりなさいませ、ケイさま」

「ん？　その服は……おー、キモノキモノだっ」

「はい、こちらは振袖といって、我が国では未婚の女性が着る際の正装として……」

「いや知ってる知ってる、ゲイシャガールだよねそれ。ゲイシャーガールー」

「………………」

「ニンジャー、ゲイシャ～ガルゥ、て、あれ？　違ったっけ？」

「え、ええ……まあ、そんな感じですわ……」

　ぷぷぷっ、ヒヨリミに純和風なんて通用しないってのに。日本人の８割はニンジャだと思ってるくらいだし。ちなみに残り２割はアニメ関係者だと信じている。

「あ、それよりも、こちらにお夕食の支度も出来ております」

「へ～、なんかいつもより豪勢だ。すごいなぁ、これサナちゃんが作ったのか？」

「はい。お料理は、少々たしなみがございますので。あ、もちろん佳か奈な子こお姉さまの腕前には到とう底てい敵いませんが。おほほほほ」

　そう言って、チラっとわたしに視線を向ける。

　さすが佐奈ちゃん。猫かぶってても嫌味は忘れない。でもやはりムカツク。

「じゃ、腹減ったし、早速食わしてもらうよ」

　言うと同時に、綺き麗れいに盛り付けられたてんぷらや、野菜の煮物を、どんどん自分の茶ちや碗わんの中へ放り込み始めるヒヨリミ。

　その光景を、一体なにが起こったのかと目を白黒させる佐さ奈なちゃんだった。まあ当然だよね。わたしには見慣れたもんだけど。

「……あのうケイさま、それは何を？」

「大丈夫、知ってるから。いつもクォーターにも作ってもらってるし」

「えと、ですけどそれは……」

「おお、なんか今日のロールスシは、豪華だなぁ」

「…………………」

「あれ？　サナちゃん、どうかした？」

「い、いえっ、な、なんでもありません、おほほほほ……」

　たった３分で謎な食べ物に変わってしまった本格的な和食。

　それをがつがつと食べるヒヨリミと、困ったようなぽかーんとした顔で眺める佐奈ちゃん。その隣で、わたし一人がニヤニヤとしていた。

「ふう、ごちそうさまでした」

「い、如何でしたか？　想定外の食し方で少し驚きましたが……」

「うーん、サナちゃんには悪いけど、今日のはちょっと微妙だったかも」

「そ、そ……そうですか……それは大変申し訳ございませんでした……」

「じゃあクォーター、お前もさっさと寝ろよ。おやすみ」

「あ、うん、おやすみ」

　おやすみの挨あい拶さつを最後に、さっさと自分の部屋である二階へと上がっていくヒヨリミ。その後ろ姿を睨み付けるように見送る人が約一名……どうやら、相当ご立腹の様子。

「なんなのっ、なんなのよ、あのFuckin'野郎はっ」

「まあまあ落ち着いて、佐奈ちゃん。普段から彼は、あーゆー感じだから」

「バカ────っ！」

「わ、びっくりした」

「あのね、いつもはこの手でイチコロなの分かる？　モテモテ女王なのよ私は。もしくはモテモテ世界王者……あ、百歩譲ってモテモテ東洋太平洋チャンプなのよ。Got it?」

「は、はぁ、そうですか、すみません……」

　何な故ぜか謝るわたし。てゆーか、自分でモテモテ女王とか言い切るってスゴイなぁ。

「あ、そういえば気になってたけどさ、どうしてお姉ちゃんは、彼のことをヒヨリミって呼ぶの？　彼もお姉ちゃんのことクォーターとか呼んでるけど？」

「ええ、まあ、ニックネームみたいなもんなので気にしないで下さい……」

　このへん説明するのも大変だし、あんまり深くツッコまれると、例の水のことにも触れないといけないかも知れないし。

「ふーん、ま、それは別に構わないけど……やっぱ変よ、あの彼」

「そうかなぁ？　ちょびっとは、変だと思うけどそれほどじゃ……」

「ちょびっとどころか、大いに変。本能寺の変か、ジミ・ヘンドリックスくらい変よ」

「や、そのたとえの方が、かえってよく分からないんだけど……」

「だってさ、和風好き外国人なら、あの路線でメロメロになるはずなのよ？　フツー」

「……あのう、そもそも彼は、和風を正しく理解していないと考えるべきでは？」

「は、それとも彼は、やはり３Ｄ映像なのでは？　そのへんに映写機とか隠して……いやいや、そんなハイテクは無理だから……ならばお姉ちゃんの妄想の念が、実体化したのでは？　だってお姉ちゃん、乙女ゲーの鈍感キャラとか大好物だし、以前にセーブデータを覗のぞいた時は思わず引いたわ。どんだけ好きやねんこいつって。さあ今すぐ砕け散ってしまえ地球っ」

「長いよっ、心の声っ」

　あと、それ以上わたしの恥ずかしい秘密バラさないで。ついでに地球も許してあげて。

「てかさ、何がロールスシよ。せっかくの懐石料理をこんなにしちゃって……もぐもぐ」

「あ、一応自分でも食べてみるんだ……」

「て、まず────っ、激まずったらありゃしませんってんだいっ」

　……何語？

「ねえ佐さ奈なちゃん、とにかく彼には構わないでもらえると、助かるんだけど……」

「ダメよ。あのFuckin'くそ野郎はムカツクから、私の虜とりこにするわ。恋のトリコよ☆、トコロじゃないし、僕の考えたグルメ獣でもないからね」

「ちょ、ちょっと、ヒヨリミに変なことしないでよぉ～」

「やだよーだ☆、明日からラブラブアタックしまくりなんだからぁ、いや～ん、きゃ♪」

「……そこで、きゃ♪って言うの、お姉ちゃん無しだと思うなぁ」

「それじゃ、明日からよろしくね、おやすみ～」

　そんな言葉と共に、居間のソファにダイビングする佐奈ちゃん。

「て、あ、ちょっと佐奈ちゃん、寝ないでってばぁ」

「ぐ～ぐ～、きゅんきゅんきゅん……」

「寝るの早っ、あと寝息おもしろすぎっ」

　……ふう、でも明日から不安かも。天然記念物級に、鈍感なヒヨリミのことだから大丈夫だと思うけど……誘惑されないか心配だなぁ。

　佐奈ちゃんって、猫かぶってる時は可愛いし。

「く～っ、わたしの身長が、もう５㎝……いや、あと３㎝あれば張り合えるのにっ」

　と、深く悔しがったところで、今夜の体操は念入りにするのだった。



　──翌朝。

「ふぁあ～、よく寝た……て、痛たた、筋肉痛が」

　どうやら昨夜は、例の身長伸ばし運動を頑張りすぎたかも知れない。

　てなことを考えながら、居間へと入ると、そこにはソファに丸くなって眠る彼女の姿。

「すやすや、きゅんきゅんきゅん…」

「……どうすれば、こんな寝息を立てることが出来るのだろう？　ちょっと可愛いけど」

　感じ的には、手足をぎゅーっとして丸くなってるから、冬眠中のリスっぽい。

「って、ほら佐さ奈なちゃん、もう朝だよ起きて」

「ん、ん～、いやぁ……もうちょっと寝るうぅ……」

　そう言って更に、ぎゅ～っと丸くなってしまった。

（……ホント、こうやってると可愛いのになぁ。起きたらFuckin'とかメロメロとか変なことばっかり言うけど）

「ふぁあ～あ……あ、おはようお姉ちゃん……って、うは──っ、もうこんな時間っ」

「え？　こんな時間って、まだ朝の７時だよ？」

「Fuckin'なに言ってるのよっ、朝こそ乙女ポイントの稼ぎ時でしょっ」

「……おとめポイント？」

「ほら、朝食の支度とか、モーニング目覚まし起きてあ・な・た（はあと）攻撃とか」

「こ、攻撃っすか……」

「他にも偶然を装った、お風呂場での、うら若き乙女のサプライズおっぱい攻撃とか」

　あ、なんかそれは天然でやった気がする。おっぱいどころか全裸攻撃だけど。

「地味なようでもメロメロへの道は、こーゆー積み重ねが大切なのよ。understand?」

「は、はあ、勉強になりますメモメモ……積み重ねが大切っと」

「やれやれ、これだからお姉ちゃんは」

　そう言って軽く肩を寄せると、首を振ってみせる佐奈ちゃん。個人的には、そのゼスチャーの方が面白いんだけど。

「あ、でも佐奈ちゃん、朝食は用意しなくても大丈夫だよ。いつも駅前で食べるから」

「なんだ～、つまんないの～、きゅんきゅんきゅん」

「……それ寝息じゃなかったんだ？」

「ま、とりあえず大和やまと撫子なでしこは効果薄いし疲れるから、別の作戦にするわ。やっぱり若さをアピールした、キャピキャピ☆って感じかしら？」

「きゃ、きゃぴきゃぴっすか……」

　いつも思うんだけど、佐奈ちゃんって、たまに面白いこと言うわね。



「ふあ～、おはよう二人とも」

　そうこうしていると、ようやく階上から降りてきたヒヨリミ。

「はーい、おはようございまーす、ケイさまっ、今日も良い天気ですねえ～♪」

　そう言って、まるで子犬がじゃれるように、ヒヨリミのまわりをぴょんぴょんと飛び跳はねてみせる佐奈ちゃん。

「おー、朝から元気で可愛いね、サナちゃんは」

「わぁ、ありがとうございますっ、私、いつも元気一杯ですよっ、きゃは☆」

（……なるほど、それがキャピキャピ☆か……）

　でも、ぴょんぴょん跳はねるくらいなら、わたしも負けてないわよ。日頃から伊だ達てに例の体操で鍛えてないんだから。

「ヒっ、ヨーリーミー、おっ、は、よう～、はぁはぁ」

「こら、なにジャンプしながら話してんだ。たく、お前は落ち着きがないな」

　何な故ぜわたしは怒られる？

「まあいいや、じゃあクォーター、まだ早いけど駅前まで行くか？」

「……あのう、ケイさま……もし良かったら、私もご一緒してよろしいでしょうか？」

「ん？　サナちゃんも駅前まで行く？」

「はい、是非ともご一緒させて下さいませ。私もおなかペコリーノなんです」

　くそう、やっぱりついて来る気だ。あと不意にペコリーノとか言わないで。可愛いから。

「そっか。じゃあ皆でバイクで行くか？」

「わぁ、良いですねえ、バイク楽しそうです～」

（……バイクってまさか？　いくらなんでも三人乗りは無理だと思うんだけど……）

　と思いつつも、表へと出てみると……。



「それじゃ、サナちゃんはここに座って」

「て、やっぱり、いつものスクーターだしっ」

「……あのうケイさま、座ってと言われても……このスクーターは一人乗りでは？」

「大丈夫、全然平気だって。このシート部分も、詰めれば二人は座れるから」

　そう言って少しだけシートの前に座ると、自分の後ろの僅わずかな隙すき間まを指差すヒヨリミ。

（……まあ、わたしは予想できたけど、佐さ奈なちゃんのナンともいえない表情が面白いかも。つか、三人乗りってどこの雑技団なのよ？）

　やがて、しばらくその場で固まったままだった佐奈ちゃんが、意を決するように。

「わ、わかりました、よいしょっと……」

「そうそう、狭いからしっかり掴つかまって」

「はい、わわわ、あー、ホント狭くって大変ですね☆、ぎゅうぎゅう～っ」

「お、おいおい、そこまで、くっつかなくても大丈夫だよ」

「だってだって、怖いんですも～ん☆、いや～ん、きゃ♪」

　てな感じで、ぎゅうぎゅうとヒヨリミの背中に抱きついてみせる佐奈ちゃん。まるでわたしに見せつけるように……とゆーか、思いっきり見せつけてるしっ。

（……くそう、こんな合法的？　な、いちゃいちゃ攻撃があったとはっ）

「あんっ、ケイさまったら、そんなにくっつかないで下さ～い、えっちぃ☆」

「や、そう言われても、背中から胸をぎゅうぎゅうされてるわけだし」

（なにい……胸ＧＹＵＵ―ＧＹＵＵ……だ・と？　こいつ、バイク二人乗りの定番技、背中からぎゅうぎゅうを繰り出したのか……）

　それはわたしに対する挑戦かっ、ナイチチをバカにするなぁ───っ。

「あれれ？　お姉ちゃんどうしたのカナ？　なんか不機嫌っぽいけど☆」

「……なんでもないわよ」

　く──っ、見てなさいよ。今すぐそのドヤ顔を止めさせてみせるわっ。

「……ヒヨリミ……いつもの」

「はあ？」

「い・つ・も・の」

「え、ああ、よいしょっと……」

　そう言って、ひょいとわたしを抱えると自分の膝の上に乗せるヒヨリミ。

　ふふん、わたしなんてこーよ、とゆー上から目線で佐さ奈なちゃんをチラ見すると……。

「ありえねー、その体勢Fuckin'マジありえないって、つか抱き合ってるだろ、おいっ」

「えっ……サナちゃん？」

「あ、ああ、すみませんケイさま、あまりに驚いたもので、つい」

　ぷぷぷっ、動揺してる動揺してる。

　つか現状でも、かなりファニーでフェイマスな抱っこちゃん状態であるけど、更に今日はこの体勢からの胸ぎゅうぎゅうも繰り出してみる。ナイチチとか言うなっ。

「わぁ、落ちる落ちる、ヒヨリミ、怖いよぉ～ぎゅうう～」

「て、こら、止めろってクォーター、お前まで何ぎゅうぎゅうしてんだっ、あと膝の上で立ち上がるな、顔にくるって」

「わー、思わず顔に来ちゃった～、ぎゅうぎゅう通りこして、ぱふぱふに～♪」

「……なにい、ＰＡＦＵ―ＰＡＦＵ……だ・と？」

「いやーん、ヒヨリミのえっちっ……チラっ」

「…………………」

「ぱふぱふにっ……チラっ」

「くっ……やるわね、お姉ちゃん……」

　よし、勝った。

「……なあクォーター、よく分からんが、そろそろ座ってくれるか？」

「へ？」

「いや、さっきから顔に当たって、運転しにくいのだが……」

「て、うは──っ、わたしったら調子に乗って何てことをっ」

　佐奈ちゃんとの勝負？　は勝ったようだけど、代わりに何かを失った気がする。はふう。



　それから中国雑技団のような姿勢で到着した駅前広場。

　わたし達はバイクを降りると、適当な売店で朝食を買ってくる。ちなみにベンチに三人並んで座ると、ちょっと窮屈だったりして。

「って、どうして佐奈ちゃんが、ベンチの真ん中に座るのよぉ」

「良いじゃないの、今度は私のターンなんだから。お姉ちゃんはベンチの隅っこで、きゃっきゃうふふしてて。一人で」

「一人でっ!?」

「それか、しょんぼりパンでもはむはむしてなさいよ」

「むう、いつも並んで食べるのが好きだったのにぃ、はむはむ」

「ん？　どうかしたの二人とも？」

「いえいえ、何でもありませんですよ。あ、このフィッシュ＆チップス美お味いしいですね」

「ああ、こっちのローストラムも割といけるよ」

「わ、ホントですね。私、こんな美味しいの食べたの初めてですよ！」

　てな感じで、ヒヨリミにべったりくっついて、きゃっきゃうふふする佐さ奈なちゃん。

　む～、なんか腹立つ。ヒヨリミの奴やつも、いつもわたしと食べてる時より、笑ってることが多いような気がするし。はむはむ。

　もしこの勢いで、はい、あ～ん♪とかやるようだったら、この手に持ったケチャップをお見舞いしてやるんだから。はむはむ。

「そういえばケイさまって、マギルの院生なんですよね？」

「まあ、この町にあるのは大学ってより、研究分校みたいなもんだけどね」

「いいないいなぁ、院生ってカッコイイし憧れますよぉ。それに確か、お姉さんが助教授されているんですよね？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「まあね。ちなみにサナちゃんは、高校生だっけ？」

「はい、フランスのリセ（高校）に通っています。いまスゴンド（１年）でーす」

「そっか、じゃあバカロレア合格したら、モントリオールの本校を受けてみると良いよ」

「はい、がんばってみますっ、ケイさまの後輩を目指してっ」

　パンを片手にうれしそうに答えてみせる佐さ奈なちゃんと、始終ニコニコのヒヨリミ。

（む～、悔しいけど、この二人だと雰囲気がしっくり来るなぁ、はむはむ……兄と妹、先輩と後輩、もしくは恋人同士にだって見えるかも知れないし。はむはむ）

　って、いつまでもはむはむってる場合じゃないや。

「ほらヒヨリミ、いつまで食べてるの、今日はお洗濯デーだから、もう帰るよぉ」

「ん？　ああ、そうだな」

　これ以上、佐奈ちゃんのターンを続けさせるのはキケンだと判断し、わたしはヒヨリミの腕を引っ張って急かす。

「じゃあ、俺達は家に帰るけど、サナちゃんは？」

「はい、私はせっかくですから駅前を探索してから……て、そういえばさっきの朝食代をお渡しするの忘れてました」

「いや、別に構わないよ、それくらい……」

「ダメですっ、奢ってもらうなんて申し訳ないですから」

　そう言って財布からお金を取り出し、ヒヨリミに手渡す佐奈ちゃん。カナダドルで３ドル50セント。

「それでは、帰りはバスに乗るから気にしないで下さいね～」

　その言葉を最後に、元気良く手を振りながら、アーケードの方へと走って行った。

（……ふう、ようやく二人っきりになれた）

「でもさ、サナちゃんって、ホント可愛い子だよな。お前の妹とは思えないくらい律儀とゆーか、素直とゆーかさ」

　……また騙だまされてるよ、この人。

「あのねヒヨリミ、佐奈ちゃんって、猫っかぶりなの。素は全っ然違うんだよ？」

「猫かぶりねぇ……俺は、明るくて素直な子だと思うけどな」

「もう、騙されてるって言ってるのに、しょうがないなぁ」

「俺を騙すか……だけど俺が人の本質を見誤ることはないぞ。お前だって見える人間なんだから、それくらい分かるだろう？」

　……そうだ。忘れがちだけど彼は見えるんだった。

　それもわたしのように大雑把な感情を読むだけではない。もっと細かな感情や……もしかしたら本人すら知らぬ、本当の性格までも分かるのかも知れない。

（確かに佐奈ちゃんって、普段は変な子だし、猫っかぶりなとこもあるけど……でも本当は、意外と真面目とゆーか、すごく健気なとこもあるし……）

「て、そういえば思い出した……もしかして、佐奈ちゃんって水が見えるのかな？」

「今のところ気配は感じられないが、今後はわからないな……」

　これは以前にヒヨリミが言ったことだった。わたしの妹ならば見える可能性が高いと。

「ちなみに彼女って、ここにどれくらい居る予定なんだ？」

「確か最初に、１週間くらいって言ってたような」

「それくらいだったら大丈夫かな。あまり長くここに居ると影響受けそうだけど」

　元々、わたしの様子を見に来ただけだし。それに佐さ奈なちゃんだって間もなく新学期だから、いつまでもここに居るわけにはいかないはずだった。

「とりあえずサナちゃんには、例の水のことは秘密だからな」

「うん、わかってる。１週間くらいだったら、ナントカなりそうだし」

　それよりも変な報告をパパにされないかが心配だった。



　＊　＊　＊　＊



　駅前の噴水広場。

「あら？　ケイとカナコ……て、もう一人は誰かしら？」

　いつものベンチには、見知らぬ女の子の姿があった。

　黒髪と着物姿から日本人だと思える。恐らくはカナコの知り合いなのだろう。仲良さそうに話す三人を遠目に眺めていると、やがてケイ達と別れて商店街の方へと向かった。

（……よく分からないけど、軽く接触してみるべきね。弟の状況を把握しておくのも仕事の内だしね……）

　そう判断すると、私は女の子の後を追い声をかけた。

「Bonjour, vous êtes japonaise?」

「... Pardon?」

　突然の問いかけに、きょとんとした顔を向ける女の子。

「Ah pardon, il faut que je vous parle en anglais?（あら？　もしかして英語の方が良かったかしら？）」

「Ne vous inquiétez pas, Ça m'est égal...（いえ、どちらでもですが……）」

　綺き麗れいなフランス語で返された。少なくとも私達のイギリス発音よりもネイティブに近く自然な感じだ。

「えーと、もしかしてだけど、あなたカナコの知り合い？　日本人ぽいけど」

「あ、はい、妹の佐奈……サナ・ササキと申します」

「ああ、カナコの妹さんなんだ……」

　見た目は日本人なのにフランス語が自然なのも頷けた。確かカナコの祖母のエジェリーさんはフランス系だったはず。

「初めましてサナ、私はミルドレッド・ベヴァン、ケイの姉よ」

　名を告げながら、大学の名刺を手渡す。

「え、ケイさまの……とゆーことは、マギルの教授の？」

「まあ、教授じゃなくて助教授だけど……て、んん？」

　そこで私の言葉は止まった。見るとはなく見た彼女の顔色に違和感を覚えたからだ。

（……もしかして、この子って？）

　あまりにも弱いので思わず見過ごすところだったけど……どうやらこの子も水の見える子のようだ。あのカナコの妹であるなら、それほど不思議なことではない。

「……うふふ、とにかくこれは使えるわ……」

「あのう、私がどうかしましたか？」

「いえいえいえ、何でもないのよ、気にしないで」

（……今後、この子が人並みに成長するのか、それともこのままかは分からないけど……恐らく現段階ではケイも気づいていないだろう）

　そろそろ諦めかけていた矢先に、タイムリーかも知れない。

「じゃあサナ、私もう学校行くわ……て、それと今日、私と会ったことはケイ達には内緒にしておいてね」

「ええ、それは別に構いませんけど、どうしてですか？」

「その答えは、次に会った時にしましょう。それじゃあね」

　軽く手を上げて挨あい拶さつすると、私はその場を後にした。

（……この前は失敗したけど、今度は上う手まくやれる自信がある）

　あの人嫌いの弟が、親しくなる相手なんて今後も現れるか疑問だし……何よりあのカナコの妹であることがポイント高いわ。



　＊　＊　＊



　──その日の夜。８月も残すところ３日となり、日の落ちる時刻が加速度的に早くなったような気がする。

　そして以前なら夕食の支度をする時刻なのに、相変わらずわたしは、水に近づくことを禁止されていたので、今日も椅子に座って足をぶらんぶら～んする。

「おーっ、今日のロールスシは美お味いしいなっ」

　そんなヒヨリミの第一声で始まった本日の夕食。

　昨夜と違い、がつがつとロールスシを食べるヒヨリミだった。

「サナちゃんって、本当は料理上手なんだね。昨夜はちょっとイマイチだったけど」

「はい、どうもありがとうございますっ、今日は頑張ってみましたっ」

「ねえ佐さ奈なちゃん、もしかして料理の仕方を変えたの？」

「ええ、最初から、あーゆー食べ方をされると分かっていれば対応策もあるからね」

「はぁ、さすがだねぇ……」

　うん。やっぱり佐奈ちゃんは料理上手だし、しっかりしているなぁ。ちょっと変なとこ（性格的に）あるけど、それさえなければ可愛いのに。

「じゃあはい、お姉ちゃんもどうぞ。美お味いしいよ～」

「わーい、ありがと。それじゃ、いただきまーす」

　てな感じで、わたしが目の前の皿へと箸を伸ばそうとすると、

「こ、こら、くぉーたぁ、もぐもぐ、ひょっとみゃて、ぐっ、ぶほっ、げほんっ」

「や、なに言ってるか分からないよ。あとむせてるし」

「ふう……ちょっと待てクォーター、先に俺のチェックを忘れているだろ？」

「え？　ああ、そうでしたそうでした。よろしくお願いしますぅ」

　わたしの皿を、じ～っと見つめるヒヨリミ。その隣でおあずけ状態で待つ。

　以前から、飲み物は確実に見てもらうけど、食べ物は油断してると、つい忘れてしまう。ヒヨリミによると、食べ物の中に含まれる僅わずかな水にも、注意が必要ということだった。

「ねえ、ヒヨリミまだ？　もうおなかペコリーノだよぉ」

「もうちょっと待て、念入りに見ないと万一の場合もあるし」

「……えーと、お姉ちゃん達、さっきから何をしているの？」

「あ、いや、大したことじゃないから気にしないで」

「はっ、まさか……おあずけプレイ？」

「よく分からないよっ、つかどんなプレイなのよっ」

「……くっ、しまった。その手があったか……悔しいけどこの手の属性スキー相手では、お姉ちゃんには敵わないかも知れない。ナチュラルに、いじめてオーラ全開だし……あ、そうか。ドジっ子キャラが成長するとドＭキャラになるんだ？　需要と供給のバランスって上う手まく出来てるもんだね。なるにゃる」

「長いし、意味不明だよっ。それと脳内で自己完結しないで」



　一通り、楽しい？　夕食を終えた頃、わたしは来週から始まる大学の準備をしていた。

　まあ、最初から暫定的だとは聞いていたので、博士号は期待してないけど。

　コンコン……。

「お姉ちゃん、入るわよ」

「ん？　どうしたの佐さ奈なちゃん？」

「忘れてたけど、お土産よ。日本出る時に買って来てたのよ」

　そう言って紙袋から取り出したのはシャンプーハット。

「わ、ありがとう～、何な故ぜかこっちじゃ売ってなくて困ってたの」

「ふう、そんなとこだと思ったわ……とゆーか、子供じゃないんだからさ、いい加減にシャンプーハットは卒業したら？」

「むう、その上から目線は気に障るかも……佐奈ちゃんだって去年まで使ってたくせに」

「くっ……私の唯一の黒歴史を」

　そう。普段はしっかりしている佐奈ちゃんだけど、つい１年前までは愛好者だった。それも小学生の頃なんて、帽子代わりにして外で遊ぶほどの好き好きっぷりだったし。

「とにかく、お子ちゃまのお姉ちゃんと一緒にしないでよね。もう私はシャンプーの時に、目を瞑つむる技もマスターしたんだから」

「にゃにおっ、誰がお子ちゃまなのよぉ」

「にゃんだとっ……て、まあいいわ。そこまでお姉ちゃんが言うなら、久しぶりに一緒にお風呂入りましょう」

「ええ～、嫌だよぉ。だって佐さ奈なちゃん、すぐにモミモミしに来るんだもん」

「良いじゃないの。どれくらい成長したかのチェックなんだから、うひょひょひょ」

「……何なのその、うひょひょひょって？」

「それじゃお姉ちゃん、一緒にシャワー行きましょうね♪」

「やーめーて、スカート引っ張らないでよぉ～」

　それなりに抵抗？　を試みるが、ずりずりと部屋から引っ張り出されてしまう。

（……て、ん？　ちょっと待てよ。そういえばシャワーは、わたし一人じゃダメだったんだ。彼も一緒じゃないと）

「おい、こんな夜更けに何の騒ぎだよ……」

「あ、ケイさま？」

「どうしたの、クォーターだけでなくサナちゃんまで」

「すみません。実はこれからお風呂に入ろうかと思って……」

「お風呂って、二人で？」

「はい、お姉ちゃんとは昔から、よく一緒にお風呂入ってたんですよ」

「そっか、じゃあ俺も一緒に入るよ」

「……はい？」

「いやだから、俺も一緒に入るって。お風呂」

「………………」

　ヒヨリミの言葉に固まってしまった佐奈ちゃん。

　うん、わたしは知ってたよ。彼なら何の躊ちゆう躇ちよもなく、そう言うだろうって。

「ああ、そっか、そうですよね～。カナダではサウナは水着で入るんでしたよねぇ。てっきりハダカで入るのだと思って、私、焦っちゃいました。あはははは」

「や、ハダカだけど」

「へ？」

「いつもクォーターとは、一緒にシャワー浴びているんだ」

「………………」

　みるみる内に、佐奈ちゃんの顔が赤くなっていく。

　ああ見えて純情とゆーか、耳年増なだけだもんね。普段はFuckin'とか言ってるくせに。

「……あのお姉ちゃんが男性とハダカでお風呂に？　幻聴か？　もしこれが現実ならば、うら若き乙女のサプライズおっぱいどころではない……一体、神は何をしているのだろう？　ならば私も戦うしかない。たとえ血塗られた歴史を繰り返すことになろうとも……」

「壮大だよっ、その心の声っ、なんのレジェンドなのよ？」

「……ちょっと来て、お姉ちゃん」

「て、わわっ、またスカート引っ張られるう～」

　再び部屋へと帰ってきた、わたし達。

「……で、お姉ちゃん。説明を願えるかしら？　特にお風呂あたりについて」

「えーとそれが複雑で壮大なレジェンドで、上う手まく説明出来なかったりして……」

　適当に言葉を濁す。やっぱり佐さ奈なちゃんには水の力について教えるわけにはいかないし。

「なるほど、よく理解したわ……お姉ちゃん達の関係を」

「関係？　なんのこと？」

「どうやらお姉ちゃんの片思いで、現在は彼にメロメロアタックの最中ってことね」

「……あのう、どこをどうやれば、その結論に？」

「しかーし、所詮はお子ちゃまなので、彼には通じていないと。ぷぷぷぷ」

　なんかムカつく。しかも半分当たってるだけに。

「むう、佐奈ちゃんだって、わたしと大差ないじゃないのぉ、ぺったんだし」

「一緒にしないでよ。なんたって私、つい先日、Ａカップになりましたからあ～」

「く、いつのまに……あと語尾上げられると、余計ムカつく」

「それで、Fuckin'お姉ちゃんは？　何カップかしらあ～」

「え、ＡＡよ……」

「ぷぷぷぷぷっ、えーえーだってぇ、しんじらんなーい。しょうがくせー？」

　ＡＡの姉を笑う、Ａの妹の図。なんて低レベルな争いなんだろう。わたし達って。

「よし。それじゃあ私も、お風呂ご一緒しますかね～」

「や、無理しない方が良いよ？　いやマヂで。絶対に後悔するから」

「うるさーい、Fuckin'お姉ちゃんに負けてられるかってんだい」

　そう言って、先になって部屋を出て行く佐奈ちゃん。

（しょうがないなぁ……佐奈ちゃんって言い出したら聞かないとこあるってんだい）



　シャ────……狭いバスルーム。

　真上から降りてくるシャワーの水を、じっと見つめたままのヒヨリミ。

　その下で、いつものように身体をちっちゃくして受けるわたし……と、佐奈ちゃん。

「えーと、お姉ちゃん……一つ質問があるんだけど」

「あ、うん？」

「どうして服を着たままなのよっ、彼だけっ」

「や、そもそも、佐奈ちゃんまでハダカになる必要ないんだけど……」

「つか何なのよこのプレイは？　こっちだけ全裸って恥ずかしさ倍増じゃないのっ」

「え、ええ、まあ……それについては同意します」

　ここに来て、初めて佐さ奈なちゃんと意見が一致した気がする。

「うぅ～、こんなことなら、無理に張り合うんじゃなかった……」

　狭いバスルーム。わたしだけでなく佐奈ちゃんも恥ずかしそうにちっちゃくなっていた。

（……さっきは大口叩たたいてたけど、こうなるの分かってたってんだい）

　とはいえ、このままヒヨリミが、ずっと上を向いたままなら問題ない。でも絶対にそうならないのをわたしは知っている。経験則って大切だね。

「ん？　二人とも、どうかしたか？」

「うはーっ、ケイさま、いきなりこっち見ないで下さいっ」

「こらぁヒヨリミ、いつも言ってるでしょ、もっとこう一心不乱に上を見てなさいよぉ」

「ああ、悪い悪い」

　はふう、ホント、ヒヨリミだけは狙ってるのかと勘ぐってしまう。毎回毎回。

「うぅ……ちょっと見られちゃったかも」

「……佐奈ちゃん、ここで生き残る？　ためには、前面の防御に徹するのよ」

「前面？　でもそれじゃ、お尻が丸見えになっちゃうよ？」

「お尻は……捨てるの。良いこと？　お尻を守ろうとすると致命傷を負うわ」

「わ、わかったわ……前面を絶対防御ね」

「ええ、お互いにつるつるだしね。見られたら恥ずかしくて死んじゃうよ？　わたしのようなうっかり防御では、10回は戦死しちゃうから」

　てなことを言いながら、シャンプーハットの新兵は防御に徹するのだった。

　……てゆーか、佐奈ちゃんってシャンプーハット卒業したんじゃなかったの？



「はふう、Fuckin'疲れた……」

　そんな第一声と共にソファに倒れこむ佐奈ちゃん。

「お姉ちゃん、私もう一緒にシャワーするの止めるよ……あのプレイは私には10年早かったよ……」

「そ、そう……プレイってのが引っ掛かるけど、これに懲りたら次からは……」

「く～く～、きゅんきゅんきゅん……」

「寝るの早っ、あとやっぱり寝息おもしろすぎっ」

　しかし、どうやればきゅんきゅんなんて寝息が立つんだろ？

「なあクォーター……て、サナちゃんもう寝たのか」

「あ、ヒヨリミ……」

「じゃあちょうど良いや。浜に行くけどお前も一緒に行くか？」

「うん、行きたい行きたい」

　二つ返事で答えると、先になって玄関へと向かう。

　そういえば佐奈ちゃんが来てから、海に行ってなかった。



　二人して砂浜に座ると、真っ暗な海を見つめる。

　時折吹く風は、心地良いから肌寒いへと変わり、まだ８月だというのに、ここカナダでは早い冬を感じさせた。

（てゆーか、さすがにキャミだけじゃ寒いかも……思わずそのままの格好で来たけど）

　よく考えたら、わたし自身ここで秋を迎えるのは初めてだった。今までは、夏休みを利用してしか来たことなかったし……。

　てなことを考えながら身体をぶるぶると震わせていると、

「……お前、大丈夫か？」

「えっ？」

「いや、見るからに寒そうだからさ……」

　そう言うと、自分の着ていたウインドブレーカーを脱ぎ始めるヒヨリミ。

（て、もしやこのシチュはっ、その服をわたしに着せてくれる気だったり!?）

　ああ、なんて夢シチュ。乙女ゲー的には、ハッピーエンドその３ってくらい。

（……まさかヒヨリミに、こんなロマンティックな真ま似ねが出来るとは思わなかった……）

　てな感じで一人ドキドキしながら待っていると、脱いだ上着から、何かを取り出す。

「はい、これ使えよ」

「……使い捨てカイロ？」

「これ凄すごいんだぞ、振れば暖かくなるんだ。知ってるか？」

「え、ええ、まあ……それなりに」

　百円ショップで見慣れてますから。しかもこれＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮて書いてるし。

（てゆーか、今あなたの脱いだブレーカーが欲しいのですがっ、乙女ごころ的にはっ）

　しかしそんなテレパシーも届かないのか、寒い寒いってのん気なことを言いながら、再び上着を着るヒヨリミ。まあ、そんなもんだよね。この人の場合。

「そういえばクォーター、少し気になっていたことがあるのだが……」

「へ？　突然なんのこと？」

「もしかしたらお前って、思ったよりも水の影響が抜けるの早いかもな」

「そうなの？　わたしには実感ないけど」

「俺だって確証ないけど……ちょっと良いか？」

「へ？　……て、あ……」

　思わず息を呑んだ。

　いきなり、わたしのスカートの中へと手を伸ばすヒヨリミ。そのまま太ももの内側をさわさわと撫なで始める。

「あっ、え、えと、そ、そそのう……わ、わわ……」

　あまりに突然のことに焦るのとドキドキが同時にやってきて、なんと言葉にして良いのか分からなかった。身体が固まり、心はテンパッてしまう。

　思わずいつもの調子で言い返そうとしても……それは無理。

　満天の星空と潮風、二人だけの浜辺、いつになく真剣な彼の顔と……ここまでシチュが完璧に揃うと、まるで金縛りにあったように、オロオロとなすがままだった。

　……怖いとか、うれしいとかってよりも、ドキドキが勝っている。

　少なくとも自分から先に何か言うのは怖くて……ずっと赤い顔をしたまま、さわさわと撫なでられ続けていた。次にどうなるのかを想像しただけで、眩暈めまいを起こしそうだった……。

「……なあ、クォーター……」

「は、は、ははははいっ、なな、なんでしょうかっ」

「え？　どうした？　そんな真っ赤な顔して……表情もすごいピンクだし」

「うはあっ、そ、そういえばそうだったっ」

　ヒヨリミには完全にこちらの心情が丸わかりだったんだ。

（……ならばもう隠してもしょうがない。開き直ってストレートに勝負するしかっ、きっと今こそが小心者チャンプとして、生涯最高の勝負どころ！）

　わたしは覚悟を決める。

（……とはいえ、こーゆー時は具体的に何をすれば良いのだろう？）

　あんまり黙ったままでいると、嫌がっていると思われかねないし……早急にＹＥＳ！　の意思表示をせねばっ！

　自分でも破れかぶれで、わたしはスカートの裾すそを手で掴つかむと……。

　ぺらっ。

「ど、どうぞ……」

「なにが？」

「いや、だからそのう……ど、どうぞ……」

　ぺらぺらっ。

「はい？」

「も、もうわかったわよぉ～、くっ」

　がばあっ。

「……パンツ見えてるぞ、お前？」

　これじゃ無かったのかっ！

　もしや、もっとこうシンプルに肩に身体を預けるとかが良かった？　それともつま先立ちして彼の顔を見ながら黙って目を閉じるとか？　や、それはキスの時だったはず。何より今って二人とも座ったままだし。どうしよ？　今こそ届けテレパシーっ。

「うーん、やっぱりお前って、水の抜け方が面白いな……」

　相変わらず、太ももを撫で撫でしながらヒヨリミが呟つぶやく。

「へ？　なんのこと？」

「いや、さっきから調べてたけどさ……もっと水の影響が抜けていると思ったのに。お前の場合は、単純に時間経過だけじゃなくて、他の条件もあるようだな……」

「……あのうヒヨリミさん、もしやさっきから太もも触ってるのって、それ調べてたんですか？　てゆーか現在進行形で今も触られまくってんですけど……」

「ああ、別にこれって、身体のどこを触っても分かるんだけどな」

「そ、そうですか……いや、まあ別に良いんだけどね……」

　結局それから15分くらい、ず──っとスカートの中に手を入れられ、触られ続けた。

　時折、太ももどころかお尻あたりまで進出されて、その度に「うはあーっ」という情けない声が浜辺に響くのだった。

　……てゆーか、ヒヨリミはわたしの感情を読めるのに、こっちは読めないって反則だよ。



　翌朝。

「ふあ～、よく寝た……さてっと、いつもの体操始めようかなぁ。ここんとこサボり気味だったし、早起きした時にはまとめてやらないと」

　てな感じで軽く屈伸運動を始めている時だった。

『わー、た、たすけて───っ』

　……ん？　今のは佐さ奈なちゃんの声？

　一体なにごとかと、隣の居間へと入ってみると…。

「グゥウウウウッ…」

　そこには、ソファの上で平和そーに眠るクマ。

　辺りにはとれとれぴちぴちの魚介類も転がっているが、肝心の彼女の姿は見えない。

「だ、誰か助けてぇ～、目の前が真っ暗でなにも見えない～、あと重くて動けない～」

「ああ、やっぱりそこだったんだ……」

　恐らくは、ソファで眠るクマの巨体の下で、ぎゅ～とされているのであろう佐奈ちゃん。

　どうでも良いけど、クマの浮気者め……あんなにわたしを愛して？　くれていたのに。

「ちょっと待ってね、すぐ助けてあげるから」

「は、早くして～、なんか私の上に乗ってるのっ、やたらケモノ臭いのが～っ」

　ケモノ臭い部分にうんうんと頷きながら、わたしは軍手を手に装着する。別にクマの身体は濡ぬれてはないと思うけど、以前のこともあるので念のためだった。

「ほらあ、起きなさいよぉ、クマ～っ」

　言いながら左右のパンチを浴びせる。ジャブ・ジャブ・右ストレート、左フックとリズミカルなコンビネーション。たまにキックも交ぜる。

「はぁふう、ちょっと疲れた……」

　一通りわたしの連打が終わったところで、のそのそとソファから降りるクマ。

「ぷはあっ、やっと身体が動くように……って、ク、クマがいるしっ」

「おはよう佐奈ちゃん」

「って、なにのん気なこと言ってるのよっ、は、早く逃げないと……いや、死んだフリしないとっ、ぐーぐーぐー、きゅんきゅんきゅん」

「や、それ死んでないから。寝たフリだから」

「ほら、お姉ちゃんも早くって、きゅんきゅんきゅん……」

　尚も死んだフリ？　を続ける佐さ奈なちゃんと、のん気にバケツの水を飲むクマ。

　あんまり面白いからしばらく様子を見ようと思ったけど、わたしは説明を始める。

「あのね佐奈ちゃん、このクマは怖がらなくても大丈夫だよ。実はここで飼ってるようなものなんだし」

「へ？　飼ってるって……じゃあコレ飼いクマ？」

「え、ええ、まあそんな感じかなぁ？　飼いクマって、なんか飼い犬とか飼い猫っぽい言い方だけど」

「はふう、そうだったのぉ～、よかった、死ぬかと思った～」

　安心したのか、再びベッドに大の字に倒れこんでしまった佐奈ちゃん。

　まあ、いきなりクマを見たら誰だって驚くよね。フツー。



　それから、いつものように浜へと向かうわたしとヒヨリミの二人。

　佐奈ちゃんは朝っぱらからクマ騒動で疲れたため、家でお留守番するらしい。

「そういえばヒヨリミ、来週から大学が始まるけど何か用意するものってあるのかな？」

「いや、別に大丈夫だよ。どうせお前の場合は、水の影響が抜けるまで、姉貴の研究室にもぐりこむだけなんだし」

「それは分かってるけど、せっかくだから学位も欲しいかも……て、そういえば普段はミルさんって、何をやっているの？」

　確かミルさんはここの助教授以外に、本当の仕事を持っていると言っていた。

　あの時には詮索不要と言われたけど、やっぱりちょっと気になる。

「ねえねえ、ヒヨリミは知っているんだよね？　ミルさんが何をしているのか」

「そりゃもちろん」

「えへへ、教えて欲しいなぁっとか」

「ダメだって。お前は知らなくて良いことだからさ」

「むう、そんな言い方されると余計に気になるよぉ」

「ま、姉貴のことだから、きっと今もどこかで悪巧みやってんだろ」

　そう言って軽く笑ってみせるヒヨリミ。

　彼等と知り合ってから早１ヶ月ほどが過ぎ、ここでの暮らしにも慣れた。ヒヨリミや水の力のことも少しずつ分かってきたけど、相変わらずミルさんは謎が多かった。



　＊　＊　＊　＊



「……やはり今回は、この水でやるべきね」

　そんな呟つぶやきと共に、私はドアを開ける。

「おはようサナ、久しぶりね」

「あ、確かケイさまのお姉さんの……」

「ミルで良いわ。ちょっと用事があって寄らせてもらったの」

「えと、でもミルさん。まだ二人とも浜から帰って来てないですよ」

「知ってるわよ。何より私の用件は貴女あなたなんだから」

「……私に？」

　不思議そうな顔を浮かべる彼女に、尚も私は言葉を続ける。

　この際、細かいことは省くつもりだ。

「とりあえずサナ、貴女ってケイのこと好きよね」

「えええっ、と、突然なんですかっ」

「あ、少なくとも嫌いじゃないし、好意は持ってるでしょ？」

「………………」

　その言葉に顔を赤くして黙ってしまったサナ。

　まあ、この私に隠しごとなんて不可能なんだけど。

「えーと、それで確か貴女って、来週には帰国予定よね？　学校もあるし」

「あ、はい、その予定ですが……」

「じゃあ、彼ともう少しだけ、一緒に居させてあげるわ」

　言いながら、１本のペットボトルを取り出す。

「それじゃ、とりあえずこれ飲んで」

「はい？　このペットボトル？」

「ああ、心配いらないから。別に変なものじゃないし」

「うーん、そう言われても……なんか光ってて、ちょっと怖いんですが。黄色とゆーか、ピンクっぽい色に」

　さすがにこの強さの水ならば、この子にも見えるのだろう。

「とにかく、これを飲むだけで、もう少しここに居られるの……ああ、何だったらサナもマギルに推薦留学させてあげるわよ」

「ええっ、ホ、ホントにっ、これ飲むだけで？」

「嘘じゃないわ。その水にしたって、別に身体に害のあるものじゃないし」

「……この私もマギルに……」

　正確には影響ありまくりだけど、すぐに治すから問題なしってことで。あと留学云々も、どうせ記憶が飛んで覚えてないだろうから問題なしね。

　やがて、しばらく躊ちゆう躇ちよしていた彼女が意を決するようにペットボトルを手にした。

「わかりました。じゃあ私、飲んでみます」

　言うと同時に一気に飲み始めるサナ。

　カナコも良い飲みっぷりだったけど、この子も負けてないわね。

「こくこくこく……ふう、塩辛かった」

「どうかしらサナ、なにか変わったとこある？」

「いえ、特にこれと言っては……てゆーか、さっきの水って何ですか？」

「貴女あなたを船に乗せるための水よ。あと心配しなくても、そろそろ影響も出ると思うから」

「……船？　影響？」

「ちなみに、ちょびっとだけ、変なテンションになるかもね。あははは」

「あのう、さっきから何を言ってるのか分からないのですが……」

「ま、白いのを用意しても良かったんだけど、こんなブレンドのでゴメンね。さすがの私も、しょっちゅう腕を落とすのは嫌だし」

　ちなみに今回のは新たにゲットした水ではなく、マイコレクションの水から幾つかをブレンドさせてもらったモノ。配合的には黄色・ピンク・緑・青。

　もちろんブレンドではあるけど、力の強さだけなら以前にカナコに飲ませたのと大差ない。

（……カナコはしょうがないけど、出来るだけ水のことはヒミツにしたいし……）

　やはり確実に記憶が飛ぶようにするためには、変な調合の方が都合が良かった。



　＊　＊　＊　＊



　──ゆっくりと空が暮れ始める頃。

　学校を終え家へと帰ってきたわたし達。

「ただいまぁ、佐さ奈なちゃん帰ってきたよぉ」

　元気良く玄関を開けるが、そこには妹の姿は見えない。

「おかしいなぁ、どこ行ったんだろう……もしかしてまたクマの下で寝ているのかな？」

　そう思って部屋の中をキョロキョロとするけど、クマの姿自体も見えないし。

「佐奈ちゃーん、どこー？　帰ってきたよぉ～」

「……ここ。ここに居るから……」

「うわっ、テーブルの下にいたっ、しかもしょんぼり体育座りしてるしっ」

「…………………」

「どうしたの佐奈ちゃん？　なんか元気ないけど？」

「…………………」

　その言葉にも黙ったままの佐奈ちゃん。やがて……。

「……なるほど。ここが地球か……」

「はい？」

「ペロペロしますっ、ペロペロしますからぁっ」

「って、なにかイミフなことを言い出したっ」

「えへへ、涙ってうれしい時にも出るもんなんですね？　てめこのうふふ☆」

「ちょ、ちょっと佐奈ちゃん、色々しっかりしてっ、色々とっ」

　……これは一体どーゆーことなんだろう？

　普段から変？　なとこある佐奈ちゃんだけど、いつにも増して磨きがかかってる。

「……ああ、きっと私は永遠に彷徨さまよい続けるのね、この無む限げん回かい廊ろうを……でもそれは宇宙開かい闢びやくの時にルシフェルさまに課せられた私の使命。だけどいつの日か、この並列世界を凍てつく炎で焼き尽くしてやるっ、そう、紅ぐ蓮れんの闇の冷たさで……」

「や、もうナニ言ってるか全然わかんないよっ」

「おーい、お前ら、さっきから何やってんだよ」

「あ、ヒヨリミ……ちょうど良かった。さっきから佐さ奈なちゃんが変なの」

「……変？」

「ＹＯ！　ケイ、Fuckin'元気かっ、この腐れ○○○○っ」

「……サナちゃん、一体どうしたんだよ？」

「うるせてめこのうふふ……く～く～、きゅんきゅんきゅん」

「って、唐突に寝たっ」

　様子は変だけど、寝つきの良さと面白い寝息は同じなんだね。

「あのねヒヨリミ、なんか佐奈ちゃんが変なの……あ、元から少し変なんだけど、もっと変になっちゃったの」

「随分と失礼なことを……て、おいクォーター、これって水の影響を受けてるぞ」

「へ？　水の影響？」

　言われた通り、じっと佐奈ちゃんを見つめてみると、確かに変わった色を放っていた。

「あ、ホントだ。それも青とかピンクとか不思議な感じに見える……」



    

  
    
      



    

  
    
      

「恐らくこれは、何種類かの水を混ぜたものを飲んだってことだろう」

「へ～、なるほど……てゆーかそれ以前に、やっぱり佐さ奈なちゃんも水が見える人だったってこと？」

「そういうことだな……とりあえず現在は、かなり強いレアモノを飲んだ状態らしい」

「……レアモノって……」

「そう。お前も知っているように、間違っても偶然に口にするような代物じゃない。なにより違う色の水が混ざることは自然界ではありえない」

　そこまで聞いたところでわたしも察した。

　要は意図的に飲まされたという意味で、こんなものを飲ませる該当者は一人しかいない。

「おかえりなさい。早かったわね、あなた達」

「やっぱり姉貴の仕業か……」

　見るとそこには、二階から降りてきたミルさんの姿。今日は大学にも姿を見せなかったし、一体何をやっているのかと思っていたら……。

「それじゃあケイ、今回の意図は説明しなくても分かるわよね」

「……今すぐ船に連れて行けってことか」

「ええ、さすがに貴方あなただって、二人も面倒みれないわよねぇ～」

「…………………」

　その言葉に黙ってしまったヒヨリミ。

　以前に彼に聞いた時には、まだ船に乗る気がないという理由から、今もわたしの傍に付きっきりだったんだけど……。

　てゆーかミルさんって、まだ諦めてなかったんだ？

「なあ姉貴、もし俺が彼女には関知しないと言えば……どうする気だ？」

「別にどうもしないわよ、私は放置ね」

「お、おい、無む茶ちや言うなよ、下手したら彼女死ぬぞっ」

「大丈夫よ。だって私の弟は、そんな薄情じゃないの知ってるから」

　そう言ってわたしにウインクしてみせるミルさん。

　なんか、良いようにあしらわれているヒヨリミがちょっと面白いかも。

「ふう～、わかったよ……サナちゃんを船に連れて行くよ」

「はいはい、貴方ならそう言うと思ってたわ、イヒヒ」

「だけど、姉貴も少しは協力しろよ……あとクォーター、お前も連れて行くからな」

「へ？　わたしも？　なんで？」

「ついでだ。お前も船に乗って、さっさと治してもらう」

「え、わたしは別に良いよぉ」

　なんたって水の影響が消えてしまうと、ここに居られるための理由がなくなるわけだし。それってつまり、ヒヨリミとお別れするってことでもあった。

「大丈夫よカナコ。もし治っても、当分あなたは大学に通わせてあげるから」

「え、ホントに？」

「そのくらいお安いモンよ。これでケイが船に乗ってくれるならね」

「……姉貴、言っておくが二人を治してもらい次第、すぐ船は降りるからな」

「それで十分よ。てゆーか、残りたくても残れないだろうし……」

「なんのことだ？」

「気にしないで。さてっと、それじゃあ急いで船に向かう準備しなくちゃね～」

　陽気に答えると、スキップ交じりに表に出て行くミルさん。

　よく分からないけど、わたしも船に向かうことになったらしい。

　……うーん、でもヒヨリミと一緒なら不安は無いかなぁ？　それに例の船ってのも少し気になっていたし。





　──翌朝。

「さてっと、これで荷物もＯＫ……あ、一応、水着も持って行こうかな？」

　大きめのショルダーバッグに、服と着替えを詰める。あとお菓子も。

　とゆーか、船に向かうと告げられたけど、細かい説明も全くないから、他に何が必要かさっぱり分からないし。

「おはよう、お姉ちゃん。今日は良い天気になったわね」

「あ、佐さ奈なちゃん……」

　見るとそこには、わたしと同じように大きなバッグを手にした佐奈ちゃん。どうやら今はフツーの状態のようだった。

「ところでお姉ちゃんは、もう準備出来た？」

「うん。といっても、服と着替え程度だけど」

「もう～、せっかくのバカンスなんだから、もっと楽しそうなもの持って行きなさいよ」

　そう言ってカバンからゲーム機や、浮き輪の類いを山ほど取り出してみせる。

「ちなみに服の下は、もう水着だったりして～、見て見て、いやーん、お・へ・そ☆」

「あ、あははは……朝から元気だねぇ」

　このへんになってくると、素なのか水の影響によるものか判別が難しい。

　……ちなみに佐奈ちゃんには、船に向かう理由は教えていなかった。もちろん水のチカラについてもヒミツにしたままだ。

　ミルさんが豪華客船のクルージングだとか、適当なことを教えていた。

（……なんでも水の影響の関係から、どうせ記憶も曖昧になるためノープロらしい）

「あれ？　なんかお姉ちゃんの顔が黄色っぽく見えるような……」

「ん、気のせい気のせい。疲れてくると誰だって、そんなことあるし」

「うーん、そうかなぁ、あと昨日からどうも記憶が曖昧だったり、他に……」

「……他に？」

「…………………」

「どうかした、佐さ奈なちゃん？」

「……なるほど、ここが地球か……」

　ああ、ようやく何かのスイッチが入ったみたいね。

「は、早くシャンプーハットをっ、早くしてええ、ぺろぺろしますから～っ」

「はいはい、ちょっと待ってね」

　わたしは言われた通りに、シャンプーハットを佐奈ちゃんの頭に被せてあげる。

「ふう、落ち着いた。これでもう大丈夫。もう株価が上がることもあるまい。良かった。本当に良い最終回だった。作画は見なかったことにする。ぺろぺろした甲斐もあった……」

「や、もうツッコみきれないから」

「おはようクォーター……て、サナちゃんは既に、変なスイッチ入ってるのか」

「……変？　変だと……そうか、我が国民達には心配をかけたな……お詫びと言ってはナンだが、これを受け取るが良い」

　言いながら、わたしとヒヨリミの頭にもシャンプーハットを被せる佐奈ちゃん。王冠？

「じゃ、とにかく出発するから忘れ物ないように」

「はーい、この腐れお○○こ♪　ゴリラらっぱパイナップル……ルビィといえば怪盗」

「ほら、クォーターも行くぞ」

「あ、うん……とゆーか見事なスルーっぷりだね」

　家を出ると、いつもの浜ではなく隣の船着き場へと向かうわたし達。

　しかし、三人ともシャンプーハット被ったまま歩く姿ってシュールだ。

「でもヒヨリミ、わたしも船に乗るって言われただけで、詳しい説明ないんだけど……」

「説明って？」

「ほら、どこに向かうのかとか、何泊の日程になるとか、必要なものとか」

「うーん、そのへんは俺にも分からないし、特に困ることは無いだろう」

　やがて堤防へと着くと、そこには既に待っていたらしいミルさん。

「遅かったわね。ちょっと待ったわよ」

「悪い姉貴、それで出発準備は？」

「バッチシよ、そこに停とめているから早く乗って」

　ミルさんが指差す先には一隻の大型クルーザー。ピカピカの白い船体が光っていた。

「わぁ、すごいっ、ほらほら見て佐奈ちゃん、クルーザーだよ」

「……クルーザー？　……それは庶民には決して手の届かぬ、富と権力の象徴……」

「や、あながち間違ってないけど、ちょっと大げさだね」

「……ならば……狂う座？　いや、苦ルウＴＨＥ……か？　つまり苦いカレールウに冠詞が付いているから……ぺろぺろしたら死ぬと？　く、命がけね……」

「……ごめん、佐奈ちゃんに話を振ったのが間違いだった」



　走り出した高速クルーザー。

　あっというまに、見慣れた岬を小さな絵はがきサイズへと変えてしまう。

　いつもの浜を吹く海風と違い、デッキの上で受ける潮風は、とても開放感があった。

　どうでも良いけどクルーザー乗ったの生まれて初めてなんだけど、あんまりはしゃぐと恥ずかしいから、慣れたもんよ的な顔をしていた。我ながらなんて小市民な思考だろう。

「ところでヒヨリミ、例の船ってどこに来ているの？　近く？」

「さあな」

「や、さあなって……あんまり遠いところだと、着くまでに何日もかかっちゃうよ？」

「そうは言っても、詳しいことは俺にも分からないし」

「……あのう、まさかとは思いますけど……場所も分かってないとか？」

「もちろん。あの船……マージナルの正確な位置なんて誰にも分からないさ」

「え～、それはちょっと無理があるんじゃないのぉ」

　この広い世界の洋上で、何の手掛かりもなく一隻の船を見つけるなんて不可能。

　それに以前のヒヨリミの説明によると、もし偶然に近くまで来れたとしても、相手は霧や雲をまとって、その姿を消すことも出来るわけだし。

「まあ、そのへんは姉貴に聞いてくれよ。なにかアテがあるからこそ、俺を船に乗せようと悪巧みしていたわけだし」

「そうなんですかミルさん？」

「ええ、それなりに近いはずよ。北大西洋上のどこかってことも把握しているし」

「や、それでも範囲が広すぎるような……」

「大丈夫よ、私に考えがあるから。恐らく明日には船に着くわ」

　自信たっぷりのミルさんには悪いけど、この広い洋上で、そんな簡単に見つけられるとは思えないなぁ……。

「それよりクォーター、お前はデッキから落ちないようにしろよ。どんくさいし」

「むう、大丈夫だよお、これでも25ｍは泳げるんだから」

「あのな、俺はそーゆーことを言ってるんじゃないの」

「ふぇ？」

「今のお前やサナちゃんは、海なんて落ちたらたちまち強い水が寄ってくるんだぞ？　俺や姉貴は水を弾けるから平気だけど……」

「あ、そうか、そうだったね」

「まあ、俺達も一緒だから大丈夫だと思うが、気をつけてくれよ」

　すっかり忘れてたけど洋上ってことは逃げ場がないってことでもある。それに普段は見ることのない、とんでもない水が居る可能性もあるわけだし。

（……うん、のん気にじゃんぷじゃんぷとかやってる場合じゃないんだね）



　──その夜。

　凪の水面に、大きく姿を映した月。

　３６０度、どこを見渡しても全てが水平線となった夜の海だった。

　そんな中わたしとミルさんは、デッキの上に居た。

「じゃあ、船に手紙を出しておくわね」

　言うと同時に水面に指をつけ、そこに文字を描き始めるミルさん。揺れる波面に、ぼんやりとアルファベットの文章が浮かび上がっていた。

　文面としては、ヒヨリミとわたし、佐さ奈なちゃんの三人が船に向かっていること。それに現在のこの船の位置と、迎えに来て欲しいとの旨も連ねているようだった。

「さてと、恐らくこれで向こうから来てくれるわよ」

「ちなみにミルさん……確かこの手紙が船に届くってことは、乗船資格が与えられるってことですよね？」

「ええ、そうよ」

「でもミルさんは、船に乗れないって言ってたような……」

　それに以前ヒヨリミが出した手紙は数行程度だったのに、今ミルさんが書いた手紙は、遥はるかに多い文量だった。資格という意味ならば既に十分に条件をクリアしていると思える。

「ま、そのへんは色々と事情があってね。私はマージナルに乗せてもらえないのよ……今もカナコ達を船に乗せたら、私は船の前で待ってるだけよ」

「えと、よく分からないけど……もしかしてミルさんって船について詳しいのですか？」

「詳しいってゆーか、前任者から聞いた話が大半だけどね」

「……前任者って？」

「……………………」

　何な故ぜかそのまま黙ってしまったミルさん。

　いつも陽気なお姉さんなのに、初めて見る真剣な顔だった。

　……そういえばミルさんってマギルの助教授は仮の姿で、本業は別にあると言っていた。

　それに普段はアメリカに住んでいるとも聞いているし……先ほどの船の大体の位置にしても、どうして分かったのだろう？

「いいわよ。カナコには少しだけ教えてあげるわ。怪しい者だと思われるのも嫌だし」

「えっ……」

　感情を読まれた？

「で、私の仕事ってなんだかわかる？　ヒントは公務員よ」

「えと、だったら……アメリカの軍人さんとか？」

「お、なかなか鋭いわね。ちょっと違うけど、アメリカってとこは合ってるわ」

「じゃあもしかして……ＦＢＩとかＣＩＡの人だったり？」

「中央情報局か……かなり惜しいけど違うわね」

　アーミーでちょっと違い、ＣＩＡでかなり惜しいと言われても、わたしには他の該当が思いつかない。なによりＣＩＡなんて、小説か映画の中でしか見たことないし。

「ま、民間人には馴な染じみないでしょうね……ＤＩＡ、国防情報局よ」

「ＤＩＡ？」

　言いながらパスを開いて見せてくれるミルさん。

　そこには顔写真と共に、ミルドレッド・ベヴァンのフルネームと04メイジャーの記載。

（……確か、メイジャーって少佐のことだから、こう見えて偉い人なのかも？　とてもノーパンでスクーターに乗っていた人には思えないけど……）

「さて、悪いけどこれ以上はヒミツよ。カナコも聞かないでね」

「あ、うん、もちろん」

　むしろここまで教えてくれること自体、ホントはダメなことなんだと思う。詳しく知らないけど、一部の軍事や情報局に携わる人ってのは、民間人に正体を隠しているらしいし。

（んん？　それとも……またわたしを利用するために正体を教えてくれたのかも？）

「ちょっとカナコ、変なこと考えないでよ。別にウラなんてないわよ」

「へ？」

「これでも姉として気を遣ってるのよ。貴女あなた、弟のステディなんだし」

「ステディ？　ステディって……ええ──っ、わ、わたしがっ」

「そんなわけでカナコ、今後ともよろしくね」

「あ、は、はいっ、こ、こちらこそ、ふつつか者ですがっ」

　てゆーか、ミルさんからそんな言葉が出るとは思わなかったので焦ってしまう。

　……相変わらずわたしには、ヒヨリミが何を考えているのか、能力差から感情が読めない。

　だけど、恐らくはヒヨリミの感情も読めるであろうミルさんがそう言うのなら、少なくとも好意は持ってくれているわけで……。

　結局その日は、寝るまでずっとニヤニヤしていた。く～く～、きゅんきゅんきゅん。





　──翌朝。

　広いキャビンの奥で目を覚ますと、まだ朝の６時前だった。

「くーくー、きゅんきゅんきゅん……」

「佐さ奈なちゃんの寝言って、いつ聞いても面白いなぁ。あと、まだシャンプーハット被ってるし、どんだけお気に入りなんだろ」

　そんなことを言いながらキャビンを見ると、既に姿の見えないヒヨリミとミルさん。わたしも急いでパジャマを着替えると、二人の後を追ってデッキに向かう。

「ふあ～あ、おはようございまふ……」

「なんだ、もう起きたのかクォーター」

「うん……って、なにこれ霧？」

　見ると目の前の空が、真っ白に煙っていた。水平線どころか、クルーザーのすぐ下の波間さえしっかりと見えない。

「えと、これってすごい霧だね……何も見えないよ」

「……恐らくだが、近くに来ているのだろう」

「来ているって、船が？」

「ああ、この水（霧）は自然界にあるものと違う。既に中和された、感情のない水だけで出来ている」

「あ、確かにちょっと違うかも……」

　ヒヨリミの言う通りだった。わたしだって今まで何度も霧を見てきたけど、いつもは所々に色のついた部分があった。基本的に水と同じなのに、これには見当たらない。

「おはようカナコ、どうやら思ったより早く来たみたいね」

「えと、じゃあこれって、わたし達を迎えに来てくれたってこと？」

「そうよ。この霧は発見防止用だけど、今日は普通に姿を現すはずよ」

　その言葉と共に、真っ白な海の一点を見つめるミルさんとヒヨリミ。わたしも同じように、その一点を見つめる。やがて……。

「わっ、見てヒヨリミ、なんか来たっ、おっきいの来たよ」

　白い霧を破って目の前に現れた、とんでもなく大きな船。鈍く光る船首が海を裂き、この大型クルーザーが小船に思えるほどの巨体だった。

「てゆーか……もしかしてこれって、軍艦なの？」

「……駆く逐ちく艦かんだな、かなり大型の」

「正式には、スプルーアンス級駆逐艦よ。公式には就役期間も終わったことになっているけど、一応、米軍籍ね」

「米軍？　じゃあミルさん、マージナルってアメリカの船ってことなんですか？」

「その説明は、ややこしいのでパスさせて。それよりクルーザー寄せるからあなた達は乗艦の準備をして。ぐずぐずしていると乗船意志が無いものとして立ち去っちゃうわよ」

「あ、はい、わかりましたっ」

　ダッシュで荷物を取りに行き、まだ寝ている佐さ奈なちゃんはヒヨリミが抱える。

　特に相手の甲板上に人影は見えない……とゆーか、近すぎて舷側しか見えないし……。

「それじゃ行くぞクォーター、お前は海に落ちないように気をつけろよ」

「うぅ、ちょっと高いところ苦手なんですけど……」



　──こうして、例の船……マージナルへと乗り込むわたし達。

　元々は夏休みを利用した小旅行だったのに、今度は本気で大冒険っぽい展開だし。

（わたしとしてはヒヨリミと、きゃっきゃうふふ出来たら幸せなんですが……てゆーか、このわたしに大それたことを求めないでっ）

　と、強く念じたところで、タラップを恐る恐る登るのだった。だから怖いって。

（つづく）



    

  
    
      


あとがき



　どうもこんにちは、初めましての方は初めまして、片岡ともです！

　今回の水のマージナルは、少し不思議明るい系をイメージして書かせて頂きました。

　や、前回のナルキッソスとは真逆ベクトルですね。

　どシリアスも好きなんですけど、こーゆーライトなノリのも気軽に見て頂けるとうれしいです。

　なんてゆーか、緊張感がありそうな場面でも、どこかのほほんとしているクォーターや佐さ奈ながお気に入りだったりします。あとカナダの牧ぼつ歌か的てきな雰囲気とか。

　ちなみにこの姉妹、本人に自覚ないだけで地味に似てます。

　そりゃ、きゅんきゅんとか寝息立てられたら緊張感も消失します。



　あ、でもこのへんは、まだクォーターが覚醒前状態なので余計かも知れないです。

　今後の大活躍？　に乞うご期待！

　潜在能力なら、ちょっとしたバトル系ヒロインにも負けてないはず！

　……でもなんか、どうやってもオロオロしてる姿が想像できてしまうような。

二〇一二年秋　片岡とも
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